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巫女見習いとして




　豊かな緑の中で、何人もの少女たちが慣れた手つきで畑仕事に精を出していた。

「今年は、なんだかあまり育ちがよくないわね」

　その中のひとり、見事な碧あおの瞳を持つ少女は、収穫した野菜を手に取ってため息をついた。

「レア！　そろそろ夕べの祈りの時間が来るわ。早く帰りましょう」

「ええ。今行くわ」

　レアと呼ばれた少女は、木の皮で編んだ籠かごに手早く野菜を詰めると、それを背負う。

　ここウェスタ神殿の巫み女こ見習いのひとりであるレアは、腰まである艶やかな黒髪を持つ、十六歳の美しい娘だった。

「いいなぁ、レアは」

　布で覆われた頭から、金色の髪をわずかに覗のぞかせて、サラも「ふぅ」とため息をついた。

「サラだって、巫女の称号を授けられることになったじゃないの」

　レアは、自分の隣で何度もため息を落とす親友の姿に苦笑した。

「そうだけどさぁ。同じ巫女でも、私は下級巫女。レアは巫女見習いを首席で修了して、いきなり上級巫女でしょ？　明日からは気軽にレアなんて呼べないよ」

「そんなことないわ。今までと同じようにレアでいいわよ。親友から〝様〟づけで呼ばれるなんて、考えられないわ」

　ふたりは、くすくすと笑い合った。

　このウェスタ神殿には、巫女になるための見習いとして、十歳から十六歳までの少女が各地から集められている。十歳であれば誰でも見習いになることができ、見習いになる際に一定の金額が支払われる他、神殿にいる間は衣食住が保障されていた。

　巫女は、六年間の見習い期間を経て修了試験に合格しなければ就けない、厳しい職である。

　しかし、国を鎮護するためにウェスタ神に仕える名誉な役目であることから、若い女性にとっては憧れの職であった。

　一方で、見習いになる際に支払われるお金を目当てに、巫女見習いにするための少女を専門に売買する奴ど隷れい商人もおり、この商人に連れられてきた者は、神殿の内部で『奴隷上がり』と蔑まれていた。

　巫女見習いとして、同じ日にこのウェスタ神殿に連れてこられたレアとサラは、同じ奴隷上がりということもあってすぐに仲よくなり、以来ともに学ぶ仲であった。

（いよいよ、明日なのね）

　レアは、巫女の称号を与えられる儀式を明日に控え、この六年間の苦労がようやく報われるのだと安あん堵どした。




　レアはその夜、巫女見習いにとって大事な役割のひとつ、夜回りの当番だった。このウェスタ神殿では火を神聖なものとしてあがめ、決して炎を絶やさないようにしている。円形の建物のそれぞれの柱に置かれている炬きょ火かの明かりを、絶やすことなく燃やし続けるのが、巫女見習いの夜回りの仕事だ。壁の高いところに腕木で突き出させた燭台が置いてあり、そこに挿してある炬火を新しいものに交換していく。

　月が煌こう々こうと輝き、薄明かりに照らされたレアは、籠の中に葦あしで作った炬火をさげ、明かりを持たずに神殿の中を巡回していた。

（この夜回り当番も、今日で最後なのね）

　最後だと思うと、つらかったはずの夜回りも妙に感慨深く、楽しいことのように思えてきて、ひとりで微ほほ笑えんだ。昼間は畑仕事をはじめとするさまざまな雑務があるため、眠ることを許されない夜回りは、幼い彼女たちにとって拷問のように厳しい修行であった。本来ならふたりひと組で回るはずの役目だが、たまたま具合の悪い後輩を庇かばい、レアはひとりで見回っていた。

（明日からは、巫女として今以上に努力しなくては）

　短くなった炬火を新しいものと交換しては、次の柱まで移動する。レアの瞳には、輝く炎が映し出されては消え、また映し出されては消えていった。

（あら？　なんだかとてもいい香りがするわ）

　ふと、今までに嗅いだことのないような甘い香りを敏感に嗅ぎ分けた。

（なんのにおいかしら？）

　いつもなら香りがしたくらいで夜回りの手を休めたりはしない。しかし、明日にも巫女になれるのだという気持ちがレアの心に好奇心を起こさせ、見回りの順路をはずれて神殿の外へと歩いていった。

　空を見上げると、満月が恐ろしいほどに妖あやしい輝きを放っていて、レアはぶるっと身震いする。しかし次の瞬間、自分の目を疑うほどのまばゆい光を目にした。

「まぁ！　なんて素晴らしいの!!」

　そこは一面に白い花が咲き乱れ、そのひとつひとつの花弁が月の光を受けてきらきらと輝き、まるで小さな月が点在しているかのような風景が広がっていた。

（こんなところに花畑があるなんて、知らなかったわ）

　うっとりとその花園を眺めていると、突然後ろから肩をつかまれた。

「お前は何者だ！　ここがどこだか、わかって侵入したのか!?」

　地に響くような低い声に、レアの体は、びくんと跳ねた。

（いけない！　ここは王族専用の禁域だったのだわ）

　王族の住まう宮殿は、周囲が高く頑丈な石塀に囲まれており、王宮に通じる門以外からは入ることができない。しかし、ウェスタ神殿はこの王宮に接して建っており、同じ石塀の内側にある。両者の境界は自然の木々であるため、簡単に王宮の敷地に入ることが可能であった。そのためレアは、王族専用とされる敷地内にうっかり踏み込んでしまったのだ。

　王族は神殿に自由に出入りできるが、その逆、つまりウェスタの巫女が王族の領域に出入りするには、特別な許可が必要だった。もちろん夜回りをしているだけのレアが、許可など持つはずはない。

「申し訳ありません!!」

　レアは振り返って、勢いよく頭を下げた。恐ろしくてとても頭を上げられない。顔など見なくても、声の主である男からは人を威圧するに充分な気配が漂っており、レアはぎゅっと目を瞑つむった。

「その格好、巫女見習いか」

　男はじろりとレアを見下ろすと、幾分柔らかい口調で問う。

「は、はい。夜回りの当番でございます。いつもと違うにおいがしたので、禁域とは知らず思わず足を踏み入れました。どうぞ、お許しください」

　レアはぶるぶると震え始めた。この夜回りさえ無事に終えれば、巫女になれたのに。自分の軽率な行動を心から悔いた。

　十六歳までに巫女としての能力がないと見なされれば、巫女見習いは即刻ウェスタ神殿から追放されることになる。その能力の中には、『規律を厳守できる』というものもあり、規律をひとつでも破れば追放は免まぬがれなかった。

　レアの同期である巫女見習い二百人のうち、巫女としての資格を与えられることになったのは、わずか十五人だ。巫女となり、三十年間の任期を務め上げれば、その後の生活は保障されるが、巫女である間は衣食住の現物支給があるのみ。貧しさゆえに売られてきたレアは、蓄えと呼べるものもなく、当然今さら帰る場所などなかった。

「お前、どうして明かりを持っていない？」

　夜回りならば当然持っているはずの手て燭しょくを、レアは持っていなかった。

「は、はい。月の明かりが美しかったので、手燭を持たなくていいと思い、置いてまいりました」

　月の明かりだなどとおかしなことを言う娘だと思いながら、男はもう一度、上から下までレアをじっくりと眺めた。目の前で小さく震えている少女は痩せていて、どう見てもただの巫女見習いのようだった。男は、賊だと思ったのはどうやら見当違いかと考え直しながらも、彼女がひとりでいることを不審に感じた。

「夜回りはふたりひと組の決まりだろう。もうひとりは怠けているのか？」

「いいえ、違います!!」

　自分より年若い巫女見習いにまで迷惑をかけまいと、レアは初めて顔を上げて大きな声で否定した。男は、レアがそんな態度を取るとは予想していなかったので、少し面食らった顔で彼女を眺める。

「あの……もうひとりは体調が悪くて、私がひとりで回ると言ったのです。罰ばつは私だけにお与えください」

　レアは両手を胸の前で組んで、うつむいた。ここを追い出されて、私はどうすればいいのだろうと、六年間の努力が水の泡となるのを感じ、うっすらと涙を浮かべる。

　月明かりに碧の瞳が美しく輝いた。そのとき、男は初めてレアに興味を覚えた。

　花のにおいに誘われたみすぼらしい少女が、哀れに思えてくる。自分のひとことでウェスタ神殿を追い出されると怖がっているのだ。思わず、ふっと笑みがこぼれた。

「名前は？」

「レアと申します」

　レアは泣くまいと必死に唇を噛かみしめる。規律を犯した自分がすべて悪いのだ。泣くべきではないと思った。

「年は？」

「十六歳になります」

　男はその名前に心当たりがあるようだった。

「もしや、お前は今年の首席合格者か？　明日、上級巫女の称号を授けられる？」

「は、はい。そうでございます」

　レアは驚いて目を見張った。自分の名前を知っているということは、明日の儀式に関係のある人に違いない。明日行われる儀式に出席できる者といえば、王族の中でも、かなり高い地位を持つ人物だ。

（あぁ、もうなにもかもおしまいなのだわ）

　自分が立っている足元が消えてなくなるような錯覚に陥った。昨日まで、いや、たった数刻前まで確かにそこにあると思っていたものが、すべて幻になってしまうのだ。眩暈めまいを起こしたようにふらりと倒れかけ、男のたくましい腕に支えられた。

「大丈夫か？」

　男が心配そうに碧の瞳を覗き込むと、その瞳から堰せきを切ったように涙があふれ出る。

「うっ、うっ。わた、し、私は明日からどうすればっ！」

　男の晴れた日の空のように真っ青な瞳に優しく見つめられて、思わず本音を漏もらしてしまった。レアはしばらく男の胸で泣き続けたが、男はなにも言わなかった。

　一陣の風がふたりの間を通り抜けて、レアの頬を撫なでると、彼女はそのひやりとした感触にはっとして、自分の状況を認識する。

（私ったら、なんてことを！）

　巫女見習いには多くの規律があるが、その中でも異性との接触は最大の禁忌だ。夜の営みはもちろん、口づけや抱擁も処罰の対象となった。規律を遵守してきたレアは、とっさに男から体を離す。

「も、申し訳ありません」

　小さな声で言うと、男から距離を取ろうと後ずさった。しかしその瞬間、男はなにを思ったか、レアの腰を捕らえて胸の中に引き寄せた。

「きゃっ！」

　レアの発した短い悲鳴は、男の唇の中にかき消され、花園には再び静寂が訪れる。

（……なに？　いったいなにが起こったの？）

　レアは自分の置かれている状況がまったく理解できなかった。ただ、自分の唇になにか温かい熱を感じて、大きく目を見開いた。そこでは先ほど見た真っ青な瞳が、すぐ間近で自分を捕らえている。

　その瞳は冷たく自分を見下しているようにも、どこか楽しそうに笑っているようにも思える。自分が禁忌を犯しているというのに、なぜか罪悪感も嫌悪感も湧かず、その不思議な感覚を味わっていた。

　抵抗することも忘れて、ゆっくりと目を閉じた。男にされるがまま、長い口づけを受ける。

　あまりに長い口づけに、息ができずに苦しくなった。しかし、それでもレアは身をよじることもせず、おとなしく唇を塞ふさがれている。

（このまま、死んでしまうのかしら）

　全身から力が抜けた。急に体が鉛のように重く感じる。ふいに、男から伝わる熱を意識した。

（温かいわ）

　自分よりもわずかに高い男の体温を、心地よく感じた。早朝から始まる巫女見習いの務めは過酷だ。疲れた体に回された腕は、柔らかい布団にくるまれているようで、男の腕に体を預ける。

（疲れた……）

　夜回りの途中であることも忘れ、レアは襲ってきた睡魔に抗わず、そのまま意識を手放した。

「おっと！」

　レアの体が急に重くなって、男は彼女を優しく抱き直した。地面に腰を下ろして、レアの顔に伝わる涙の痕を丁寧に拭ふいてやる。

「レア……」

　無意識に少女の名前を口にした自分に苦笑して、レアを抱き上げると、そのまま神殿の中に入っていく。柔らかな月明かりが、これからのふたりの未来を照らすように、そっと輝きを放っていた。




　鳥たちの歌声が耳に届いて、レアはそっとまぶたを開いた。

（もう朝？）

　ぼんやりと外を眺めると、草木のにおいが鼻び腔こうをくすぐる。

　いいにおい……そう思った瞬間、昨夜のことが鮮明に思い出された。指で自分の唇をそっと撫でると、そのときの感触までも思い出して、首を勢いよく左右に振る。

（あれはどなただったのかしら。太陽のような美しい金髪に、真昼の空のような青い瞳。たくましい腕に熱い唇……）

　自分が他の誰でもなく、男のことを考えていることに気づいて、自らの愚かさを呪った。ウェスタ神殿を追放されれば、飢えて死ぬ他ないのだ。男のことを考えている余裕など、自分にはないはずだった。今日からどうやって生きていけばいいのか。何度考えても、行き倒れて死ぬことになりそうだ。

　そのときレアは、自分が夜回りを途中までしかしていないことに気づいた。

（いけない！　もしや、神殿の炬火が絶えてしまったのでは!?　それに、私はどうやって部屋まで帰ってきたの？）

　男に口づけられたところで意識が途切れ、その後のことが記憶にない。すると突然乱暴にドアが叩たたかれ、返事も待たずに音をたてて開く。

「ちょっとレア！　なにやってるのよ。朝のお祈りの時間よ！　食事抜きになってしまうわ!!」

　サラが血相を変えて飛び込んできた。

「いけない！　もうそんな時間？」

「急いで!!」




　手早く着替えると、サラと一緒に大急ぎで祈りの間に駆け出した。ぎりぎりで滑り込むと、すぐにウェスタの巫女たちの祈りが始まる。

（よかった。炬火は絶えていなかったのだわ）

　神聖な炎が絶えていれば、こんなふうにいつもと同じ朝の祈りが迎えられるわけがない。

　全員が床に跪ひざまずくと、両手を胸の前で交差して深々とお辞儀をする。その体勢のまま、ウェスタ神殿の中で最も高い地位にある神官長の祈りの言葉を全員で復誦する。それほど広くはない祈りの間に、ウェスタの巫女たちの声が響き渡った。

　祈りの言葉を唱え終わると、神官長は立ち上がって大勢の巫女たちの方を向き、すぐさま『ウェスタ創世記』の語りを始める。

　ウェスタ創世記とは、この国の起源である伝説であり、その内容は書物に記されず、ウェスタの巫女たちによって口頭で伝えられている。彼女たちは朝と夕の祈りの時間に、神官長が少しずつ語る話を復誦して、その内容を覚えていくことになっていた。祈りを含め、創世記の復誦を行うことは、ウェスタの巫女たちにとって重要な務めのひとつだった。

　神官長の言葉を繰り返しながら、レアは自分の体に染みついた習慣に自嘲した。追放に怯おびえながらも、祈りの言葉はすらすらと口をついて出る。穢けがれた自分の身が少しでも洗い流されればいいのに、と思いながら目を閉じた。




　朝の儀式が終わると、うっすらと顔にしわを刻んだ年配の女性がレアを手招きした。それは、たった今までウェスタの巫女の先頭に立ち、創世記の暗誦を行っていた女性だった。この神官長・ウルウは、ウェスタの巫女になってからの任期の三十年を間もなく務め上げようという大御所で、ここウェスタ神殿の最高権力者であり、王族にも意見できるほどの有力者であった。

　レアは昨夜のことを思い出し、ついにこの瞬間がやってきたのだと身震いする。

『追放処分』……それはウェスタ神殿に仕える者に与えられる罰の中で、上から二番目に重いものだ。震える足に力を込めると、勇気を振り絞って一歩ずつウルウの前に歩み寄った。

「レア、今日は大事な式典の日です。あなたは首席として特別に上級巫女の称号を与えられます。私が神官長になってこの五年、いいえ、この百年の間に、巫女見習いから下級、中級を飛び越して一気に上級巫女になったのは、あなたが初めてです。粗相のないようにしっかりと支度して、くれぐれも傲ごう慢まんにならぬよう、お務めを果たしなさい」

　レアの予想に反して、ウルウの口からは追放の〝つ〟の字も出てはこなかった。

　その穏やかな顔つきからは想像もできないほどの霊気を放つウルウの言葉に、レアは思わず身をかがめて返事をする。

「はっ、はいっ!!　決しておごらず、神と、このウェスタ神殿のために、精いっぱい努力いたします」

　それはほんの昨日まで、間違いなくレアが心の底から思い続け、口にしてきたことだった。




　部屋に戻るとレアは寝台に座り、自らを責める。

（これで、私はまた罪を犯してしまったわ。ウルウ様に告白できなかったなんて）

　しかしウルウの言葉は、また別の意味も含んでいた。それはつまり、昨夜の男はレアのことを、ウルウに報告していないということだった。

（このままではいけないわ。ちゃんと自分からウルウ様に告白しよう）

　レアはそう決心すると、部屋から出てウルウのいる神官の間に向かう。

　その途中、数人の少女がレアの前方から楽しそうにおしゃべりしながら歩いてきた。レアは急いで廊下の端に寄ると、目線を合わせないように軽く頭を下げた。集団の中央にいる、ひと際輝く金色の髪を持つ少女は大きな声で笑っていたが、レアを視界の端に捉えると急に不機嫌になり、目を吊つり上げた。

「嫌～ね。奴隷上がりと同じ場所を歩かなきゃいけないなんて」

　少女がそう言うと、周りに付き従っている少女たちも一斉に呼応する。

「本当ですわね。いきなり上級巫女を拝命するなんて、いったいどんな手を使ったのかしら」

「怖いわねぇ。ウルウ様はなにをお考えなのだか」

「行きましょう、シギネア様。あなたのような方が、こんな娘とすれ違うなんて耐えられませんわ」

　少女たちが次々に悪口を言う間、レアは目を伏せたまま黙ってそれを聞いていた。シギネアと呼ばれた少女は、レアを睨みつけて言い放つ。

「あなたのような身分の方は、ここから先に入らないでちょうだい。ここは神官が住む棟なのよ。奴隷上がりのあなたとは違うの」

「……申し訳ありません」

　レアが謝ると、シギネアは「ふんっ」と言いながら方向を変えて歩き出した。その後ろに、ぞろぞろと少女たちが従う。

　レアがため息を落とす前に、背後からサラの甲高い声がする。

「もうっ！　なんなのよ、あれ。むかつくったら！」

　レアが振り向くと、そこには両腕を組んで眉を吊り上げたサラがいた。

「サラ！　あなた、なにしているの！」

「なにって、レアを探しに来たのよ。部屋に行ったらいなくて。歩く姿が見えたから走って追いかけてきたのよ」

　サラは身振り手振りをつけて、レアの前でひとり芝居のように大げさに説明した。

「それにしても、むかつくわね。文句言ってやればよかったのに！」

「無理よ。相手は上級神官ですもの」

『神官』は、ウェスタの巫女の称号のひとつである。レアたちのような庶民で構成される『巫女』と異なり、貴族の娘で構成されている。

　神官には上級、中級、下級の三つの階級があり、それぞれ試験を受けて階級が上がることは巫女と同じであったが、巫女との大きな違いは、一定以上の進物を納めることで地位を買うことが可能な点であった。シギネアの父は権力者であり、大量の進物を納めていたため、シギネアは一足飛びに上級神官になっていた。

「そうだね。レアは私たちの中じゃ一番格上の上級巫女だけど、相手はウェスタの巫女の中でも、神官長、神官長補佐に次ぐ上級神官だもんね」

　サラは唇を尖とがらせた。

『神官長』はウェスタ神殿の最高権力者であり、『神官長補佐』は神官長に次ぐ地位である。どちらも上級神官の中から選ばれる地位だ。神官は巫女よりも上位の階級であるため、貴族でないふたりにとっての最高位は上級巫女であり、それも地位的には上級神官よりはるかに格下であった。

「でも、あんな言い方しなくたっていいのに」

　悔しそうに言い募るサラを見て、レアは嬉うれしかった。

「ありがとう、サラ」

　端的な言葉には、単に先ほどの礼だけではなく、長い月日を経た多くの感情が含まれている。おそらくは、サラもそれを感じ取ったのだろう。レアの腕にするりと腕を絡ませた。

「なに言ってるのよ！　私たち、この六年間、苦しいのを一緒に耐えてきた仲じゃない！　やっと巫女の称号をもらえるんだから……あ～っ!!」

　サラはそこで言葉を切ると、レアの腕をぐいぐいと引いて部屋へと連れ戻した。レアを探していた理由を思い出したので、どんどん先へと歩を進める。

　間もなく始まる巫女の任命式に出席するため、皆、与えられた正式な巫女の服に着替えて本殿で待機していた。それなのに、今日の主役であるはずのレアがまだ現れないので、心配したサラは彼女を探し回っていたのだった。

「ほらっ！　さっさと着替えて！」

　部屋に連れ戻されたレアは、サラに無理やり巫女見習いの服を脱がされると、新調したばかりの上級巫女の服に着替えさせられる。

「うわっ！　レアってば、とっても素敵!!」

　サラはうっとりとレアを見つめた。巫女は皆、同じ白の服をまとうことが基本だが、裾に入っている線の色で階級を表していた。レアが任命される上級巫女は、彼女の瞳と同じ碧の色をしていた。




　任命式が行われる本殿は、物音ひとつせず厳粛な空気が流れていた。新しく巫女を拝命することになった十五人の少女は、一様に緊張した面持ちで座っている。彼女たちと対面する形で、中央には神官長であるウルウが、儀式の際に身につける正装で腰を下ろしていた。

　新人巫女たちは皆、意志の強そうなきりりとした瞳を上げ、まっすぐにウルウを見つめている。その中でただひとり、肩を落としてうつむくレアは、自分が犯した禁忌について誰にも相談できないまま、儀式の時刻を迎えてしまった。

　シギネアに邪魔をされ、ウルウに告白する機会を逸した。巫女の称号を授けられた後では遅いのにと思いながら、どうにもできない。ぎゅっと目を閉じ、今にも流れそうな涙を堪こらえ、苦悩していた。

　正式に巫女の称号を授けられた後、新人巫女はひとりずつウェスタ神に『純潔の誓い』を立てる。『純潔』とは、一般には『処女であること』と解釈されていたが、厳密には『穢れを身にまとわないこと』であり、異性との抱擁や恋愛感情を持つことすらも禁止されていた。巫女になるには純潔であることが必須で、つまりレアは、昨夜の時点ですでに巫女となる資格を失っていたのだ。

　やはりここで告白をしなくてはならない。レアが決心して、涙で潤んだ瞳を開いたとき、本殿の扉がギィィと音をたてて重々しく開かれた。神官長のウルウが頭を下げたのを見て、皆一斉に立ち上がり頭を下げる。

　ウェスタ神殿の最高権力者であるウルウが頭を下げる人物、それはつまり王族を意味していた。先頭は、すらりと背の高い男で、その後ろに金髪の女、続いて背の低い太った中年の男が入ってきた。その三人が、王族のために設けられた一段高い席に陣取ると、先頭を歩いていた男が地に響く低い声を発する。

「儀式を始めよ、ウルウ神官長」

　それは決して大きな声ではないのに、広い本殿全体を揺らすような、張りのある艶やかな声だった。

　レアはふと、その神こう々ごうしい声に聞き覚えがあるような気がした。だがどこで聞いたのか思い出せない。異性と会話することなどめったにないこの神殿において、男性の声を耳にする機会などあっただろうか？

（……まさかっ!?）

　浮かんできた自分の考えを、とっさに否定した。記憶を手繰り寄せて、勘違いだと言い聞かせる。しかし何度考えても同じ結論にたどり着いた。

（昨日の夜回りで会った方だわ！）

「ただ今より、巫女の任命式を開始いたします！」

　ウルウの凛りんとした声に、皆、背筋を伸ばして正面を見据える。しかしレアは怖くて顔を上げることができなかった。

（そういえば、あの方は私の名前をご存じだった）

　動揺して今まですっかり忘れていたが、あのとき、男は確かに自分のことを知っていたのだ。

　レアは自分の足が自分のものでないような、奇妙な感覚に囚とらわれていた。同時に自分が犯した罪のことを思い出し、眩暈と吐き気が急激に襲ってきて、今にも気絶しそうな自分の体を必死に押さえていた。逃げたくなる衝動に駆られるが、それは一瞬のことだった。

　この場で糾弾される覚悟を決めると、ゆっくりと顔を上げて、王族が座る席を見つめた。その途端、真っ青な瞳が自分の視線にぴたりと重なる。男は肘かけに肘をついて、つまらないと言いたげな顔をしていたが、レアと目が合うとすぐに柔らかく微笑んだ。

　その瞬間、レアの胸が大きく跳ねた。心臓がバクバクと打ち、体中が燃えるように熱い。それはウェスタ神殿を追放されることに対する恐怖ではなく、男の抱擁の心地よさを思い出してのことだった。

（嫌だっ！　私、どうしてしまったの？）

　今までに感じたことのない感情が体の奥底から湧いてきて、男の顔を正視できず、すぐにまたうつむいてしまった。

　男はレアが下を向くと、残念そうな顔をして脚を組んだ。新しい巫女たちが純潔の誓いを立て、洗礼を受けていくのを横目でちらりと見ながら、レアがうつむいたのをいいことに、彼女の頭の先から足の先まで興味深げに眺める。

　男は、どうしてレアのことが気にかかるのか自分でもよくわからないでいた。いきなり上級巫女になるなど、てっきりウルウに取り入った鼻持ちならない女だと思っていたのだが、そんなふうには見えない。自分の胸で大粒の涙を流していたレアの温もりを思い出して、目を閉じた。

　神聖な部屋の中では次々に巫女の称号を授けられ、少女たちの顔からは不安が消えて、次第に喜びの表情へと変わっていく。

「では、最後です。首席修了者、レア！　前へ」

　自分の名前を呼ばれ、レアは体の震えを抑えることができなくなった。罰を受けることを覚悟はしても、体は自分の心に正直だ。感覚のない足を一歩一歩、引きずるようにして前に押し出す。レアの気持ちなど知る由もない同期の巫女たちは、自分たちがこれから数十年かけて目指すであろう上級巫女に一足飛びに任命されるレアに、羨望のまなざしを向けていた。

「レア、あなたを上級巫女に――」

「待て、ウルウ」

　ウルウがそこまで言葉を発したとき、男が立ち上がり、ウルウの声を遮った。皆が一斉に彼に視線を投げる。

「マルス王、今は儀式の途中でございます。いったい何事でございますか」

　マルス王と呼ばれたその男は、ウルウの咎とがめるような厳しい声にもまったく動じることなく、席を立つと優雅な仕草でレアの方へと近づいてきた。

（マルス王！　まさか、あの方が王だったなんて）

　レアは近づいてきた男に視線を向け、昨夜の記憶が間違いでないことを確信した。

　神殿を追放されて行き倒れる自分を想像し、愛する母に二度と会うことができなくなるのだと覚悟する。

　本殿に響く足音がレアの前で止まると、自らの運命を悟ったレアは顔を上げ、自分を裁くであろうマルスを、瞳を逸そらすことなく見つめる。

　レアの体はわずかに震えていたが、強い意志を感じさせるその碧の瞳からは、罰を受ける者として罪人が一様に持つ恐怖という感情を、微み塵じんも感じさせなかった。

　この瞳が欲しい、とマルスは強く感じた。この世に生を受けて十九年の間、人にも物にもおよそ執着という感情を見せたことのない彼に、初めて芽生えた感情だった。

　マルスの言葉を聞き漏らすまいと、周囲の人々は固かた唾ずを飲む。

「レア」

　マルスが重々しく口を開いた途端、レアは自分の鼓膜から甘い痺しびれが広がり、脳全体を侵おかすのを感じた。自分の名前を呼ばれただけなのに、どうしてこんなに胸が締めつけられるのか。罰を受けるという決心が危うく鈍りそうになり、必死で唇を噛みしめる。

「はい、マルス様」

　動揺を隠して落ち着いた声で答えた。

「お前は今から上級巫女に任ぜられるが、見習いから下級、中級を飛び越して上級巫女になった者など、俺はいまだかつて見たことがない。ウルウ神官長によれば、今から百年ほど前にそういう人物がいたらしいが、俺はお前がそれに値するのかどうか知りたい。今からここで、このウェスタ国の創世記の口伝を暗誦してみせよ」

　王の突然の提案に、静寂に守られていた部屋が、たちまち街の市場のように活気づいてざわめく。

　ウェスタの巫女の重要な役割は、主に三つある。ひとつは祭さい祀しを執り行い、このウェスタ国を鎮護すること。もうひとつは病人や怪我人に施薬――診察・薬の処方・治療・看病――をすること。そして最後のひとつが、先ほど王の要求した創世記の口伝の継承であった。

　全十章からなるウェスタ創世記は、書物に記すことが禁じられており、ウェスタの巫女が口伝で継承する決まりである。いくつかある口伝の中でも最も長く難解なもので、すべてを間違えずにすらすら語ったとしても、一日の四分の一はかかると言われるものだった。そのあまりの長さに、すべての内容を暗誦できる者はウェスタの巫女の中でもほんのひと握りで、創世記を人より長く暗誦できる者はそれだけで周囲の羨望を集め、尊敬された。

　神官長になるためには、この創世記を一言一句完璧に覚えねばならない。そして、ウェスタ神殿で執り行う多くの祭祀の手順もまた、口伝によって伝えられていたため、ウェスタ神殿では暗記に優れた者はそれだけで高い価値があった。レアが巫女見習いから一足飛びに上級巫女に任命されたのも、この暗記力の高さをウルウに認められたからである。

「神官長様!!　私も、神官長様に認められたレア様の素晴らしい口伝の暗誦を聞いてみとうございます」

　部屋中に響き渡るような大声でマルスに賛同したのは、上級神官のシギネアだった。

　王の前で恥をかけばいいと、シギネアはぎらぎらと目を輝かせて薄く笑った。シギネアは神官の中では優秀で、暗記力も高かったが、それでも創世記は一章を覚えるのがやっとであった。彼女に呼応するように、ざわめきが本殿全体に波のように広がっていく。

　巫女見習いが巫女になるための最終判断は、神官長と、二名の神官長補佐の計三名が行う口頭試問により決定される。その試験を見ることができない他の巫女たちが、一足飛びに上級巫女となるレアに対して少なからず嫉妬のような感情を覚えたとしても、無理からぬことであった。

　レアは困惑した。てっきり自分の罪を咎められるかと思ったのに、口伝の暗誦をしろとはどういうことなのか。

　しかし、ここで自分が王の命令に背けば、尊敬するウルウが王や他の巫女たちに非難されることになる。

　ウルウはなにも言わず、騒いでいる大勢の巫女たちをじっと見つめている。その瞳の色からは、彼女がなにを考えているのか、まったく推し量ることができない。

　レアは心を落ち着かせるようにそっとまぶたを閉じると、マルスに一礼し、次の瞬間くるりと向きを変え、王ではなくウェスタの巫女たちに顔を向けた。

「ウェスタ創世記、第一章。それははるか遠く、まだ神や精霊が人との間に隔たりなく存在していた頃のこと――」

　透明な水のように濁りのない声で、レアはウェスタ創世記を語り始めた。

　レアがどこまで語ることができるのか、巫女たちは興味津しん々しんだった。無謀な挑戦だろうと心の中で舌を出している者もいれば、自分が暗誦できる量を超えてほしくないと考える者もいた。

　しかし、一章、また一章と創世記の語りが進むにつれ、神殿の中の空気が清らかに変化していく。それは、単にレアが間違えることなく語りを続けているからだけではなかった。レアの語りは聞いている者の心に訴えかけ、引き込む力があった。




　レアが語り始めた当初、明るい日差しが差し込んでいた本殿は、やがて短い影を映すようになり、今度は向きを変えてだんだんと長い影を映し出した。その間、誰ひとりとして彼女の語りを止めることはしなかった。無理だろうと鼻で笑ったシギネアでさえ、そのよどみのない美しい語りに魅了され、身じろぎもせずに耳を傾けていた。

　そうしてとうとう、レアは最後の一文を口にする。

「やがてシルウィクがウェスタを建国し、初代の王となると、シルウィアを神官長としてウェスタの神をあがめた。これ以降、王の名にシルウィクを冠し、神官長の名にシルウィアを冠することとなった。これが、ウェスタの創世を記す物語である」










巫女として




　石造りの巨大な外壁が、うっすらと朝日に照らされる頃には、その広い室内は静まり返り、ほとんど人の気配がしなくなる。まだ夜も明けきらないうちから畑に出ていた少女たちは、すでに額に汗をかき、朝食用の野菜を収穫していた。

「それにしても、胸がすっとしたわ～」

　サラは野菜についた土をはらいながら、隣にいるレアにだけ聞こえるように、こっそりと話しかけた。

「もうその話はいいじゃないの」

　レアは手を休めないまま、表情を変えず、つぶやくように答えた。

　昨日、巫女の任命式で注目を一身に浴びた彼女は、多くの賞賛と驚きの拍手、そして一部の嫉妬に迎えられて、上級巫女の称号を授けられていた。

　レアはウェスタ創世記を暗誦したことで、無事に上級巫女となったものの、心は晴れないままだった。それは、異性と口づけた事実を告白できなかったことに加え、巫女となる資格を失ったにもかかわらず、神の前で純潔の誓いを立ててしまったことに、さらに深い罪悪感を覚えているからであった。

（純潔の誓いを立てるなんて。こんな罪深い私を、神は決して許さないでしょう）

　彼女は自分の気持ちを完璧に隠せるほど器用ではなく、必然的に暗い顔になる。

　昨日までと違い、巫女たちはレアとすれ違うたびに道を空け、頭を下げる。それはもちろんレアが上級巫女という位を得たためであるが、それ以上にレアの暗誦に心を動かされた者が多いからだった。その証拠に、同じ上級巫女や神官の中にも、レアに頭を下げる者が少なくなかった。

　正式な巫女として扱われることで、レアの心は余計に苦しみを覚えた。蜘く蛛もの糸に捕らわれたように罪の意識を抱えたまま、日々の生活に流されていくのかと思うと、恐怖すら感じた。

「レアってば、なにを暗い顔してるのよ！」

　サラは、レアに元気がないのは、昨日の語りで疲れているせいだと思っていた。水一滴口にせず長い語りを行えば、頭だけでなく相当の体力を消耗する。

「ほら、お祈りが終われば朝ごはんよ！　今日からは祈りの間の席も離れちゃうし、その後だって一緒に学べないのだから、頑張らなきゃ！」

　屈託なく笑うと、レアの手を引いて祈りの間へと急ぐ。

　新人巫女は普通、下級巫女として任ぜられ、中級巫女から薬草などの知識を学びつつ、上級巫女が病人を診みる手伝いを行う。しかしレアの場合はひとりだけ、ウルウによって特殊な教育課程が組まれることになっていた。

　サラの言葉通り、祈りの間に着くと、位の違うふたりはそれぞれ別々の場所に腰を下ろした。

　これまでの六年間、ただの一日も欠かさなかった朝の祈り。ウルウの声も言葉も、ウェスタの巫女たちの復誦も、差し込む日の光さえも、なにもかもがすべてこの六年間と同じ朝の風景。ただひとつ、レアの心だけが昨日までとは違っていた。

　神官長のウルウは、口伝の語りを続けながら、ひとりひとりウェスタの巫女の顔をつぶさに観察する。ふと、レアの唇の動きが精彩を欠いているように思えた。レアが祈りに集中できないことなど、今までなかったことだ。この後に控える重要な任務に影響がなければいいが……と思いながら、ウルウは別の巫女へと視線を移した。

　そして祈りが終わった途端、レアは素早く扉へと向かう。まるで神の怒りを恐れて逃げ去るように。しかしそれはレアを呼ぶウルウの声に阻まれて、かなわなかった。

「レア、あなたに大事な話があります。このまま私と一緒にいらっしゃい」

『大事な話』という単語に、レアの大きくない体が全身で反応を示した。

　昨日まで、レアは巫女見習いだった。巫女見習いの間の規律違反は、単に巫女となる資質なしとして、ウェスタ神殿を追放されるだけで済む。しかし巫女となった後に規律違反が発覚すれば、巫女見習い以上に厳しい罰が科せられた。それは軽いものでは、食事を抜いて地ち下か牢ろうに入れられること、中程度では鞭むち打ちや水責めだった。

　そのどれもが、罰を与えられた後にウェスタ神殿を追放されるという点で同じだったが、ただひとつ神殿を追放されない罰があった。それは純潔の誓いを破った者に科せられるもので、死ぬまで磔はりつけにされるという、このウェスタ神殿の中で最も重く恐ろしい罰であった。

　レアは磔にされる自分を想像して身震いする。しかし、これ以上神を欺かなくていいのだと思うと、むしろほっとした。これでやっと楽になれる。王とて、神の前に嘘うそをつき通すことなどできはしまい。レアはこのとき初めて、自分の肩に力が入っていたことに気づいた。

　ウルウは神官長補佐のふたりに、それぞれ仕事の指示を与えると、レアを連れて歩き始める。向かう先は神官長たちの住まいとも食堂とも違う方向で、レアはどこへ行くのかわからないまま、黙ってウルウの後に続いた。

　やがてウルウは、王宮と神殿を繋つなぐ渡り廊下までやってくると、そのまま長い廊下を止まることなく進み続ける。

「あの、ウルウ様！　そちらは王宮でございます」

　頭脳明めい晰せきなウルウが間違いを犯すとは思えなかったが、レアは指摘せずにいられなかった。許可なく王宮に立ち入ることなど、ただの巫女であるレアには当然許されないことだ。てっきり、磔になることを宣告されるのだろうと予想していたので、ウルウの行動が今ひとつ理解できずにいる。

「王にお会いするのですから、王宮へ出向かなくてどうするのです？」

　ウルウの言葉をレアはやはり理解できなかった。磔にされるはずの自分が、王に会うことなどあろうはずがない。それとも、王自身が自分を処断するのだろうか。

　ウルウは一旦止めた足を再び前へと進める。彼女の歩き方は猫のようにしなやかで足音すらたてないので、レアはウルウが少し先に行ってしまってから、置いていかれたのに気づいて小走りになった。

（すごい!!　これが、王宮……）

　外からは飽きるほど眺めていたが、実際に中に入る日が来るなど、夢にも思っていなかった。太い柱に高い天井。広い廊下はどこまでも果てしなく続いているように思える。そこは質素な神殿とはまったく別の世界に足を踏み入れたかのように豪華で、渡り廊下で繋がっているとは信じ難いほどだ。

　出入口を警護していた男はウルウを見ると、「お待ちしておりました」と言って、後ろにいるレアを検分するようにじろりと見てから大きな扉を開いた。

　いったい、この部屋はなんなのだろう。慣れない場所に身の置きどころがなく、レアは小さくなってウルウの背に隠れる。

　中に入るとそこにはいくつもの家具が配置されており、そのひとつひとつが一見して高級品であることがわかる。部屋の中央まで進むと、とても香ばしいにおいが漂ってきて、レアは朝食を食べていないことを思い出した。

「よく来たな！」

　突然、部屋の奥から聞こえた声に、心臓が飛び出るかと思った。

　聞き間違えるはずがない。そのよく通る低い声は、ほんの二日前に初めて聞いて、自分の運命を握ってしまった人物のものだ。

「レアを連れてまいりました」

　マルスはふたりに座るよう促すと、うつむくレアを見て、おもちゃを与えられた子供のように嬉しそうに笑った。三人では食べきれそうもない大量の料理が、机の上に並べられていく。

「遠慮せずに食べよ」

　豪華な食事に目を白黒させているレアを見て、マルスは顔をほころばせた。しかしレアは、料理を前にしてもひと口も口をつけないばかりか、悲しそうな目をマルスに向ける。

「どうした？　なぜ手をつけようとしない？」

　マルスは単純に、昨日レアが創世記を語ったことをねぎらい、上級巫女になったことを祝ってやりたかっただけだった。それだけに、予測と大きくはずれたレアの態度に納得がいかない。

「料理が気に入らないのか」

　ぶっきらぼうに言葉を発するマルスの口元からは、完全に笑みが消えている。なにが気に入らないのか、彼には見当がつかなかった。

　レアが王族の禁域に入ったことにも目を瞑り、上級巫女となることも認めた。しかも、一般の貴族でさえもてなしたことのない自分の私室で、巫女の身分では一生目にすることのない珍味を用意させたのだ。マルスは心の中でひとりごちた。

　一方、レアはマルスの不興を買ったことに気づいていたが、やはりこの豪華な食事に手をつける気にはなれなかった。

「あの……」

　レアが口を開くと、幾分かマルスの表情が緩んだ。しかし次の瞬間、マルスの表情はますます硬くなる。

「マルス様。本日は私のような者を王宮に入れていただき、お食事の席にまで着かせていただいて、ありがとうございます。ですが、どうかお許しください。私はこの食事をいただくわけにはまいりません」

　レアはきっぱりと断りを述べると、そのまま椅子から下りて跪き、床に手をついた。そこに、ウルウが口を挟む。

「レア。王は昨日のあなたの素晴らしい暗誦の褒ほう美びとして、今日の朝食にお前を招いてくださったのですよ」

　ウルウは、食べることができないと言うのがレアらしいと思い、心の中だけで微笑む。彼女には、レアが次に発するであろう言葉もわかっていた。

　レアはウルウの言葉に、さらに身を低くして床に頭をこすりつける。

「わかっております。心から申し訳ないと思っております。ですが、やはりこの食事はいただけません」

　レアの様子に眉間のしわを深くして、マルスはじっとレアを見つめる。

「理由のいかんによっては、王であるこの私に対する不敬罪で処刑される可能性もあるぞ。心してわけを言え」

　飲み物を盆に載せて部屋に入ってきた侍女は、不穏な空気を感じ取って、そそくさとその場を離れた。

　侍女の足音が消えると、レアは慎重に言葉を選んで口にする。この場で首をはねられたとしても、それは仕方のないことだ。

「私は神官でも貴族でもありません。私には毎日一緒に汗を流し、苦楽をともにしてきた友人がおります。故郷には私を産み育ててくれた母がおります。しかし彼女たちは、どれだけ一生懸命に働いても食べることにすら苦労する毎日を送っております。この国のすべての者たちが等しく、ここに並ぶのと同じ食事をいただけるというのであれば、ありがたく食べさせていただきます」

　それは若い少女にありがちな、単なる感傷であるに違いなかった。すべての人間が同じように飢えずに済むなど、理想であっても現実には不可能だ。

　虚をつかれたようなマルスの顔を見て、ウルウはひとつの予感を持った。この若い王も変われるかもしれない、と。

　ウルウは、もしも王がレアを捕らえるつもりなら、自分が身を挺ていして庇うつもりでいた。

　マルスは才気にあふれた若者であったが、あまりにも世界を知らなかった。自分の国の民を顧みることもなく、伯お父じに政治を任せきりで遊び呆ほうけていた。

　一方その伯父は、民からしぼり取れるだけの税をしぼり取り、懐にしまうような男だった。自然と、権力を握った伯父に迎合する一部の貴族に富が集中し、貧しい者はますます貧しくなり、マルスが王に即位してからわずか四年の間に、ウェスタ国は明日の希望が見えない国になっていた。

　部屋の中だけが時の流れから隔離されたかのように、誰も身じろぎすらしなかった。

　マルスの精せい悍かんな顔は、両の目がぴたりと閉じられ、たくましい腕は胸の前でしっかりと組まれて、時が動き出すのを待っている。

　やがて、マルスの晴れた空を写し取ったような青い瞳が開かれると、ウルウは瞬時にレアを庇うようにマルスを見た。

「レア。お前の言いたいことはわかった。では、俺の言い分も聞いてくれるか？」

「は、はい！」

　てっきり、怒りに任せた言葉を浴びせられ、ひどい仕打ちを受けるのだろうと覚悟していたレア以上に、ウルウは細い瞳を目いっぱいに開いて驚く。彼女は床に這いつくばったままのレアをちらりと見下ろした。

　短気で知られるマルスが、すぐに怒鳴らなかっただけでも大したものだと思ったが、『聞け』ではなく、『聞いてくれるか』と言ったことに驚いた。マルスの落ち着いた瞳を見て、拳を握る。

　マルスは組んでいた腕をほどくと、肘を机につけて、レアを説得するように話し始める。

「お前は、王も民も等しく同じものを食べるべきだと、そう思うのか？」

　マルスの言葉に、はっとしてレアは顔を上げた。やはりマルスは自分の言葉に怒っているのだ。

　しかしマルスの穏やかな瞳と目が合った瞬間、どうやらそうではないらしいと気づいた。

「いいえ。そんなふうには思っておりません。王はウェスタ神の代理人で、この国と民を守る義務がございます。そして、民には王と国に仕える義務がございます。王と民が同じ食事をしていれば、人々は王をあがめなくなるでしょう。ですから、王と民の食事は異なるべきだと思います」

「では、今ここで、もし俺が粗末な食事をお前と一緒に食べたらどうなると思う？」

「え？　王が、粗末な食事を、ですか？」

　レアにはマルスの言いたいことがさっぱりわからず、彼の質問を繰り返した。

「俺はお前をもてなしたい。だが、お前は食べられないと言う。それは、自分ひとりが格別の待遇を受けるのが不公平だからであろう？」

「はい。そうでございます」

　レアの真意をマルスは正確に理解していた。

「では今ここに、巫女たちと同じ食事を運ばせて、俺が一緒に食べればどうなるか」

　マルスのつけた道筋が、レアにはだんだんくっきりと浮かんで見えてきた。

「王が粗末なものを召し上がれば、民はさらに粗末なものを食べなければならなくなります」

「その通りだ。俺は一見贅ぜい沢たくを尽くしている。だがそれは、民のために王に必要なことだと俺は思っている。王が倹約をすれば、貴族も倹約しなくてはならない。貴族が倹約すれば、民はさらに倹約をしなくてはならない」

　まっすぐな瞳でマルスを見据えるレアの瞳は、先ほどまでのかげりが嘘のように消えていた。

「どうだろう、レア。今日は、俺がお前をもてなしたい気持ちに免じて、この食事を食べてくれないか？」

　レアがウルウに視線をやると、ウルウはなにも言わずにこくりと頷うなずいた。

「わかりました。ありがたく頂戴いたします」

　レアはもう一度頭を床に伏せた後、椅子に座る。マルスはレアが導き出した答えに満足すると、口の端を吊り上げて、にやりと笑った。

「おいしいです」と言って食事をするレアの笑顔を見て、マルスの鼓動は高まった。一瞬、その理由に答えを出しかけたが、レアが自分と釣り合う身分ではないことを理由に、その答えを否定した。




　そして食事が終わると侍女が入ってきて、ウルウに神官長補佐からの連絡を伝えた。

「申し訳ありませんが、神殿の方で少しばかり問題が発生したようです。私でなくては解決しないようですので」

　そう言ってウルウが席を立った。レアも慌てて立ち上がると、マルスがそれを遮る。

「レア、お前には話がある。もう少しここにいろ」

「え？　ですが……」

「大事な話だ。そうだろう？　ウルウ」

　ウルウはその話をするためにここを訪れていたので、マルスの申し出を了承した。

「レア。王のお話を聞いて、どうするか考えなさい。私には異存はありません」

　ウルウはそう言うと、一礼して部屋を去っていった。マルスは彼女の背中を見ながらほくそ笑む。

　レアに大事な話があるのは本当のことだったが、ウルウがいないのは好都合だった。マルスにとって重要なのは、レアと直接話をすることで、大事な話というのは口実でしかなかった。

　ウルウがいなくなった途端、マルスは水を得た魚のように口角を上げた。きらきらした瞳に見つめられて、レアの心臓は途端にどくんと跳ねる。無言のまま見つめ合うのに耐えきれなくなり、いっそこの機会にはっきりさせてしまおうと思って、先に口を開く。

「あの、なぜ私を磔になさらないのですか？」

「磔？　どうしてそんなことをする必要がある？」

　マルスは、さも不思議なことを言うとでもいったふうに、さらりと答えた。

「なぜって！　私は、あの夜あなたと……」

　その先の言葉を告げる前に、レアの顔はみるみる真っ赤に染まっていく。

「あなたと……なんだ？」

　その先の言葉をわかっていながら、マルスはあえてレアに言わせようと疑問形で言葉を返した。レアは返事ができずに、碧の瞳を潤ませたままうつむいてしまった。マルスはレアの百面相のようにくるくると変わる表情を、明らかに楽しんでいるようだった。

　微笑みながらレアに近づき、隣の椅子に腰かけると、彼女の顎あごを持ち上げて自分の方を向かせる。

「返事はないのか？　俺と、どうかしたのか？」

　わざと艶やかな声で言葉を紡ぐと、レアの瞳がますます潤んで、今にも涙があふれそうになった。マルスはくすりと笑うと、レアの目尻にそっと口づける。

　レアは自分がなにをされているのか気づくのに少しの時間を要したが、されたことがわかると、マルスの胸を力いっぱい押して体を離した。

「なにをなさるのです!!」

　一度ならず二度までも。しかも、今度は誓いを立て、巫女になったばかりだというのに。

　レアの瞳からひと筋の光がこぼれて頬を濡らした。しかしマルスには、レアの涙の理由がわからなかった。

「なにって、涙を拭ぬぐってやっただけだが」

　そんなにも嫌われているのかと思うと、マルスの胸がちくりと痛む。

「拭った……って。く、口づけを。私、私は……巫女の誓いを、純潔の誓いを立てたのに……」

　レアは怖さと恥ずかしさで、小さな声しか出せなかった。

　やはりもっと早くに自分の罪を告白すべきだったと、今さらながら、レアの心に後悔が募った。

　マルスはレアの言葉で、彼女がなにに苦しんでいるのかようやく理解する。

　彼がレアの苦しみに気づかないのも無理はなかった。神官を含むすべてのウェスタの巫女は、確かに『純潔の誓い』を立てる。しかし、それは表面上のものでしかない。

　特に、貴族の娘で構成される神官に至っては、誓いなどあってないようなもの。神官の職に就いている間に身ごもり、病気になったなどの建て前で取り繕って、神殿を去る者さえいた。

　見つかって公になれば、もちろん厳しい罰が下される。だがそれはあくまで『見つかる』というのが前提だ。女だけの完全な縦社会で、自分より上位の者の秘密は当然のように隠すことになる。自分より下位の者の秘密なら暴いてもよさそうなものだが、責任者も追及されるうえ、今度は自分が標的になると困るので、やはり内密にするのが普通だった。

　かくして、純潔の誓いを破ったことで処罰されるのは、あくまでごく一部の者の話。たいていはウェスタの巫女同士の勢力争いで、相手を追い落としたいときなどに、密告という手段で明らかにされることが多い。しかもそれらの大部分は政治的な意味合いを含んでおり、それ以外の男女の睦むつ事じは、見て見ぬふりをするのが神殿での常識であった。

　王である自分にさえ色目を使ってくる大勢の神官たちを見てきたマルスには、レアの純真さが大きな存在感を持って映った。マルスはなんとかして、レアの心の重しを下ろしてやりたかった。

　規律違反など、ウェスタの巫女の誰もがしていることだ。そう言うことは簡単だったが、果たしてそれでレアが納得するのだろうかと訝いぶかる。なにより、レアの純真さに心惹ひかれたマルスは、その無む垢くな心に傷をつけたくはなかった。

　考えた挙句、ついにレアを傷つけないで済む方法を思いつく。その薄っぺらな考えを、後になって死ぬほど悔やむ日が来るなどと、このときのマルスには思いも寄らなかった。

「レア。お前は誰に仕える巫女だ？」

　マルスは自信に満ちあふれた瞳で、レアの瞳を見つめる。涙を拭いながら、レアははっきりと答える。

「私は、ウェスタ神に仕える巫女でございます」

　その通りだ、とマルスは自分の予想通りのレアの返事に微笑んだ。

「お前は神に仕える者。つまり、神の妻だ。そうだろう？」

　レアは、こくんと頷く。

「だから悩む必要などない。この俺はウェスタの王。王は神の子であり代理人。つまりは神の化身だ。その俺と巫女であるお前が契りを交わしたところで、それは咎められるどころか、むしろ当然の話だ」

　マルスは、レアの瞳にかすかに光が灯ったような気がした。王が神の子であるというのはウェスタ創世記に出てくる語りで、初代の王シルウィクは神官長のシルウィアと神との間にできた子供とされていた。

　レアの瞳に浮かんだわずかな戸惑いの色を消し去るかのように、彼女の体を抱き寄せると、そのまま貪むさぼるようにレアの唇を奪う。

（……ああ、またこの感覚だわ）

　レアは体の底からほとばしる熱い感情がなんなのかわからずに、ただマルスに体を預けて目を閉じた。

　マルスの情熱的な口づけに翻弄されたまま、長い時間が過ぎると、ようやく満足したマルスがゆっくりと唇を引く。

「お前は今日から神の妻。この俺の妻だ。いいな」

　マルスの問いかけに、レアは反射的に頷いた。










祭祀王として




　それから数ヵ月間、レアは他の新人巫女たちと同様に、新しい勉強を教わりながら活気あふれる毎日を過ごしていた。朝は畑仕事から徐々に薬草集めへと変わり、それが終わると上級巫女が行う患者の診察を手伝って、皆が寝静まる頃になっても、ひとりウルウに呼び出されて新しい知識を詰め込まれていた。

　レアは学ぶことが嫌いではなかった。特に病気の治療には強い興味を持った。それは幼い頃、母と山へ薬草を採りに行っては、街で売って生活の足しにしていたからかもしれない。ときどき、知っている薬草を見つけると、母に会えたような気がして心が弾んだ。




　黒雲が我が物顔で空を占領し、月明かりのない暗い静かな回廊を、手燭を持ったふたりの少女がそろそろと歩んでいた。

「この火が絶えると大変なことになるから、充分に気をつけてね」

　背の高い少女が、あどけなさを残すもうひとりの少女に注意を促しながら、丁寧に炬火を交換する。

「まだまだあるから、大変だけれど頑張りましょう」

　幼い少女は眠い目をこすりながら、「はい」と頷く。ふたりは次の炬火を交換するためにぐるりと廊下を回ると、人影を見つけて悲鳴を上げた。

「だ、誰です！　どうやってここに入ったのですか！」

　ときどき、純潔である巫女を狙って、夜の神殿に忍び込もうとするやからがいるとは聞いている。まさか自分が夜回りのときに当たるなんて、と少女は自分の不運を呪った。隣にいるのは、夜回り当番は今日が初めてという小さな子供だ。震えているばかりでなんの役にも立ちそうにない。せめて賊の顔を見てやろうと、手燭を人影の方へと差し出した。うっすらと照らされた先にいた影は、巫女の服装をしているように見える。

「ごめんなさいね。驚かせて」

　その声は間違いなく女性の声で、夜回りをしていたふたりの少女は、ほっと胸を撫で下ろした。

「夜回り当番、ご苦労様。私は巫女のレアといいます」

「え？　レア様って、神が憑ひょう依いされて創世記をすらすらと語られたという、あの上級巫女のレア様ですか？」

　今まで震えていた幼い少女が、目を輝かせてレアを眺める。あの日以来、神殿ではレアの噂うわさが広まり、入ったばかりの巫女見習いまでもがレアのことを知るようになっていた。

「神が降りてこられたわけではないわ。努力すればあなたにもできるわよ」

　レアは自分に羨望のまなざしを向ける幼い少女を見ながら、尾ひれのついた自分の噂に思わず苦笑した。

「本当ですか？　私も頑張れば、レア様のように創世記を暗誦できますか？」

「マリカ！　いい加減にしなさい。レア様に失礼ですよ！　申し訳ありません、レア様。この子は先週ここに来たので、まだなにも知らないのです」

　マリカと呼ばれた少女は、先輩の巫女見習いに叱しかられ、しゅんと肩をすぼめた。

　自分もここに来たばかりの頃は、右も左もわからず苦労したものだ。レアは、夜になるとひとりで泣きながら眠りについた昔の自分を、懐かしく思った。

「あの、レア様はいったい、こんな夜遅くになにをなさっているのですか？」

　先輩の巫女見習いの少女が遠慮がちに問うと、レアはにっこりと笑う。

「薬草の勉強よ。いつもは月明かりで勉強するのだけれど、今日は暗くて。炬火の下でなら勉強できるかと思って」

　レアがさげた籠にはたくさんの薬草が入っており、彼女はそれを床に並べると「もう少しここにいさせてね」と言って廊下に座り込んだ。ふたりの少女はぺこりとお辞儀をすると、次の炬火を交換するために廊下を進んでいく。マリカは何度もレアを振り返っていたが、やがて姿が見えなくなった。

　ふたりの巫女見習いがいなくなった廊下は、一気に温度が下がった気がする。レアは目の前に並べた薬草に意識を集中した。

（こっちがサフランで、こっちがセンブリ。効能は……）

　毎日新しい薬草を部屋へ持ち帰っては、手で触ったりにおいを嗅いだりして必死に覚える。本来、上級巫女である彼女の仕事は施薬であるが、下級、中級を通り越したレアにはまだ知識も技術も不足しており、それは『知らない』で済まされることではなかった。

　つらいことも多かったが、早く施薬できるようになりたくて、寝食も忘れて必死に勉強していた。それはもちろん、勉強して早く一人前になりたいという向上心によって支えられていたが、レアにとっては、くたくたに疲れている間は、マルスのことを思い出さなくて済むという利点もあった。

（夜回りか）

　ふと、先ほどのマリカと呼ばれた少女のことが頭に浮かぶ。巫女見習いとしてたった一週間しか経っていないというのに、あの前向きな姿勢はどうだろう。後ろ向きになりがちな自分にはない明るさをマリカに感じて、レアはうらやましく思った。




（今日はここまでにしておこう）

　ひと通り薬草の復習を終えると、籠に植物をしまい始めた。たくさんの枝や葉から、さまざまなにおいがする。その中に白い花をつけた薬草があり、思わず手を止めた。

　この数ヵ月、思い出さないようにしていたマルスの顔が一瞬で頭の中に描かれ、彼への想いを打ち消すようにぎゅっと目を閉じる。

（なにを考えているの！　今は、立派な上級巫女になることだけを考えなくては）

　マルスに自分が神の妻だと言い含められてから、レアはなるべくそのことを考えないようにしてきた。王が神の代理人であることは明白だが、だからといってマルスと口づけても構わないというのは、なにか違う気がした。

　だが、マルスの行為を頭から否定すれば、それは彼の言う通り、王が神の代理人であることを否定してしまうような気もする。

　矛盾した考えは、いくら頑張っても堂々巡りにしかならず、レアは悩むよりも、今自分が人のためにできることを考えようと思ったのだった。




　翌朝、神殿の食堂では大事件が起きていた。

「おや、食事はもう始まっているのか」

　神殿では聞くはずのない男性の声に、皆が一斉に振り返る。出入口に立っていたのは、マルスだった。

「今は朝の食事の時間です。いらっしゃるとは聞いておりませんが」

　ウルウは王を相手にひるむことなく、暗に迷惑だという口のきき方をした。

「悪いが、急に食事がしたくなってな。俺も一緒に交ぜてくれ」

　マルスはちっとも悪びれずに、大股で食堂に入ると、レアの隣に腰を下ろした。彼の整った顔が、一分の隙もないほど完璧な微笑を見せると、年かさの神官たちまでも「ほうっ」とため息を漏らす。

「マルス様。ここにはあなた様が召し上がるような食事はございませんよ」

　ウルウの言う通り、食卓には朝に収穫した野菜が並んでいるくらいで、一国の王の口に合うようなものはない。

「なにを言う。ここに立派な食事があるではないか。巫女の食事が！」

　マルスは目の前にある粗末な食事を指差した。その言葉の真意を理解したのは、ウルウとレアのふたりだけだ。

（以前、私を王の食事でもてなしたように、今度は私に巫女の食事でもてなせとおっしゃっているのだわ）

　ウルウが口を開きかけたとき、奥の机から、金色の髪をしたひとりの美しい少女が立ち上がる。

「マルス王、お食事ならこちらへどうぞ。奴隷上がりと同じ食事では、王の御身が穢れましょう」

　マルスはその少女の言葉に眉をひそめた。服装から上級神官だとわかる。

「黙れ！　お前は大事な役目を果たす巫女を奴隷呼ばわりするつもりか！」

「そ、そんなつもりでは」

　少女はマルスの逆げき鱗りんに触れ、先ほどまでの自信たっぷりの態度は一瞬にして鳴りをひそめた。マルスは机の上に並べられた食事をぐるりと見回し、少女の前に並べられた料理に目を留める。

「どういうことだ？　なぜお前のところには、そんなに豪華な食事が並んでいる？」

　マルスの鷹たかのように鋭い目が、少女をぎろりと睨みつけた。

　同じものが並んでいる巫女の食事と違い、神官には別々の料理が並べられている。特にこの少女の周りはいっそう豪華で、王族の食事と言っても過言ではなかった。

「わ、私は、上級神官のシギネアでございます。私の父は、マルス様の伯父に当たるアニウス宰相でございます」

「それがどうした？　俺は、お前の食事が皆と違う理由を聞いているのだ！」

　シギネアの言葉が、さも意味のないものだと言わんばかりにマルスは語気を強めた。

「つ、つまり、私はマルス様のいとこでございます。王族に近い私が、巫女と同じ食事をとるなどと……」

「もういい！　言い訳などいらぬ。ウェスタの巫女として、他の者と同じ食事ができぬと言うなら、即刻神官の職を辞すがいい！」

　想像以上のマルスの剣幕に、シギネア以外の神官たちも一様に青ざめた。レアは我慢できなくなって、隣にいるマルスに向き直る。

「マルス様。神官様のお食事は、すべて身内の方のお心配りです」

「身内の？」

　マルスはレアの言葉の先に続くものにより、自分が非難される予感がして、眉間にしわを寄せた。

「神官様は貴族の出身です。貴族ならば何不自由なく暮らせるのに、皆が神官となり、人々のためにお務めに耐えておられるのです。そんな子供に、親がせめて食事くらい差し入れたとしても、それは責められることでしょうか？　私たちにとって食事は楽しみの時間なのです」

　淡々と語る口調に、その場の誰もが耳を傾ける。それは、あの創世記を語ったときと同じように、自然に人の心に染み入る力を秘めていた。

　マルスは言葉を失う。自分の配慮が足りなかったことが一瞬で理解できた。

「マルス様、申し訳ございませんでした。食事の差し入れを認めたのは、私の不手際でございます。どうぞお許しください」

　ウルウの言葉に助けられ、とりあえず場は落ち着きを取り戻す。

「いや、俺の方こそ騒がせた。改めて馳ち走そうになろう」

　ウルウの指示でマルスに巫女と同じ食事が用意されると、少し遅れて朝の食事が始まった。

　ウェスタの巫女が唱える純潔とは名ばかりで、娼しょう婦ふとなんら変わらないと思っていたマルスは、自分を恐れず意見するレアにますます惹かれていた。自分の隣で静かに食事をする彼女の横顔を、熱い瞳で見つめる。

　しかし、目の前に出された食事を口にして、再び眉間にしわを寄せた。巫女の食事は腹を満たすだけの目的しか果たさないほどの内容で、マルスのように若くて健康な男には、その目的すら達成されないような代物だった。味に至っては論外だ。

　慣れない食事が喉を通らず苦戦しながら、自分が今まで何度となく立ち入り、すべてを知っているつもりだったこの神殿の、ほんのうわべだけしか理解していなかった自分を恥じる。同時に、こんなにも近くにあるもののことさえ理解しきれていないということは、他の多くのことについても同様なのだろうと思った。

　マルスは政まつりごとに関心はなかった。政に、というより、この世のすべてのものに関心がなかったのだ。死ぬ理由がないから仕方なく生きている……そんな感じだった。

　周囲にいる人間は皆、『マルス様は完璧な王です』と似たり寄ったりの言葉を繰り返す。そのうち考えるのにも飽きてきて、ただ適当に毎日を過ごしていた。

　政はすべて伯父であるアニウスに任せきりで、彼はアニウスが決めたことにただ頷いていればよかった。アニウスの言葉は相談ではなく報告であったが、それはマルスにとって、今日の朝食のデザートがオレンジかりんごかということくらいどうでもいいことだった。

「マルス様」と話しかけられて、彼は自分の手が止まっていることに気づく。

　レアは、マルスに振る舞われて初めて食べた、舌がとろけそうな食事を思い出しながら、やはり彼が自分と同じものを食べる気がしないのだろうと思った。

「そろそろ政務の始まるお時間なのではありませんか？」

　マルスが恥をかかないよう声をかけた。

「いや。まだ食べ終わっていない」

　レアの真意が伝わって、マルスは食べないままでは終われなかった。

　ひと口ひと口噛みしめるようにゆっくりと味わい、最後のひとかけらを口に放り込んだ。そんなマルスの様子を見て、ウルウはひとり微笑み、少し離れたところに立っているマルスの護衛兵は口をあんぐりと開いた。彼はいかつい顔に似合わぬほどに両目を真ん丸にして、王の姿を穴があくほど眺めていた。




　その日は一日中雨が降り、ついに太陽が顔を見せることはなかった。レアは昨夜と同じように薬草を携えて、炎の下で勉強に励んでいた。

　すると、急に手元を影が覆い、巫女見習いが夜回りに来たのだと思って笑顔で顔を上げる。しかし次の瞬間、予想もしなかった人物の登場に、レアの手から薬草がひと葉、するりとこぼれ落ちた。

「マルス様……」

「こんなところでなにをしている？」

「これは、薬草の勉強を。マルス様こそなぜ、こんなところへ？」

　マルスはその問いには答えず、微笑を浮かべてレアのすぐ脇に腰を下ろす。

「今年の祭祀王はお前だと言っただろう？　そちらの勉強を優先しなくていいのか？」

　息がかかるくらいの近さで、レアの顔を覗き込んだ。

「そ、それは、ウルウ様に見ていただいております。祭祀王に関しての勉強は暗闇でもできるので、これが終わってから部屋で復習いたします」

　レアはマルスの息遣いが聞こえて胸がどきりと跳ね、思わず顔を背けた。

　祭祀王――それは年に一度、ウェスタ神殿で豊穣を祈って行われる例祭において、神に祈りの言葉と舞を捧ささげる巫女のことで、新人巫女、あるいは新人神官の中からたったひとりが選ばれる名誉ある役目であった。去年の祭祀王はシギネアであり、今年の祭祀王は当然のようにレアが選ばれた。レアは毎日、ウルウにその特別な祝詞と舞を教わっている。

　以前ウルウに『大事な話がある』と言われて王宮に連れていかれ、マルスに食事を食事を振る舞われた席で、レアは自分が正式に祭祀王に決まったことをマルスから告げられていたのだった。

「お前の舞は、さぞや美しいのだろうな。この黒髪が映えて」

　マルスはレアの長い黒髪を、耳元から肩の後ろへとそっと梳すいた。その拍子に、マルスの指が首筋に触れて、レアは背中に痺れるような感覚を覚えた。

「あ、あの。王宮へ戻らないと、皆が心配いたします。あの護衛の方はどうなさったのですか？」

　今朝、食堂で自分のことを恐ろしい顔で睨んでいた、頬に傷のある兵士のことだ。マルスに会えたことが嬉しいのに、目を合わせることができず、自分でもわけのわからないこの不思議な感覚を彼に気づかれたくなくて、とっさに話を逸らした。

　しかし護衛兵の話をした途端、マルスはこの世で最もつまらない話でも聞いたかのように唇を尖らせる。

「ホーエンのことか。あいつは無口でつまらん男だ。俺の後をどこまでもぴったりくっついてきて、まったく、うっとうしい！」

「でも、王をお守りするのがお役目でしょう？」

「ふん。あんな無愛想な男はどうでもいい。俺の周りには、本当にくだらない人間しかいない。俺に媚こびを売り、なんとか取り入ろうとする者か、そうでなくば俺を恐れ、俺の目を見ることもできず、ただ頷くだけの者か。ホーエンはどちらでもないからそばに置いているが、なにを考えているのかちっともわからん。いつも無表情だしな」

　マルスの不機嫌な横顔を見て、レアは彼があまり幸せではないのかもしれないと思った。王様というのも、存外大変な仕事なのかもしれない。この国で最も裕福で権力を持っているはずのマルスが、ひどく孤独に見えた。マルスの心に沿ってやれる者が、彼の近くにはいないのだろうか。

「マルス様。身近にいる人というのは、自分を映す鏡でございます」

　突然のレアの言葉に、マルスは目を瞬しばたたかせた。炬火が燃えて短くなったのか、ガクンと折れる音と同時に、火花が激しくまき散らされて、ほんの一瞬周囲を赤々と照らす。マルスはレアの言葉を咀そ嚼しゃくして意味を理解すると、眉間に深いしわを刻む。

「俺の周りにくだらない者しかいないのは、この俺がくだらない人間だからだと、そう言いたいのか？」

　これが同じ人間の発する声なのかと疑いたくなるくらい、先ほどとは打って変わって、地を這はうような低い声を出した。

　レアはなにも言わず、ただマルスを見つめる。その深い碧の瞳は今にも涙があふれそうでいて、しかし決してそうはならないのだという強い意志を感じさせる。レアに見つめられて、マルスはなぜだか怒りが収まるのを不思議な気持ちで感じていた。

　今までのマルスならば、自分の機嫌を損ねた者など、その場で手ひどく扱ってきた。だが身分の低いこの少女にだけは、どういうわけか手を下す気になれない。レアの瞳に見つめられると、いつでもマルスは冷静さを取り戻すのだ。まるでレアの瞳に怒りが吸収されていくように。

　レアはマルスに侮辱罪で捕らえられるかもしれないと思いながら、言葉を発していた。過去にも彼に意見したことはあったが、それらは直接マルスを非難するものではなかった。だが今回は、あからさまに彼自身を否定する発言をしたのだ。当然、烈火のようなマルスの怒りが自分を焼き尽くすだろう。

　そう思いながらも一方では、自分の話に耳を傾けてくれるのではないかという考えもあった。

「どうすればいい？」

　王が発したひとことに、レアは胸に熱いものが込み上げてきて、とっさに言葉を返せなかった。

（どうすれば、周りに尊敬できる人間が集まってくるのか。媚びへつらわず、怯えることもない、自分と対等に話し合える人間が）

「マルス様、人の話に耳を傾けてください。今、私の話を聞いてくださったように。そうすれば、自然に素晴らしい方々が山のように集まります」

「なぜ泣く？　俺はお前を怒鳴ってなどいないぞ。罰するつもりもない」

　マルスには突然涙をこぼすレアの気持ちがわからない。レアは潤んだ瞳でマルスを見上げ、震える唇で言葉を紡ぐ。

「私、私は、嬉しいのです。王が私の言葉を受け入れてくださったことが」

　巫女である自分が王を侮辱するなど、まさに神に逆らう行為だと感じていた。しかしマルスはそれを許してくれたばかりか、自分の言葉に耳を傾けてくれている。

「レア」

　マルスは一気に湧き出た激情を抑えきれず、力ずくでレアを抱き寄せた。

「あっ」と短い声が上がり、レアは床に座ったまま、その身をマルスに預けることとなった。彼の胸に顔をうずめるような格好になり、抵抗せずに身を委ねる。

　しばらくそうしていると、マルスの大きな掌てのひらがレアの頬を優しく捕らえて、そっと上を向かせる。至近距離で見つめ合うと、熱を帯びたマルスの瞳が降ってきて、レアは自然にまぶたを閉じた。

　またひとつ炬火が折れて、火花が弾け飛んだ。その向こうから、小さなふたつの瞳が瞬まばたきもせずにこちらを見ていることに、レアはもちろんマルスが気づくこともなかった。




　年に一度の例祭――クリナリア祭月になると、ウェスタ国の王宮周囲の街々では、一気に人口が三倍に膨れ上がる。この例祭はウェスタ国を挙げての豊穣を祈る祭りで、いくつかある祭祀の中で最も重要とされるものだ。そのため国中の信仰心の厚い者は、クリナリア祭で祈りを捧げるために、何ヵ月も旅をしてこのウェスタ神殿を訪れる。

　もちろん各地では、クリナリア祭に合わせてさまざまな催しが行われるが、ウェスタ神殿を訪れる者の最大の楽しみといえば、ウェスタの巫女が神に捧げる祝詞と舞であった。

『今年の祭祀王は、上級巫女のレア様だそうだぞ』

『ああ。なんでも、神に愛されたすさまじい力をお持ちの方らしいな』

　レアの噂は風のように国中を駆け抜け、そのたびに神格化された噂の尾ひれが上積みされていった。どこかレアによく似た面差しをした、黒髪の若い男がその噂を耳にしたのは、ちょうどウェスタ神殿を目指す旅の途中であった。




　今にも雨粒が落ちてきそうな曇天が、神殿だけでなくウェスタ国全体を覆っていたその日。それらの雲をはらうかのような人々の熱気のうねりが、国中を駆け巡っていた。ウェスタ神殿からは王宮の門をくぐって敷地の外へ出るが、その門の外にある広場には、この日のために半円状の立派な舞台が設けられている。

　この舞台はウェスタ神に舞を奉納するために毎年新しく造られるもので、舞台に上がる者は前日の夜から食事を抜き、当日の明け方に禊みそぎをすることが決められていた。禊をした後は、舞台に出るまで巫女以外との接触は禁じられ、祭祀王に至っては籠殿と呼ばれる控えの間にこもることになっている。

　レアはすべての支度を整えると、籠殿の中でひとり瞑めい目もくし、思いを巡らせていた。指の震えを止めようと掌をきつく握りしめると、ますます震えが増した気がする。

　自分にこんな役目が務まるのか。今すぐ逃げてしまいたい。サラや他の仲間たちに会いたくて仕方がなかった。

　巫女に任命されて以来、皆忙しくてなかなかゆっくり話すことができなくなっていた。特に、上級巫女になったレアは、他の仲間と触れ合う時間が格段に減ってしまい、話はおろか顔を合わせることすら少なくなっていたのだ。今さらながら、悩みを相談できる友のありがたみをひしひしと感じていた。

　すると突然風が通り抜け、レアの体温をふわりと奪っていく。人の気配を感じて、レアはそれが自分を呼びに来たウルウなのだろうとわかってはいたが、サラならばいいのにとほんの少し期待した。他の巫女たちも、今日は他人に関われないほど忙しいのは百も承知だったが。

　しかし現れたのは、そのどちらでもなかった。

（……まさか！）

　驚いて心の中で絶叫した。

（まさか、王が来るなんて！）

　この籠殿は男子禁制で、女性でも禊を済ませた巫女しか入ることは許されない。レアは昨日の夜から絶食し、すでに禊を済ませてあったが、巫女以外と接触したとなれば禊をやり直さなくてはならなくなる。

　舞を踊る時刻は刻一刻と迫っており、もう一度禊をし直す時間などない。こちらへ近づこうとするマルスに向かって、怯えた瞳で訴える。

「それ以上、近づかないでください！」

　レアの言葉に、マルスの足はぴたりと床に吸いついた。

「あの、どのようなご用ですか？」

　レアの言葉にマルスはほんの少し瞳を揺らしたが、それ以上に動揺しているレアにはわからなかった。無言のまま立ち尽くすマルスに、レアは二度呼びかける。

「王？　マルス様？」

　レアの声でマルスは我に返ると、自嘲の笑みを浮かべた。

　なぜここへ来てしまったのか。マルスには自分で自分の気持ちがわからなかった。あとほんの少し待てば、一番の特等席でレアの声と仕草に酔いしれることができる。それなのになぜ、そのほんのひとときが待てないのか。

「震えているな」

　レアがかすかに震えているのを見て、さらに一歩距離を詰めた。レアの頬に手をやろうとすると、彼女が息を詰めて目を瞑ったのがわかる。マルスは指先を伸ばせばレアに届く位置で自分の手を止めると、寂しそうに微笑んだ。

「祭祀王としての役目を立派に果たせよ。お前ならできる」

　レアの望む言葉をそのまま発すると、レアの澄んだ瞳に自分の顔が映った。

「はい。ご期待に沿えるよう、努力いたします」

　マルスに会った途端、レアの震えは収まった。禊を済ませた自分に触れられるのを恐れてマルスの手を拒否したものの、同時に、触れられなかったのがひどく残念で、マルスと離れ難い気がしていた。

　レアの瞳は心なしか憂いを帯びた色をしていたが、マルスは、それは自分の欲望が見せる幻だろうと思った。

　籠殿にまで押しかける自分の行動を顧みて、思わず嘆息する。湧き上がるレアへの気持ちを律することができず、マルスは籠殿を出て頭を抱えた。




　太陽が雲間から姿を見せないまま、クリナリア祭は開始の刻限を迎えた。すでに街全体が盛り上がりを見せていたが、真の例祭の開始は夕刻、太陽が沈んでからだ。

　ウェスタ神殿では火を祀まつる信仰が行われているため、クリナリア祭では多くの炎が使われる。雨が降らなかったことを一番安堵したのは、この例祭の責任者である神官長のウルウだった。

「我がウェスタ国の神の代理人、国王マルス・シルウィクの名において、クリナリア祭の開始を宣言する!!」

　マルスが天に向かって高らかに告げると、広場に集まった民衆からは歓声と拍手が沸き起こった。炬火を手にした神官たちが、神殿の前に造られた舞台の上に現れると、天を突き破るほどに響いていた民衆の声が一瞬にして真っ暗な夜空に吸い込まれ、熱気に包まれた静寂が訪れる。

『火入れ式』と呼ばれる儀式の始まりは、あちらこちらに灯されている炎を消すことから始まる。広場に灯されたすべての炎が順番に消され、最後の炬火の炎が消されると、辺り一面が暗闇と化した。

　月の見えない曇った夜では、炎がなければ一寸先も見ることができない。やがて、人々が暗闇に怯えを感じ始める頃、舞台の真後ろに見えるウェスタ神殿の最も高い塔の上で、ひとつの小さな炎がウルウの手によって灯された。

　人々はその炎を見て、ほっと息をつく。それは古来より巫女見習いが夜回りをして、絶やしたことのない炎だ。クリナリア祭では、この炎が神から与えられた最初の炎とされ、神聖なものとしてあがめられる。

　舞台の裾を取り囲むように、神官や巫女たちが決められた配置について出番を待っていた。皆、緊張と興奮で表情をこわばらせている。

　ウルウによって灯された最初の炬火は、王宮の門を通って広場に運ばれ、今度は消された順番に灯されていく。ひとつ、またひとつと炬火の炎が増すにつれて、広場は昼間のような明るさを取り戻す。最後に舞台の中央の最も高い場所にある炬火が灯されると、人々が一斉に歓声を上げた。しばらくして、再び静寂が辺りを支配する。

　広場に集まった民衆は、固唾を飲んで舞台を見つめていた。祭祀王が登場するはずの舞台を。

　その舞台の袖では、皆の期待を一心に背負ったレアが深呼吸をしていた。レアは神のために美しい化粧を施し、頭にはすっぽりと布をかぶっていた。その布は金糸で縫い取りがされ、額にはさまざまな大きさの水晶が三本の鎖にぶら下がって揺れている。それは暗闇の中で、神秘的とも、妖しげとも言えるような不思議な輝きを発していた。

『祭祀王としての役目を立派に果たせよ。お前ならできる』

　マルスの言葉がレアの頭の中で何度もこだまする。その言葉に安堵した自分と、それ以上のなにかを期待していた自分。それは非常に矛盾した感情のように思えて、レアの胸中は混こん沌とんとしていた。

（いけない。今は、祭祀王として果たすべき役目に集中しなくては）

　目を閉じて大きく息を吸うと、そのまま息の続く限りゆっくりとそれを吐き出した。まぶたを開けたレアの瞳には、すでに迷いはなく、強い意志を持った輝きを乗せて、舞台へと滑り出すように足を踏み出す。

　レアの舞は天への奉納に相応ふさわしい、美しいものだった。『ライア』と呼ばれる亀の甲羅に弦を張った楽器が美しい音を奏でると、それに合わせて彼女の体は柳のように揺れながら、その長い手足が美しい曲線を描いて天を仰ぐ。レアの手と足には『ファウ』という薄い石を何枚も連ねた装飾品がつけられており、彼女の動きに合わせてシャラン、シャランと鈴のような音を出した。

　布地で体全体を覆っているので、しなやかな手の指と裸の足だけが見えている。それにもかかわらず動きは妖よう艶えんで、ときどき見え隠れする長い黒髪と潤んだ碧の瞳は、色気すら感じさせた。

　人々は息をするのも忘れ、食い入るようにレアを眺めていた。その中で最も熱い視線を送っているのは、舞台に一番近い場所にいるマルスであった。ごくりと唾を飲み込む音がやけに大きく響いて、彼はどきりとした。

　清せい麗れい艶えん美びなレアの姿を、自分以外の人間が間近で見ているのかと思うと、ここにいるすべての人間に嫉妬を覚える。このままレアを自分という鎖に繋いで、一生誰にも会わせたくない……そんな欲望が浮かんできて、慌てて首を横に振った。

　そしてマルスと同じように、熱い瞳で舞台を眺めるもうひとりの若い男がいた。男は長旅で疲れていたが、どうしても祭祀王の姿をひと目見たかった。

　マルスと違い、民衆の中に紛れて遠くから舞台を眺めるその男からは、レアの姿は豆粒のように小さくて、とても顔まで確認できない。すでに六年も会っていない男からすれば、目の前で彼女を見たとしても、それが自分の知るレアだとはっきりと断言する自信はなかった。最後に会ったのはレアが十歳のときで、それからの六年といえば、顔も体もすっかり変化してしまっているだろう。

　男はなんとかして舞台に近づこうと、人ごみをかき分けて前へと進んでいく。

　レアの後方や舞台の脇では、彼女の舞に合わせて大勢の神官や巫女たちが踊っている。空はますます黒雲に覆われていたが、舞台はいよいよ佳境に入り、レアの祝詞が始まった。澄んだ声が辺りに響き、誰もがこの例祭の大成功を確信した。

　祝詞が済めば、神への豊穣の祈りが天に届いたとされ、例祭は終了となる。クリナリア祭の出来が農作物の出来を左右するが、今までの舞を見る限り、今年は大豊作になるに違いないと、誰もがほっと胸を撫で下ろしていた。

　そのとき舞台の上から突然、レアの声を遮るようにドシン！という音が響き、同時に怒声にも似た神官たちの大きな悲鳴が上がる。

　それは舞台の端に置いていた、ひと際大きな炬火台が倒れた音だった。何本もの炬火が舞台に転げ落ち、いくつかは舞台の下まで滑っていく。辺りに生えている湿り気を帯びた草を焼き尽くすほどの火力で、それらはあっという間に燃え広がる。

「早く消せ!!」

　マルスは警備していた兵士たちに素早く命じたが、民衆は広がる炎に怯えて大混乱になった。逃げ惑う民衆が押し合って倒れ、広場は一転して恐怖の渦に巻き込まれる。

「なんてこと!!」

　三十年近くこの例祭を経験してきた神官長のウルウにとっても、こんな出来事は初めてであった。とにかく皆を避難させなくてはと、ウルウは神官や巫女を炎と反対の方に集めたが、レアだけはひとり、燃える舞台から下りようとしない。すでに舞台の端は焼けて、火柱と煙が立ち上っている。

「レア！　舞台から下りてこちらへいらっしゃい!!」

　ウルウは大声を出したが、消火しようと動く兵士や、逃げ惑う民衆の悲鳴にかき消され、その声はレアの耳には届かなかった。このままでは危ないと判断して、自分も舞台の上に駆け上がると、レアの腕を取る。ところがレアはウルウの手を払いのけると、突然大きな声で祝詞を唱え始める。

「我らがウェスタ神に、祈りと感謝を捧げます」

　炎が迫り、避難しなくては危険だというのに、何事もないかのように祝詞を唱えるレアを見て、ウルウは気でも狂ったのかと本気で心配になった。しかしレアはまっすぐに前を向き、両手を胸の前で組んで、祈りの言葉を続ける。その張りのある艶やかな声は、金切り声でもないのに遠くまでよく響き、それに気づいた者は皆はっとしたように振り返って、逃げる足を止めた。

　ひとり、またひとりと民衆が冷静さを取り戻すと、まるで今まで荒れ狂っていた海が凪ないだかのように、混乱は静かに治まっていった。辺りが再び静けさを取り戻した頃、ぽつりと天が泣き始める。

「雨だ」

　誰かの声がしたと思ったら、急に桶をひっくり返したようなひどい雨が降り始めた。その雨のおかげで、辺りを焼き尽くすかのように思えた激しい炎は、あっさりと兵士たちの手によって鎮火した。

　レアは周囲のことも気にせず、熱に浮かされたように祝詞を唱え続けた。強い雨の音で、彼女の声を正確に聞き取れた者などいなかったかもしれない。それなのに人々はレアの唇に目を向け、最後のひとことが終わるのを身じろぎもせずに待った。

　レアが舞台に伏せ、祈りの終了を告げると、ほんの少しの間、広場は静寂に包まれた。その後、まず舞台近くの数人がぱらぱらと拍手を送ると、次第に拍手の数が増え、やがて雨の音さえかき消すほどの大きな歓声へと変わっていった。

　ウルウはレアの姿を目の前にして、彼女が自分の想像以上にずっと強い力を秘めているのだと改めて思い知った。

　人々の顔が喜びに弾けている中、上級神官のシギネアは、事の成り行きを見て眉間にしわを寄せる。

「お許しください、シギネア様。おっしゃる通りに炬火台を倒しました。ですがもうこれ以上のことは……。あの方には、本当に神がついておられるのですわ」

　シギネアは、自分の後ろで震えている下級神官の少女をぎろりと睨んだ。

「わかっているわね？　このことを誰かに言ったら、あんたを一族ごとウェスタ国から追放するわよ？」

　シギネアの父が王の伯父だと知っているその少女は、黙ってこくりと頷いた。

　雨に打たれながらやっとの思いで人波をかき分け、舞台近くにやってきた黒髪の男は、中年の女性に手を引かれて舞台を下りていく祭祀王の顔を見ようと、必死に目を凝らす。

「レア!!」

　別れたときの面差しはそのままに、美しい少女に成長したレアを、男はようやく確認することができた。

　自分が知らぬ間に、父親が賭博で築いた借金のかたに、奴隷商人に売られていった哀れな妹を思って、男は握った拳に力を込めた。

　一旦ウェスタの巫女となった者は、家族といえど男性との面会はそうそう許されるものではない。

　男はなんとかして自分の存在をレアに知らせようとしたが、舞台を警備している兵士に阻まれて、それ以上前には進めなかった。










妹として




　空はきれいに晴れ渡っていて、ところどころにある白い雲が、美しい陰影を描いていた。その真っ青な空が視界に入り、レアは一瞬誰かの瞳を思い出したが、無理やり意識を遮断する。

「どうしたの？」

　目の前にいる小さな病人に声をかけた。しかし子供は、しゃべるのもつらいようでぐったりしている。代わりに隣にいた母親が答える。

「三日前から熱が引かなくて、食べ物も受けつけないのです。昨日は水しか飲んでおりません」

　心配そうな母親の顔に、レアはなるべく明るく微笑む。

「では、体を診せてくださいね」

　クリナリア祭から二ヵ月が経ち、ウェスタ神殿が落ち着きを取り戻した頃、レアは簡単な施薬を行うことを認められるようになっていた。

　体のあちこちを触っていくと、お腹を触ったところで子供が痛みを訴えた。

「お腹が痛いの？」

　子供は力なく頷く。レアはお腹のあちこちを力加減を変えて押しながら、食当たりではないかと見当をつけた。

　近頃、どうも食当たりの患者が増えている気がする。お腹をすかせた子供が、その辺に生えている草木を食べて腹を満たしているのだ。中には、毒草を食べてしまい、危うく命に関わる大事故に繋がりかけることもあった。

　痩せ細った子供を見ながら、今年は野菜の生育がよくなかったことを思い出す。上級巫女になった今は、畑に出る回数が減っていたが、つい半年前までは見習いとして毎日畑に出ていたのだ。嫌な予感がしたが、それがなんなのかはっきりとつかめないまま、いたずらに日々だけが過ぎていた。

　施薬館はウェスタ神殿の隣にあり、施薬を専門に行う場所である。ここには毎日大勢の患者が訪れる。軽症の患者は本当に近くの村からしかやってこないので、遠くからわざわざここまでやってくる者は、たいてい重病人だった。

　当然、経験の豊富な上級巫女が診てもそう簡単に治るわけもなく、毎日のように死んでいく患者がいたが、それでもウェスタ神殿で看み取とられたいと思う者は後を絶たず、決して患者が途絶えることはなかった。

　重病の患者は、移動するだけで余計に命を縮めてしまう。レアは、なんとかする方法がないものかと思案していた。施薬をして治った患者の笑顔を見ることに喜びを感じながらも、一方で、救うことのできなかった多くの患者の家族の涙を見ることがつらかった。

「レア様。次は、男性の患者です」

　レアの補佐に当たっている巫女が告げると、レアは「わかりました」と答えた。

　病人や怪我人の施薬を行う場合は、男性の肌に触れることが許されていたが、それでも慣れないうちは戸惑うことが多かった。特に、レアは短期間で施薬を行うことになったため、男性の裸を見ることにも不慣れだった。緊張した面持ちでいるレアの前に座ったのは、自分と同じ黒髪をした若い青年だ。

「どうされましたか？」

　レアの声に、うつむいている男の肩がぴくりと動いた。男はゆっくりと顔を上げると、小さな声でつぶやく。

「……レア」

「はい？」

　名前を呼ばれ、反射的に返事をしたものの、どうしてこの人は自分の名前を知っているのだろうか。しかし自分を見つめる男の瞳に、確かに覚えがあった。

「ラウスス……兄さん？」

　一瞬息を止めて、小さな声をしぼり出した。男はレアの声に、嬉しそうににっこりと笑う。

「ラウスス兄さん!!」

　間違いない。レアはその笑顔に確信を持った。自分が十歳になって神殿に売られるまで一緒に暮らし、よく手を引いて街に連れ出してくれた兄だ。いつも優しく頭を撫でてくれた兄。たくさんの思い出が昨日のことのように鮮明に思い出され、気づけば涙を落としていた。

　そんなレアの様子に、ラウススは当然のように彼女の頭を撫でる。レアはその懐かしい温もりにそっと目を閉じかけたが、はっとして後ろを振り返った。レアの手伝いをしていた巫女は、足りなくなった薬草を取りに貯蔵部屋まで行ったらしく、いつの間にかいなくなっている。

「大丈夫。ここにいた巫女なら、さっき席をはずしたよ」

　レアの思いを汲くみ取って、ラウススは優しく話しかけた。少し離れたところでは、別の巫女たちが病人を治療している。様子を窺うかがいながら、レアはそっと涙を拭った。

「ラウスス兄さん、どこか具合が悪いの？　私で治せるといいんだけど」

　てっきり、ラウススは具合が悪くて偶然治療に来たのだと思い、心配そうに声をかけた。

「いや、どこも悪くない。お前に会うために二ヵ月も治療の順番を待ったんだ」

「まぁ！」

　レアは慌てて口元を掌で覆った。

「それじゃあ、仮病なのね？」

　ラウススは答える代わりに、苦笑いをして頭をかく。

「どうしても祭祀王をやった巫女がいいって、駄々をこねたんだ。そしたら、二ヵ月待ちなさいって意地悪を言われたのさ」

　片目を瞑って笑ってみせるラウススに、レアは心からの笑顔を見せた。久々に会ったラウススが病気ではなかったことももちろん嬉しかったが、わざわざ自分に会いに来てくれたことに深く感謝する。

　ふいに、そんなに長い間家を空けているラウススに、両親がなにも言わないのか気にかかった。

「父さんと母さんは、どうしているの？　ラウスス兄さんがいなくて大丈夫なの？」

　レアの言葉に、今まで楽しそうに笑っていたラウススの顔が曇りを見せた。なにかあったのだろう。彼の表情を見て、レアはそれが悪い報告なのだと直感した。

　ラウススはひと呼吸置いた後、決心したようにレアの両手を自分の掌で包み込む。

「落ち着いて聞いて。母さんが……亡くなったんだ」

　レアは心臓の鼓動が痛いくらいに強く打ち始めるのを感じた。はっと息を呑のんだ後、どうしていいかわからなくなった。息の仕方を忘れてしまったかのようだ。

　それは奇妙な感覚だった。人々の動きはちゃんと目に入っている。それなのに、なぜか音だけが一切耳に届かない。ラウススが自分になにか話しかけた気もする。しかしそれがなんなのかわからないまま、レアの体はぐらりと傾かしいだ。

「レア!!」

　レアの意識は、そのまま闇の中へと沈んだ。




　どこまでも続く緑の森の中で「きゃっきゃっ」と無邪気な笑い声が聞こえてくる。

（……あぁ。あれは、私だわ）

　レアは自分が幼い頃の夢を見ているのだと、うっすらと理解した。少女は草を選り分けながら、摘つんだものを大好きな母に見せようと大股で駆けていく。その先には、はかなげに笑う女性の姿。母に抱きついて笑っている少女の様を見て、レアは夢の中の幼い自分に嫉妬した。

　今なら自分はもっと母の役に立てるはず。そう、あの頃よりもずっと。

　レアは自分も母に抱きつこうと、思わず駆け出した。しかしどんなに必死に近づこうとしても、泥沼にはまったかのように足が前へ進まない。息を切らせながら、両手も使って懸命に一歩前へ踏み出そうとするのだが、近づくどころかだんだん母から遠ざかっていく気がした。

『母さん!!』

　声を限りに叫ぶのに、母は一向に自分に気づいてくれない。幼い自分の手を引いて、笑いながら去っていこうとしている。

　そっちには底なしの沼がある……なぜかそう思って、レアは母を引き止めようとしたが、ふたりは笑いながら底なし沼へと引きずり込まれていく。

　死に物狂いで喚わめき散らしたが、幸せそうなふたりに自分の声が届くことはなく、ただ自分の手だけが空をさまよった。体が真っぷたつに引き裂かれたような痛みを感じて、その場にしゃがみ込む。

「レア、レアっ！」

　ふいに自分を呼ぶ声が聞こえて、体をびくんと揺らして覚醒した。

「サラ……」

「ごめんね、レア。なんだかひどくうなされていたから、起こしちゃった」

　サラはレアの枕元で心配そうにたたずんでいた。部屋の中は暗く、すでに夜であることをレアに教える。ぐるりと周囲を見回して、レアはここが自分の部屋であることを確認すると、昼間のことを思い出した。

「そっか。私、倒れちゃったんだね」

「そうだよ。患者さんの診察中に突然気を失ったって。びっくりしたよ。明日は一日休みなさいって。ウルウ様の許可も取ってあるから大丈夫よ」

　仮病を使ってまで自分を訪ねてくれた兄のことを思い出した。目の前で気絶してしまった自分を、どんなに心配していることか。

「あの、サラ？　私が診ていた患者さんはどうなったかしら？」

　慎重にサラの様子を観察しながら、返事を待つ。

　月明かりが逆光となって、サラの表情がよく見えない。しかし、明らかに彼女がなにか言いたげな様子になったことに気づいた。

「患者さんは診療を受けないで帰ってしまわれたわ。他の上級巫女が診るって言ったんだけど」

「そう」

「レア、あの患者さんって、ひょっとしてレアのお兄さんじゃない？」

　サラの質問に、レアはごくりと唾を飲み込んだ。

「どうして？」

「お兄さんの特徴、聞いてたし。雰囲気もレアに似てた。あ、嫌なら言わなくていいよ。詮索するつもりはないから」

　サラの洞察力の鋭さに舌を巻き、観念したようにつぶやく。

「母さんがね」

「うん」

「死んだって」

「えっ!!」

　サラはそれきりなにも言わず、ぽろぽろと大粒の涙をこぼし始めた。

「やだ。なんでサラが泣くのよ」

「本当は私が泣いちゃだめなのにね。レアが我慢してるのに。でも、レア……」

　ふたりはどちらからともなく抱き合うと、そのままなにも言わずお互いを温め合った。その間もレアの瞳は、まるで渇ききった砂漠のようになんの反応も示さず、ついに涙が湧き出ることはなかった。

　それがなぜなのか、レアにはわからない。母の死が嘘ではないと思えるのに、まるで他人事のように感じられて、遠くからもうひとりの自分が自分を見下ろしているような気分だった。ちょうど今しがた夢で見た、幼い自分を見ているように。

「ありがとうね、サラ。私のために泣いてくれて」

　レアが体を離して微笑むと、サラは顔を上げて服の袖口で涙を拭った。

「レア。私で役に立つことがあるなら、なんでもするからね」

　サラの気持ちが嬉しくて、レアはほんの少し寂しそうに微笑む。

「私ね、サラと一緒でよかった。ひとりならきっと巫女になんてなれなかったよ」

『奴隷上がり』だと、同じ巫女見習いにまで蔑まれる中で六年間頑張ることができたのは、間違いなくこの友人の存在があったからだ。レアの言葉に、止まっていたはずのサラの涙がもう一度頬を伝って、床にひと粒の染みを作った。

「少しひとりになりたい」とレアがサラに告げると、サラは心配そうに何度も振り返りながら部屋を後にした。

（私は、もしかすると冷たい人間なのかもしれない）

　レアはひとりになっても、母の死に涙一滴こぼれない自分自身を嫌悪した。そして、もう二度と巫女として施薬を行うことができないのではないかと思った。母を助けられない巫女など、母を救えない施薬など、必要ないではないか。

　そんなことを思う自分に心底ぞっとした。しかしそう考えると、自分が今までぼんやりと感じていた不思議な感覚に、妙に納得がいく気がする。

　レアはクリナリア祭でのことを思い出していた。燃え盛る炎。逃げ惑う群集。

　ウルウをはじめ皆、よくあの場を収めたと褒めてくれた。しかし、本当にそうだろうか。普通の人間なら一緒になって逃げ出したはずだ。あるいは、人々を避難させるのが最も正しい行為だった気がする。

　しかし自分が取った行動は、祝詞を唱え続けることだった。結果的に人々が冷静さを取り戻し、偶然の雨に助けられ、大惨事にならずに済んだが。

　レアはときどき、どこか冷静なもうひとりの自分が自分自身の支配主であり、表面上を取り繕っている自分は、ただの操り人形なのではないかと思うことがあった。それは年を追うごとに、だんだんと確信めいたものへと変わっていくようだった。

　そこまで考えたとき、扉が開いて、手燭の明かりが部屋の中を照らし出す。

「おや、起きていたの。返事がなかったので、勝手に入りましたよ」

　そう言いながら入ってきたのは、神官長のウルウだった。

「ウルウ様!!」

　レアはウルウがわざわざ自分を見舞ってくれたことに驚き、寝台から立ち上がる。

「ああ、そのままで。明日は一日休んで、早く治しなさい」

　うつむいて、「はい」と返事をした。体調が元に戻っても、この空虚な自分がウルウのような本物のウェスタの巫女になれる日は来ないだろうと思いながら。

　ウルウは手燭を台の上に置くと、寝台の脇の椅子に腰かけた。手燭の明かりは部屋の中に陰影を作り、レアの右半身を照らす。

「レア。あなた、なにか悩みでもあるの？」

　ウルウの厳しい表情が、気のせいかいつもよりほんの少しだけ緩んでいる。

　レアにはたくさんの悩みがあった。上級巫女としての責務、それに見合わない実力、救えない患者の命……そしてマルスとのこと。自分でもどれが真の悩みなのかはっきりしない。それすらも悩みだった。ただ、今はひとつだけウルウに尋ねてみたいことがあった。

「ウルウ様のご家族は、ご健在でいらっしゃいますか？」

　レアの問いに一拍置いてから、ウルウは「ええ」とだけ答えた。

　手燭の炎がゆらりと揺れると、同じようにレアの顔もゆらりと揺れる。定まらぬ心を断ち切るかのように、レアは腹に力を込めた。

「私の母が、亡くなったそうなのです」

「なんですって!?　お母様が？」

　こくりと頷いて、先を続ける。

「今日、兄に会ったのです。兄は、その……たまたま施薬館を訪れて、私が担当しました。そのときに母が亡くなったことを知ったのです」

「そう。それはお気の毒に」

　ウルウはそっと目を閉じて、レアの母のために祈った。

「私、それを聞いたとき……とても矛盾したものを感じてしまって。どうしていいかわかりません」

　ウルウはレアの言いたいことを即座に理解した。それはウェスタの巫女たちが、皆一度は感じるむなしさだということを、彼女は経験的に知っていたからだ。そしてまた、その試練を乗り越えなければ真の巫女として成長することは困難であることも、ウルウにはわかっていた。

　レアは両手を何度もこすり合わせて、低くつぶやくように、しかしはっきりと声を出す。

「私は、ひとりでも多くの病に苦しむ人のためにと、日々勉強を重ね努力しているつもりです。もちろん、まだ半人前なのはわかっております。ですが、生意気を言わせていただくなら、他人の病を必死に治療しているにもかかわらず、そのせいで母を看取ることもできないなんて、なにか間違っている気がするのです。私には父と兄がおります。そのふたりが故郷で病にかかったとしても、私は面倒を見ることさえできないのでしょうか？」

　寝台から身を乗り出すようにして、ウルウの顔を見上げた。手燭の炎がレアの顔全体を照らし、碧の瞳がきらきらと輝く。ウルウはレアの視線を真っ向から受けると、いつもはへの字に曲がっている口元を緩ませた。

「そうね。私も悩んだことがありますよ。実の両親が死んだとき、私はどちらも最期を看取ることはできなかったから」

　ウルウの瞳が、炎とともに揺れる。

「でも先ほど、ご家族はご健在だと」

「養父母は生きているわ。でも私を産んだ、血の繋がった家族はもういないのよ」

　レアの瞳がウルウを呑み込みそうなほど大きく開いたのを見て、ウルウは、ふっと笑みをこぼした。

「私はね、奴隷として貴族の家に連れてこられたの。養父はどうしても娘を神官長にして、政治的権力を握りたかったのよ。それで少女を集めて、暗誦の試験をしてね。一番出来のよかった私を引き取って養女にして、神官にしたというわけ」

　ウルウは普段はめったに見せない笑顔になっていた。それは悲しみを含んだというよりは、すべてを悟った『ウェスタの巫女』の顔に見えた。

　レアは自分が売られたときのことを思い出して、一気に背筋が凍りつく。

「それでは、ウルウ様の本当のご家族は……」

「養父が、私の気が散るのを恐れて、両親の死を知らせてくれなかったのよ。だから私がそのことを知ったのは、何年も後になってからだったわ」

「他人を救って、家族を救えなかったことに、矛盾を感じられることはなかったのですか？」

「もちろん感じたわ」

「では、では、どうして……」

　普段のウルウからはまったく窺い知れぬ過酷な過去。レアにはウルウがどのように悩み苦しんだ末に、今の彼女自身を手に入れたのか、想像もつかなかった。

　ウルウはいつもきちんとした身なりをしている。ほんの少しの甘えも許さないとばかりに服を調え、髪を結い、真一文字に引き結んだ唇からは固い信念が窺えて、他人にだけではなく自分自身にも厳格さを課していることがわかる。

　しかし同時に、深い情けというものが内在していて、他の誰よりも穏やかで愛情深い。おそらくはそれゆえに、この女だけの神殿の中で、神官長の座まで上りつめられたのだろう。

　ウルウはレアの言いたいことがすべてわかっているかのように、静かに手燭を持ち上げた。

「レア。その答えは、自分自身で見つけなくてはなりません。それが神からあなたに与えられた試練なのでしょう」

　彼女が右手に持った手燭を高く持ち上げると、さっきとは違い、部屋全体が薄明かりに照らされる。

「ご覧なさい。さっきまで台の上にあった手燭に照らされて、あなたの右半身は明るく、左半身は暗くなっていました。でも今、手燭を高く持ち上げると、どうなりましたか？」

「私の体全体が明るく照らされています。でも……」

　レアは、自分の体をまじまじと眺めた。

「とても明るかった右半身の明るさが、暗くなったように感じます」

　ウルウはレアが今までに見たことがないほど優しく笑うと、手燭を胸の位置に戻す。

「明かりを近づければ、近くのものはよく見えますが、影もより深くなります。明かりを遠ざければ、全体はよく見えますが、細部が見えなくなります。あなたにとって、最適な手燭の位置を考えてみなさい」

　まるで猫のように、ウルウは足音をたてずに部屋の隅まで行くとくるりと振り返り、そのままもう一度手燭を高く上げてレアの顔を照らした。直接目に入った光がまぶしくて、レアは瞬間的に目を閉じる。次に開いたときにはウルウの姿はなかった。

（光と闇。光が濃いほど、闇も濃くなる……）




　布団を握りしめ、明かりのなくなった部屋で暗闇と一体となったまま、時間が経つのも忘れて思案に暮れていた。まんじりともせず夜を明かしたレアは、扉を叩く音で朝を迎えたことに気づく。

「はい。どうぞ」

　ドアを開けて部屋に入ってきたのは、サラだった。昨夜のお礼を言おうと微笑みかけると、サラは真剣な表情を崩さずに、コホンとひとつ咳せき払いをした。

「サラ？」

「神官長のウルウ様から、上級巫女のレア様に、ご伝言がございます」

「は、はい」

　レアが寝台から下りて姿勢を正すと、サラはちらりとレアを見て続ける。

「兄上との面会を認めます。ただし、巫女見習いが一名立ち会います、とのことです」

　片目を瞑って、レアにいたずらな笑みを見せる。

「だって！　よかったね、レア！」

「本当にいいの？　父親ですらも、面会は厳しく制限されるのに」

「レアのお兄さんが昨日ひと晩、施薬館の前で座り込んでいたらしいわよ。レアの容態を教えてくれって。ウルウ様が、お母上がお亡くなりになった知らせを伝えるだけならって、特別に許可をくださったの」




　それから、サラに教えられた施薬館の隅にある小さな部屋に行くと、椅子に腰かけて顔を伏せ、小さくなっているラウススがいた。

「兄さん！」

「レア!!　よかった。あれからどうしたかと気が気じゃなくって！」

　ラウススはレアに触れようとして、彼女の後ろにいる小さな少女に目が留まり、手を引っ込めた。レアがラウススの視線をたどって振り向くと、そこには巫女見習いの少女が申し訳なさそうに立っている。少女はぺこりと頭を下げた。

「あなたは……確か、マリカ、だったかしら」

　レアはいつだったか、夜回りのときに出会った巫女見習いになりたての少女を覚えていた。

「はい!!」

　マリカは満面の笑顔になり、次いで寂しそうな笑みを浮かべる。

「あの……申し訳ありません。レア様の面会に立ち会わせていただきます」

「僕が男性だから、後で会話の内容を神官様に報告しなくちゃいけないそうだ」

　ラウススが納得いかないといった声を上げると、マリカはしゅんと目を伏せた。

「お役目大変ね。ありがとう、マリカ」

　彼女はすぐに顔を上げると、「はいっ！」と大きく返事をした。

　部屋の扉は開け放たれたままで、なにかあれば、マリカが大声を出して知らせなくてはならないらしい。

「まったく、この厳重さはなんなんだ。僕は兄だぞ」

　ラウススは自分が不審者のような扱いを受けて、当然の不満を漏らした。

「仕方ないわ。父親でも面会はなかなか許可が下りないもの。兄の場合はなおさらよ。異母兄妹ならば婚姻が可能だし。面会をお許しいただいただけでも感謝しなくては」

「え？　異母兄妹って、母親が違うってことですよね。結婚できるんですか？」

　マリカはなんの抵抗もなくふたりの会話に入ってきた。ラウススは小さな机の上に肘をついて呆あきれ顔だ。

「お前、そんなことも知らないのか。ウェスタ神殿ってところは、子供を世間と隔離して常識を教えないところなのか？」

　ラウススはレアもこの神殿で育ったことを思い出し、しまったという顔をした。

　彼の顔を見て、レアはその気遣いが嬉しかった。六年間一度も会わなかったのに、兄の優しさに変わりはないらしい。

「ウェスタの巫女は結婚しないから、そういう話には疎いのよ」

　マリカを擁護したはずのレアの言葉に、当のマリカ本人は首を左右に振る。

「違います。私の国では、母親が違っても、父親が同じ兄妹は結婚できないんです」

「えっ？」

　レアとラウススは、ふたり同時に顔を見合わせた。

「マリカは、ウェスタ国の生まれではないの？」

「はい。私は隣のチェルシー国の生まれです。といっても、本当にそこの生まれかはわかりませんが」

「生まれがわからないって、それはどういうことだ？」

　ラウススがレアよりも先に疑問を口にした。

「物心ついたときには、奴隷としてあちこちを転々としていたんです。けど力はないし、子供だから役に立たなくて。十歳になれば、巫女見習いにして元が取れるって、ひとつ前のご主人様が言っていました。でもここは食べ物に困らないし、布団で眠れるし、天国のようなところですよね」

　マリカは幸せそうに微笑んだ。

「天国……か」

　ラウススがぽつりとつぶやいた。

　ラウススから見れば、ここはまるで地獄のようだった。大事な妹を取り上げられて、音信不通だったうえ、やっと会えると思ったら監視つきで不愉快このうえない。しかしマリカの言葉は嫌味でもなんでもなく、彼女にしてみれば真実に違いなかった。

　上を見ればきりがないが、下を見れば自分よりもひどい境遇にさらされる者のなんと多いことか。ラウススはマリカに同情を覚えずにいられなかった。彼の目の前にいるレアも同じ感情を持ったのだろう。マリカを優しい瞳で見つめている。

「マリカ。お前が上級巫女になったら、僕も診てもらいに来てもいいかい？」

　この日初めて、ラウススはマリカに笑顔を向けた。

「はいっ！」

　元気のいいマリカの声が、狭い部屋いっぱいにこだました。

　マリカの力強い返事の後、三人の会話が途切れて静かになる。横道に逸れた会話も、それ以上に広げることはできず、ラウススはレアに母の死を正式に告げなくてはならないのだと観念した。

「……レア。体は、もう大丈夫なんだな？」

　こくりと頷くレアを確認してから、自分の心の準備を整えた。母のことを話さねばならない。六年ぶりに会った妹に、本当ならもっと楽しい話をしてやりたいのに。

「母さんのことだけど、な……。実は少し前から胸が痛むと言っていたんだ。けど、村には施薬師はいないし、施薬館まで診てもらいに来るなんて無理だし。大したことないって言うから、僕もあまり気にしていなかった。でも三ヵ月ほど前に、僕が仕事から帰ってきたら、母さんが家の中で倒れていて。急いで助け起こしたけれど、そのときにはすでに息をしていなかった……」

「苦しんだのかしら？」

「わからない。けど、胸を押さえていた。だからたぶん……」

　苦しかったはずだ。ラウススは言葉を呑み込んで唇を噛みしめた。

　まったく、どうして自分はこうも嘘が苦手なのだろう。苦しまなかったと言えば、レアの気持ちも少しは楽になるだろうに。そう自分を責める。

　レアとラウススの間に沈黙が流れると、マリカは居心地が悪そうに体を揺らした。しかしレアはそれには気づかず、ラウススに話しかける。

「父さんは？」

「あんな男!!」

　ラウススはさっきまでとは打って変わって、恐ろしい色の瞳になった。それは、ただの憎しみと言うにはあまりに強い憎悪をむき出しにした炎の色だ。

「また、賭け事？」

　レアはラウススの様子から、自分が身売りされる原因になった父の放ほう蕩とうが、いまだに続いているのだろうと察した。きっと娘を売っても、なんの罪悪感も覚えていないのだろう。父はそういう人だった。

「レア。僕は必ずお前を助けるから。必ずここから連れ出してやる」

「気持ちは嬉しいけど、おかしなことを考えないで」

　ラウススがここまで来てくれただけで、レアは充分幸せだった。

　レアの長いまつげが、大きな瞳をふわりと覆って、ラウススの言葉と光を遮断する。

　そばで聞いているマリカにも、ラウススの言葉が実現性の低いものであることはわかった。

　一度巫女となった者は、三十年間の任期を終えるか、罪を犯して罪人としてウェスタ神殿を追放になるか、あるいは死ぬ以外に神殿を出ることはない。

　巫女見習いの追放であれば、能力が低かっただけだと、元の生活に戻ることができるかもしれない。しかし、すでに巫女となった者が追放された後に、世間の荒波を渡っていけるかといえば、それは否という他なかった。

　あがめられる立場の巫女だけに、ひとたびその地位から降ろされたとき、与えられるのは侮蔑だけだ。堕ちるだけ堕ちていくしかない。

　たったひとつだけ無傷で巫女を辞す方法があるが、それはお金を持つ者だけが可能な方法で、レアには到底無理な話だった。

「私はお金を持っていないから、任期の途中でここから出ることはないわ。兄さんにとっては堅苦しい場所でも、マリカの言うように、私にとってもここは天国なのよ。わざわざ会いに来てくれてありがとう、ラウスス兄さん」

「レア……」

　ラウススは、記憶の中で自分に甘える少女が、いつの間にか大人になっていることに戸惑った。もちろん心身ともに成長しているだろうということはわかっていた。自分が年を重ねた分、妹だって年を重ねているのだ。しかも自分より過酷な経験をした妹が、精神的にはるかに成長を遂げていたとしてもなんの不思議もなかった。

　しかしそれでもなお、ラウススの中でレアは小さな妹であり、自分が庇ひ護ごしなくてはならない存在であった。

　こんな生活が天国なわけはない。必ず助け出す。心の中でそう誓って、ラウススはレアの両手を握りしめる。マリカは顔を背けて見て見ぬふりをした。

　そのとき、開け放された扉の向こうからひどく乱暴な足音が聞こえてきた。それは徐々にレアのいる部屋に近づいてくると、部屋の前でぴたりと止まる。

　ドアに背を向けていたレアは振り返り、その足音の主を見て思わず立ち上がった。ラウススは扉の前に呆ぼう然ぜんと立ち尽くす人物を怪け訝げんそうに眺める。施薬を求める患者だろうか。それにしては健康そうで、やけに乱暴な歩き方だと思っていた。

「レア、ここでなにをしている!!　その男は誰だ！　なぜ男とふたりきりでいる!?」

「あなたこそ、妹になんの用です。僕は正式に面会を認められてここにいます。それに、ふたりきりではありません。ちゃんと立会人がいるのが見えませんか？」

　突然現れた男の尊大な口ぶりに、ラウススは毅き然ぜんとした態度でレアを背中に庇う。

「兄さん！　この方はマルス王です！」

　レアはラウススの腕を組むように引っ張って、自分の方を振り向かせた。彼女の言葉に、さすがにラウススは青くなる。

「兄だと!?」

　マルスが部屋を見渡すと、ラウススの言葉通り、確かに立ち会いのための少女がいる。服装から、巫女見習いであることは間違いなかった。少女は自分を見ておろおろしている。

　ふと目をやると、レアの両腕が兄だという男の腕に回されて、体が密着している。その近すぎる距離に、マルスは眉間にしわを寄せた。

「ホーエン！　この男を捕らえろ」

　自分の後ろにいる壮年の男に命令すると、王の護衛兵であるホーエンは、のっそりと部屋へ入ってきた。

「なにをする！」

　ラウススも必死に抵抗したが、元からホーエンとは体格の差がありすぎる。あっという間にラウススは後ろ手に縛り上げられた。

「マルス様！　お待ちください。どうして兄を捕らえるのです！」

　レアのすがるような目にも応えず、マルスは「連れていけ」と短くホーエンに命じた。マリカは王にお辞儀をすると、その脇を素早く通り抜けて走り去っていく。

「ラウスス兄さん！」

　マルスは無言のままレアに背を向け、足早に立ち去った。




　月が神殿の真上に輝き始めた頃、暗い道のりを慣れた様子で小さな影が移動していく。その影が、目的を持って迷うことなくずんずん進んでいくと、その先にずんぐりした別の影がたたずんでいた。ふたつの影が寄り添うようにそっと重なる。

「なにがあったのだ？　知っていることを話せ」

　ずんぐりとした影の男が命令すると、小さな影の少女が、ためらいがちに口を開く。

「はい。レア様の兄上様が面会に来ていたときに、施薬館に王がいらっしゃり、突然お怒りになって兄上様を捕らえました」

「兄だと？　では、ホーエンが捕らえた男は、あのレアという巫女の兄というわけか」

「……はい」

　風に流された雲が月の光をゆっくりと呑み込み、辺りの闇が深くなった。

「兄はなにをしに来た。神官長が許可するとは、よほどのことだろう」

「レア様のお母上様が、お亡くなりになったそうです」

　男は顎に手をやって少しの間沈黙すると、再び口を開く。

「王が怒ったのはなぜだ？」

「兄上様が、王を侮辱したからだと思いますが……」

「他には？　王は、レアに手を出したのか？」

「いいえ。王は入ってきた途端、兄上様にたいそうお怒りになったので」

「わかった。もう戻れ。またなにかあれば知らせろ」

「はい。ご主人様……」

　男の半分ほどの背丈しかないその少女は、なにか言いかけようと口を開いたが、そのままなにも言わずに来た道を走り去った。

　再び雲間から顔を出した月に向け、「ふん」と男は嘲笑を含んだ笑いを浮かべた。










女として




　扉を乱暴に蹴破ると、部屋の主は寝台に体を投げ出し、両腕で顔を覆った。そばに控えていた侍女たちは、お互いに目配せをすると、顔色ひとつ変えずそのまま部屋を退出した。

『常に民の声を聞き、このウェスタ国のよき王となってくださいね』

　母が最期にマルスに残したのは、そんなひとことだった。息を引き取る前の母は心身ともに疲れ果て、ウェスタ国の至宝とまで謳うたわれたその美しさは見る影もなかった。

　その苦労は、ほとんど前王、つまりマルスの父親のせいだろうとマルスは思っていたし、おそらくそれが事実でもあった。

　マルスの父は、世界の果てがどうなっているのか調べたいと言っては巨大な船を建造しようとしたり、空を飛びたいと言っては鳥の羽を背負って、木から飛び下りようとするような変わり者だった。

　人々が密かに『狂王』とあだ名をつけていたその男はやがて、世界中を旅して回ると言い残し、ある日突然、なんの前触れもなしに、このウェスタ国を去っていったのだった。

　父が去ってしまったときも、自分が王になると聞かされたときも、マルスは大した感慨を抱かなかった。十五歳で王位に就いたマルスでは政を行うのは難しく、伯父であるアニウスが、ほとんどすべての政治的権力を掌握していたと言っても過言ではなかった。

　しかし、それはマルスの父がいた頃から変わりのないことだったし、今でもそれが続いていることに対して疑問を抱くこともなかった。

　マルスはただ名目上、王という座にあり、食べたいときに食べ、飲みたいときに飲み、女を抱きたいときに抱いていれば、それでよかった。そのことになんの不満もなかったし、むしろそれが最も効率的で楽な生き方なのだと無意識に悟っていた。

　マルスは再び目を閉じた。兄を庇うレアの姿が、自分の母の姿に重なる。無責任な父を、最期まで庇い続けて逝いった母。

「なぜ、レアでなくてはならないんだ」

　闇に問いかけたが、もちろん返事はなかった。

　そのとき、マルスの部屋を訪れようと通りかかったひとりの女性・ニュクスは、目的の場所から侍女たちが足早に立ち去るところを偶然目にした。

（またずいぶん荒れていらっしゃるようね）

　ニュクスは余計なことと思いつつも、義理の母親としての責任感と愛情から、マルスの部屋の扉に手をかける。

「こんばんは、マルス王。ご機嫌は……麗うるわしくなさそうですね」

　マルスの険しい表情を見て、「ふふ」と笑みを浮かべた。

「ニュクス……」

　マルスは寝台から起き上がって、ニュクスを迎えると、向かい合って椅子に腰を下ろす。

　ニュクスはときどき、こうしてマルスの部屋を訪れていた。それは決まって彼が暴れたときで、彼を止めることのできる貴重な人材であるニュクスに、侍女が助けを求めるからであった。

「申し訳ありません。また侍女が、なにか余計なことをあなたに吹き込みましたか？」

「いいえ。今日は私があなたのお顔を拝見したくなったのよ。お邪魔なら帰りますが」

　ニュクスが柔らかに微笑むと、マルスの顔に刻まれていた険が薄くなる。

「ディアは元気にしているでしょうか？」

　ニュクスが産んだ、マルスの異母妹であるディアは、二年前に隣国に嫁いでいる。ニュクスは唐突に出た娘の話が、暗に自分を引き止めるものだとわかり、ほっとして答える。

「先日届いた便りでは、元気そうでしたよ。夫婦仲も悪くないようです」

「それはよかった」

　マルスはなぜか、いつも義母のこの笑顔には逆らえなかった。

　マルスの母ヴェローナとニュクスは、前王の妾しょう妃ひと正妃という微妙な関係だった。しかもヴェローナが先にマルスを産み、その三年後にニュクスが産んだのは女の子であったため、男子が王位を継ぐこのウェスタ国でのふたりの立場は、ますます複雑になったはずだった。

　にもかかわらず、なぜかふたりは非常に仲がよく、マルスも物心ついた頃から自然にニュクスを慕うようになっていた。実母の死後、本当の母のようにあれこれと自分の世話を焼いてくれるニュクスに、一度聞いたことがある。

『父を取り合う恋こい敵がたきなのに、どうして母と仲がよかったのか』

　ニュクスはしばらく真剣に考えると、『共通の敵がいると、女は一致団結するからかもしれませんね』と答えた。

『共通の敵？』

『あなたのお父上ですよ。内緒ですからね』

　彼女は人差し指をマルスの唇の上に立てたのだった。

　この美しい義母は、あの頃と少しも変わっていない。マルスが王位に就いてからも、王に対する特別な敬意を払うようにはなったが、優しさは以前と少しも変わることはなかった。マルスは自分を心配してやってきた彼女の笑顔を見て、自然に肩の力が抜けた。

　話の切れ間を見計らったかのように、トントンと扉を叩く軽やかな音がして、「失礼します」とホーエンが姿を現す。

「ウルウ様が、王に謁見を求めておりますが」

　ホーエンは昼間にラウススを捕らえたときとまったく変わらぬ表情――一見するととても不機嫌な、怒っているような顔――で、ウルウの来室を告げた。

　いつも怒っているようだとよく言われているが、本人にとってはこれが地顔で、今も特になんの感情も抱いてはいないようだった。

「通せ」

　マルスが端的に答えると、ニュクスが「では、私はこれで」と腰を浮かせる。マルスは「あっ」と短い声を上げた。

「ニュクス……その、ここにいてはもらえませんか」

　言いにくそうに告げるマルスは、十九歳の年相応に若い青年の顔をしている。ニュクスはなにかを感じ取って、そのまま椅子に座り直した。

　マルスは気に食わないことがあれば、激高することが珍しくなかった。しかし同時に、どうしても我慢しなくてはならないときは、うまく仮面をかぶる方法も心得ていた。それはもともと持っている性格というよりは、彼なりに周りの大人を気遣っているうちに身につけた技術だ。

　しかしなぜかレアのことになると、自分の感情を制御できない。そして、感情を露あらわにしている自分に対して、さらに苛いら立だちが募るのだった。なぜレアを前にすると、こんなにも焦りが深くなるのか。マルスには皆目見当もつかなかった。

　ウルウの姿はホーエンの巨きょ躯くに隠れてまったく見えないが、確かに足音が近づいてきた。

「夜分に失礼いたします。お話がございます、が……」

　ウルウがちらりとニュクスに視線を移すと、ニュクスはにこりと微笑んだ。

「わかっている。レアの兄のことだろう。ニュクスには一緒に話を聞いてもらう。正義の審判だ。文句はあるまい」

　ウルウの小さい瞳が、一瞬強い輝きを放ったが、誰にも気づかれぬうちに元に戻る。

「わかりました。ではお尋ねします。レアの兄は私が、立会人の元で面会を許可いたしました。どのような罪状で投獄されたのかお教えください」

　ニュクスの美しい眉が形を変えるのが、マルスの目の端にも映る。

「その前に、俺の質問に答えろ。兄といえど、男との面会は厳しい制限があるはずだ。なぜふたりを会わせた？」

　公正なウルウが、レアひとりをひいきするわけがない。マルスは自分を納得させる答えを得られないでいた。

「レアの母親の訃報を持ってきたので、特別に許可しました。昨日レアが過労で倒れたこともあり、兄に会わせた方がいいと判断いたしましたので」

「レアが倒れただと!?　どうして俺に報告しない!!」

　大声を出して立ち上がると、無意識に力を込めて拳を握った。マルスの様子にニュクスは顔色を変えたが、ウルウは一いち瞥べつしただけで、彼の質問に淡々と答える。

「はて、今までウェスタの巫女の体調を、王が気になされたことなどあったでしょうか？　二年前に私が風邪をこじらせて、一ヵ月間寝込んだこともご存じないのでは？　神官長の寿命が来た、次の神官長は誰だと、かなりの騒ぎになりましたがね」

　ウルウの皮肉を受け止めきれるほど、今のマルスは打たれ強くない。それはまったくその通りで、マルスには反論する一分の隙さえなかった。

　今の今まで、マルスは神殿やそこに集う巫女たちになんの興味もなかった。もちろん政治的には重要な意味を持っているので、たまに見回ったり、巫女や神官の任命式には必ず出席したりしていた。

　しかし、神官長が誰になろうが、彼女たちがどんな暮らしぶりだろうが、自分の足を引っ張りさえしなければ正直どうでもよかった。ウェスタの巫女など、マルスにとっては単なる箱でしかなく、箱の見栄えさえ整っていれば、それが空だろうが腐っていようが中身に関心はなかったのだ。

（……なるほど、そういうことね）

　察しのいいニュクスは、マルスの動揺から、彼の心を彼以上に正確に読み取った。ニュクスにはそれは意外でもなんでもなかった。巫女の任命式の時点ですでに、レアを見つめるマルスの真剣なまなざしに気づいていたからだ。

「それで、ウルウ神官長。レアはどうしているのですか？　体調はよくなったのかしら？」

　押し黙ったマルスの代わりに、彼の聞きたいことをニュクスは的確に尋ねた。ウルウは相変わらずそっけない口調で、「レアは兄の投獄にショックを受けて、寝込んでおります」と答えた。途端にマルスの眉間に深いしわが刻まれる。

「レアは母の死を知っているのか？」

　つい今しがた、大声でウルウを非難した人物とは思えないほどの弱々しい声。

「兄から聞いたと。それで、王よ。そろそろ私の質問に答えをくださりませんか？」

　ウルウは口調を荒らげたりはしなかった。マルスの打ちひしがれた様子を見れば、これ以上責める必要などない。マルスはすでに彼自身の中において、深く反省しているはずなのだから。

「マルス王。王がなぜレアの兄を投獄したのかはわかりませんが、彼も愛する親の死に錯乱していたのかもしれません。どうかこのウェスタ国のために尽力している妹に免じて、その兄を釈放してはいただけないでしょうか？」

　ニュクスの言葉に、マルスはただ黙って頷いた。なにを考えることもなく、ニュクスの言葉に従っていれば、自分の過あやまちを正せた。

　ふいに、この光景に既視感を覚える。

　自分の考えを持っているふりをして、自分の意見を主張しているふりをして、空っぽの自分に恥じることもなく、ただ物わかりのいい王を演じ、他人の意見に黙って頷く。いつもの宰相会議のときの自分に似ているのだと思った。

　マルスは短く息を吐いた。その自覚は、大きな一歩を踏み出すための、小さな一歩だった。




　マルスの心に変化の兆しが見え始めた頃、レアは部屋の中で沈痛な面持ちをしたまま、椅子に腰かけていた。その横では、サラが部屋の中をぐるぐると行ったり来たりしている。

「サラ、ちょっと落ち着きなさいな」

　自分の兄のことを自分以上に心配している親友に、レアはふと笑みをこぼした。

「レアったら、なに落ち着きはらってんのよ！　お兄さんが捕まったっていうのに」

　サラは呆れ顔でレアを眺めた。自分と違い、いつも静かに落ち着いているレアは、こんなときでも冷静だ。

「大丈夫よ。ウルウ様が王とお話ししてくださるのだから」

　レアは自分に言い聞かせるように、お茶をごくりと飲み干した。

　たぶんサラが部屋にいてくれなければ、自分の弱い心はぽっきりと折れていたかもしれない。感情をまっすぐに吐き出すサラが自分のそばにいてくれることに、深く感謝するとともに、彼女がいかに自分にとって重要な存在なのかを再認識する。

「ラウスス兄さんは、大丈夫」

　もう一度強く声に出した。そして、ひと晩そばにいると言うサラを、自分ももう寝るから、と強引に部屋に追い返す。

　本人の病気や怪我以外では、どのような理由であっても、ウェスタの巫女の務めを怠ることは許されない。毎日を規則正しく、決められた通りに行動することになっている。レアの兄が投獄されたとしても当然、サラもレアも明日は朝早くから起きねばならないし、一日の厳しい労働が軽く済むはずもなかった。

　眠るだけの狭い部屋は、サラがいなくなっただけで急に広くなったように感じる。まるで世界にたったひとりになったような心持ちがして、レアはぶるっと身震いした。

　サラの前ではああ言ったものの、王に不敬を働いた兄が簡単に許されるわけはない。マルスの怒りに触れて首をはねられた者の噂があるのも事実だ。初めて会ったときのマルスの威圧感は、王者の風格を備えており、レアの存在などその風圧で吹き飛んでしまいそうに軽く思えた。

　レアはそっと目を閉じた。まぶたの裏に、マルスの真昼の空のように青く美しい瞳が浮かぶ。

　レアが持つマルスの印象は、世間一般の評価とはまったく逆のものだった。とはいえ、確かに噂が正しいのだろうという恐ろしい面も見てきた。今朝だって、あっという間にラウススを捕らえて、自分の言い訳は無視された。

　レアは呼吸を整える。

　マルスは、本当はなにに怒ったのだろうか。ラウススの無礼な態度は、マルスの怒りを買うには充分すぎるものに違いなかった。だが、マルスの怒りがラウススではなく、自分に向けられているような気がしてならない。

　今までもレアは何度も、王であるマルスに対して無礼な態度を取っている。しかし一旦は機嫌を損ねても、心を込めれば彼はレアの意見に耳を貸し、最後には硬化した態度を改め、レアを許してくれた。あれは単なる気まぐれだったのだろうか。それとも、たかが一介の巫女の言葉など、歯牙にかけるほどのものでもなかったのだろうか。

　マルスに会いたかった。会って彼の心の中を知りたかった。怒りの原因さえわかれば、きっとマルスの怒りを収められるのに。

　何度も考えを巡らせたが、やはりレアにはその答えが見つからない。ふいに「自分のことばかりだわ」と自嘲気味に笑った。こうなってくると、自分が本気で兄の心配をしているのかさえ怪しくなってくる。

　最近の自分はどうもおかしい。なぜか自分本位でわがままになっている気がする。もしかしたらそれが本当の自分なのかもしれないと思って、ため息をついた。

　そのとき、遠慮がちに扉を叩く音がして、はっと顔を上げる。

「どうぞ」

　レアが返事をする声と同時に扉から現れたのは、見覚えのない中年の女性だった。金色の髪を持つその女性は、絵から抜け出てきたのかと思えるほどに美しく、同性であるレアの目にも魅力的に映った。

「あの……？」

「ああ、ごめんなさい。私はニュクスといいます。マルス王の義理の母に当たります。巫女の任命式のときにお会いしているのだけど、覚えているかしら」

　部屋に入ってきてもなにも言わず、にこにこと自分を見つめる女性に、怪訝な顔をしていたレアは、彼女の言葉に声を失う。

「申し訳ありません！」

　慌ててニュクスの前に跪いて頭を下げた。

　任命式のときは追放されることばかり考えていて、王族の席など満足に見てはいなかった。もちろんニュクスの顔など、いくら記憶を探っても片鱗さえ残ってはいない。そんなレアに「少し話をしてもいいかしら」とニュクスは柔らかく微笑んだ。

「はい」

　レアは慌ててニュクスに椅子を勧めた。粗末な椅子は、ニュクスが優雅に腰を下ろしただけで、その瞬間から高級品のように思える。レアは自分のみすぼらしい身なりを意識して、急に恥ずかしさが込み上げてきた。自分の着るものに頓着したことなど、ついぞなかったことだ。

「実はね、マルス王から伝言があるの」

　そして、「ああ、ウルウ神官長からもね」とニュクスは付け足して笑った。

「王から、ですか？」

　レアの心臓が、どきんとひとつ脈打つ。

「王は、あなたが男性と密会していたと勘違いなさったことを、お詫びしたいとおっしゃっていたわ。兄君はすでに釈放されています。また改めて会う機会を設けてくださるそうよ。それとウルウ神官長からは、明日から仕事に戻れるようきちんと休むようにと。今日の明日で働けとは、ウルウ神官長は見かけによらず厳しい方ね」

　ニュクスはまた微笑む。

「ありがとうございます……」

　レアの顔は依然沈んだままで、大喜びするのだろうと思っていたニュクスの予想は大きくはずれた。

　ラウススが釈放になったことを、レアは嬉しく思った。もしも罪に問われていたら、自分は生きていけなかったかもしれない。それでも、なにか釈然としないものがレアの胸中に沈殿して、おりのように溜まっている。

　ラウススはマルスにはっきりと、面会に来たと告げた。ウルウの許可があることも、マリカが立会人であることも、マルスにはわかっていたはずだった。『勘違い』というのが、単なるうわべの言い訳であることは明らかなように思えた。

　実のところ、マルスの逆鱗に触れた理由を、レアは知りたくないような気もしていた。それが女の勘であることに、本人は気づきもしなかったのだが。

　しかし、やはり事実を知ることができないのだとわかると、レアは落ち込んだ。マルスの気持ちを自分が理解しようなど、おこがましいことだったのかもしれない。

「あなたは、王の光になれる方ですね」

　あまりに唐突なニュクスの言葉に、レアは「は？」と素っ頓狂な声を上げた。

「ニュクス様？」

「ああ、おかしなことを言ってごめんなさい。でもね、あの方がひとりの人間に執着するなんて、今までにないことだから」

　ニュクスはさも楽しげに「ふふ」と笑う。その顔にはまったく邪気はなく、心の底から思うがままを声にしたようだった。

「あなたは、王のことをどうお思いですか？」

「王は神の代理人です。私たち巫女が誠心誠意お仕えする方だと思っております」

　ニュクスの意図が読みきれず、レアは四角四面の返事をした。ニュクスは魅力あふれるその瞳を丸くしたかと思うと、おかしそうにぷっと吹き出す。

「そうではなくて！」

　不思議そうにするレアの顔を覗き込むようにして、ニュクスが小声になる。

「女性としての意見を聞いているのです。マルス王を男性としてどうお思いか」

（女性として、つまりマルス王のことを男性として見る、ということか……）

　ニュクスの言いたいことにようやく気づいたレアが、今度はニュクス以上に瞳を丸くする番だった。

「なにをおっしゃっているのです！　私は巫女です。神に純潔を誓った！」

　口にしておいて、空虚な気持ちになった。こんな自分が今さら純潔などと胸を張れるわけもないのに。

「でも、還俗すれば結婚できますよ？」

「そんなこと……」

　それはウェスタ神殿から、唯一傷つかずに出ていく方法だった。一定量以上の進物、つまりお金を捧げ、巫女を辞退するのだ。当然、貴族でない巫女には拝むことすらできないほどの大金で、一年に数人の神官がこの方法で神殿を去っていた。

「マルス王のお母様も元は神官でしたし、あり得る話だと思いますが」

「えっ!?　本当ですか？」

　レアは初めて聞くマルスの母の話に、驚きを隠しきれなかった。

「あら、ご存じなかったのね。マルス王の生母であられるヴェローナ妃は、元は神官だったのですよ。前王に見初められて、還俗して宮中に入られたのです。ヴェローナ妃は、マルス王の伯父に当たるアニウス様の妹君でいらしたの。アニウス様のお嬢様も神官ですけれど、ご存じかしら」

　聞かれて、レアは「はい」とだけ答えた。シギネアがそんなにも王族に近い血を持っているなら、あの自信に満ちた態度も納得できた。

　しかしそれでもなお、レアは自分の秘めている想いを否定するしかなかった。ニュクスに問われるまでもなく、うっすらと芽生え始めていたマルスへの恋心。

　だが、王と、売られてきた自分とでは、やはり身分の隔たりが大きすぎる。ニュクスへの答えはひとつしかなかった。

「私は、父の借金のかたに売られた奴隷上がりの巫女ですから。王をどう思っているかなど、そのような問いに答えられる身分ではございません」

　顔を上げ、ニュクスの瞳を真正面から見据えて、ぴしゃりと答えた。全身全霊でニュクスを騙だましきる。そうしなくては、自らを騙すことなど到底不可能だった。

　ぎゅっと目を瞑る。まるでニュクスの存在を遮断するかのように……。

　ニュクスは少し寂しそうに微笑んで、「長居をしました」と言って背を向けた。去り際に、レアに聞こえないほどの声で、ぼそぼそとつぶやく。

「それでも王は、あなたを諦める気はないようですけどね」




　この事件があって数日間、ウェスタ神殿はレアの噂で持ちきりだった。

『レア様ったら、部屋に男性を引き入れていたそうよ』

『なんでも、王に見つかって牢屋に入れられたとか』

『あら、入れられたのは相手の男性だけで、レア様は王のお情けで助かったって聞いたわ』

『まあ。王までも彼女の虜とりこってわけ？』

　それまでのレアが際立って優秀だったせいなのか、それとも嫉妬している者が多かったせいなのか、レアを敬っていた巫女や神官たちは、掌を返したようにレアの悪口を吹聴した。自然と、レアに近寄ろうとする者はいなくなり、施薬館での作業も孤立することが多くなっていた。

「レア。今日は私があなたを手伝うわ。よろしく！」

　サラだけは、いつもと変わらずレアに接してくれることが救いだった。レアの手助けをしたがる巫女がいなくて、サラが自発的に手伝っていることを、サラはわざわざ言わなかったし、レアもそのことに気づいてはいても、それに対して謝ったりはしなかった。

　お互いの考えていることは手に取るようにわかって、目と目を合わせれば、ふっと笑みがこぼれた。




　一方、王宮でも、わずかながら変化が起こっていた。それはこの国の政の方針を決定する宰相会議においてであった。

「では、今年の税率を、昨年より一割上乗せということでよろしいですかな」

　マルスの伯父であるアニウス宰相が皆の意見を取りまとめ、マルスに最終判断を求める。いつもならマルスは、『わかった、それでいい』と威厳を持って発言するはずだった。

「ちょっと待て。どうしても税収を上げなければ、国政が回らぬのか？」

「はあっ？」

　アニウスは少し高い、まるで女のような声を発した。

　それもそのはずだ。宰相会議でマルスが質問したり、意見したりするなどほとんどないことだ。しかも、慎重さを求めるような意見を口にしたことなど、彼が即位してこの四年間、ただの一度もなかったのだ。

　宰相会議に出席している海千山千の大臣たちは、若い王がなんの気まぐれを起こしたのかと、薄笑いを浮かべて事の成り行きを見守っている。

「マルス様。なにか我らに不手際がございましたでしょうか？」

　アニウスはマルスの問いには答えず、軽くあしらうつもりで、他の面々と同じような困った笑いを浮かべる。

「いや、そんなことはない。だが民衆は、今もつらい生活を強いられていると聞く。生活が成り立たなくなって、子供を奴隷として売っている者も多いとか。税収を上げる前に、まず国政を見直すべきではないのか」

　一部の宰相の中には、マルスの真剣な表情に口元を引きしめる者もいた。しかしほとんどの者は、王の気まぐれがいつまで続くやらというような嘲あざけりの笑みを浮かべており、この茶番に付き合わなければならないことを、子供の遊びに付き合う程度の仕方のないものとして考えていた。

　アニウスは無理やり作った好こう々こう爺やのような笑顔を、そのしわの目立つ顔に貼りつけている。

「マルス様、我らは国政を見直し、熟慮して、結果として税収を引き上げることが最善の策だと結論づけております。民は我々に守られている意識に乏しく、なんとかして税を逃れようと、いろいろな言い訳を考えております。どこから話をお聞きになったのかは存じませんが、愚かな民の言うことをいちいち真に受けていては、国が滅びますぞ」

　子供を諭すようなアニウスの言い方に、議場には失笑の声が上がった。しかしマルスは一向に気にすることなく、アニウス相手にまったく引くことはない。

「確かに、お前たちはよくやっているのだろう。ではどのように国政を見直したのか、申し述べよ」

「どのように、ですか？」

「そうだ。お前は熟慮した結果だと言った。今年の税収を引き上げるということは、その前に国政を見直しているはずだな。あいにく俺は、あまり覚えることが得意ではないらしい。どこをどう見直したのか、今ここで説明してくれ」

　一瞬、会議場が、しんと静まり返った。

　どうも王の様子がいつもとは違う……すべての人間がそう感じたが、それはきっと今限りのことで、せいぜい今日一日の『お遊び』だろうと思い直す。

「お前も覚えていないのなら、口答官に聞こう。どうだ、第一口答官！」

　マルスに第一口答官と呼ばれた男は、大慌てで立ち上がった。前王、現王の二代に渡り、三十年以上の経験を持つ彼でも、会議中にマルスに呼ばれたのはまったく初めてであった。

　口答官というのは、会議の内容を記録する者のこと。第一から第五口答官までが存在し、総勢二十人が会議の議題や議論の内容について記載している。

　会議で不明な点があると、前回はどうだったか、あるいは数年前はどうだったかなどの質問を受け、記録を探してすぐさまそれに答えなくてはならない。そのため口答官になる者は頭脳明晰で、どこにどのような内容が記載されているかをほとんど覚えていた。

　しかし、その第一口答官も、王の質問に答えることはできなかった。なぜなら、増税に関わるような国政の見直しや改革など行われていないからだ。

「あ、あの……申し訳ございません。記憶がはっきりしませんので、他の口答官と記録を確認いたしまして、後日改めて回答させていただきたいのですが」

　目の端にアニウスの渋面が映り、第一口答官は蚊の鳴くような声でぼそぼそと答えた。その答えはマルスに対しては落第点であったが、自分の身を守るための答えとしては満点であった。

　本来、宰相会議の最高決定権を持つのは王のマルスである。しかし、事実上の実権を握っているのはアニウスであり、媚びを売るべきはマルスではなくアニウスだったからだ。

「ほう。第一口答官ともあろう者が、それくらいのことを覚えていないとはな。若くて優秀な者に、その席を譲る用意が整ったようだな」

　マルスは老齢の口答官を痛烈に皮肉ると、「まあ、いい」と笑顔になる。

「次回の宰相会議は三日後だ。それまでに今までの増税の記録と、それに伴って行われた国政の改革について述べるように。第一口答官、それにアニウス、いいな！」

　マルスの有無を言わせぬ迫力に、第一口答官は「ははっ！」と頭を下げた。アニウスは無言のまま頭を下げ、舌打ちをする。

　彼は瞳を細めて、議場を後にするマルスの背中を目で追った。

　そうして宰相会議が終わったのは、ちょうど夏の始まりの、ぎらぎらと輝く太陽が照りつける頃だった。マルスは軽やかな足取りで自室の扉を開いた。昼の食事の準備が整い、主の帰りを待っていた部屋で侍女がマルスに一礼する。

「うまそうだ！」

　マルスの様子に、侍女は怪訝な顔をした。会議の後はいつも気だるそうに帰ってくるはずの王が、今日はやけに機嫌がいい。

　マルスは目の前の食事に手を伸ばした。心なしかいつもよりもおいしく感じる。

　こんなふうにすがすがしい気分で会議を終えたことは、今までなかった。退屈で無意味で窮屈な義務の時間。マルスにとって宰相会議とはそういうものでしかなかったし、それ以外のものになり得る可能性など、ちらりとも感じたことはなかった。

　だが、なぜだろう。ほんのひとつ自分の考えを述べただけで、こんなにも心が豊かになった気がする。

　それは胸を張って政を行っているのだという、自負ともいえる新鮮な気持ちだった。




　太陽が西に沈むと、昼間の暑さが嘘のように冷気が大地を満たす。月明かりの漏れる窓辺に腰かけて、レアは薬草をすりつぶしては自分の口に運んでいた。

（だめだわ。これではまだ、ずいぶんと苦い）

　それは今日の昼間のこと。施薬館を訪れた子供に、レアは習った通りの施薬を施した。ところが当の本人はひと口飲むなり、嫌がって薬草を受けつけなくなってしまったのだ。

　母親は無理強いして口に含ませたが、子供の泣き喚く声が施薬館中に響いた。巫女たちは、まったく困った子供だとばかりにわざとらしくため息をつき、母親は子供を連れて、逃げるように施薬館を立ち去った。

　レアはそれまでにも、飲みたがらない子供に母親が手を焼いているのを見てきたが、自分の勉強に精いっぱいで、とてもそれを気にしている余裕はなかった。しかし薬草もかなりの種類を覚え、施薬にも少しずつ自信を持つと、なんとかしてもっと楽に薬草を飲ませられないかと思い始めていた。

　子供が飲めるくらいに改良できれば、大人にとってもいいことであるに決まっている。たくさんの薬草を手に、いくつかの薬草を混ぜたり、水で薄めたり、いろいろな工夫を重ねていた。

　ところが何度やっても思い通りにいかず、窓辺から月を見上げる。

（兄さんは、今どの辺りにいるのかしら）

　ニュクスにはラウススと会えると聞かされたが、神官長のウルウが、レアだけを何度も肉親と会わせることは公平ではないからと、面会を許可しなかった。結局兄に会うことは許されず、ただ無事に旅立ったとだけ教えられた。

　兄のことを思い出すと、同時にマルスの姿が思い浮かんで、慌ててかぶりを振った。レアの長いまつげが、ふんわりと瞳を覆う。

　忘れようと意識することは、つまり忘れようと努力しなければ忘れられないということを意味する。そしてたいていの場合、その努力が実ることはない。まぶたを閉じると、かえって、より細密にマルスの顔が描き出されてしまい、嘆息した。

　レアはマルスの影をどうしても自分の心から追い出すことができず、それを自分の弱さのせいだと考えていた。神殿という隔絶された特殊な空間においては、レアがそれを弱さだと捉えてしまうのも仕方のないことだった。

　誰かに打ち明ければ楽になれるのかもしれない。しかしその誰かというのはサラしかいなかったし、言えば自分の苦しみは軽くなっても、同じ苦しみをサラに与えてしまうだろう。レアはただひとりきりで、この胸が締めつけられるような想いに耐えなくてはならなかった。

　考えを巡らせながら再び薬草を含むと、口の中が苦味でいっぱいになり、思わず吐き出す。

　――コツン。

　耳を澄ましていなければ聞こえないほどの小さな物音。それに気づいて一旦は手を止めたが、風の音だろうと思い、すぐにすり鉢の中で薬草をすり始めた。

　――コツン。

　今度はさっきよりもはっきりとした音で、しかも窓の外ではなく、部屋の廊下に通じる扉から聞こえるようだった。

　レアは手を休めると、恐る恐る扉を目指す。数歩進めば目的の場所までたどり着ける。そっと扉の木枠に手をかけると、音がしないよう細心の注意を払って引いてみた。

　月明かりに慣れていた目に、廊下の闇は孤独の深淵を覗き込んだようだ。そこには誰の姿もなく、扉を閉めようとしたとき、レアの耳元に人の吐息がかかる。

「レア……」

　聞き間違えるはずのないその声に、レアは夢でも見ているのかと、自分の体を抱き寄せた。

「……マルス王」

　こんな夜更けに、マルスが自分の部屋を訪ねるはずがない。驚いて思わず後ずさると、進み出たマルスの熱い息が、またしてもレアの耳元にかかった。

「少し話がしたいんだ。入れてくれるか？」

　断るべきだ。レアの理性は即座にそう訴えかけた。

　ただでさえ自分の立場は薄氷の上に立たされている。ラウススのことでおかしな噂を立てられ、ニュクスまでもが自分の部屋を訪れて、余計な心配をしている。

『マルス王のお母様も元は神官でしたし』

　ニュクスの言葉がレアの脳内に充満しかけて、レアはマルスから顔を背けた。

　しかし今さら顔を背けても手遅れだった。もうひとりの自分は、マルスを拒否するどころか喜びに湧き立っている。大きく深呼吸して、高まる鼓動をなんとか抑えた。

「どうぞ」

　レアの言葉に、マルスはほっとしたように微笑んだ。作り物ではなく心からの柔らかな微笑み。レアの心臓がいっそう大きく、どくんと高鳴る。

　マルスは女性の部屋に入るのが初めてでもないくせに、妙にそわそわしていた。しかし、それも部屋に一歩入るまでのことであった。

　明かりさえない暗い部屋。マルスの歩幅なら、三歩もあれば部屋の端までたどり着けそうだった。粗末な寝台と小さな机、椅子が置いてあるだけで、他はなにもない。狭い部屋なのに、物がないせいで広く見えさえする。床は歩くたびにきしみ、扉からは隙間風が入る。冬になれば相当に冷えることだろう。想像以上の質素さに口角が下がり、目を細くした。

「レア。巫女は皆、このような粗末な部屋に住んでいるのか」

「粗末ですか？　私には、むしろ贅沢な暮らしに思えますが」

「贅沢だと？」

　予想もしないレアの言葉に、マルスはこの部屋を訪れた目的も忘れて立ち尽くした。

　月明かりが入るといっても、窓際がほのかに明るいくらいで、部屋の中はかなり暗い。それなのにマルスの青い瞳は明るく輝いていて、なぜかはっきりと見て取れる。闇に支配されない方なのだわ、とレアは思った。

「私の家は四人暮らしでしたが、この部屋と大して変わらないほどの広さで寝起きしておりましたから。台所は外にありましたし」

　レアがマルスの質問に答えると、彼はますます怪訝な顔になる。

「外だと？」

「はい。もともとは室内だったのですが、壁が壊れてしまって、そのまま修繕もできずに暮らしていました。食糧が尽きてしまって食べることのできない日もありましたし、冬は寒くて眠れない日もありました。それに比べれば、ここは天国です。日に二回の食事がとれて、雨漏りもさほどしませんし、ひとりひとり個室が与えられますから。もっとも、兄に言わせれば、家族が離れて暮らすようなところは地獄だと……」

　ラウススの話に及んで、レアははっとした。

「あの、そういえば、きちんとお礼を申し上げておりませんでした。兄を許してくださり、ありがとうございます」

　深々と頭を下げる。

「いや、それは……俺が悪かった。許せ」

　マルスはばつが悪そうにレアから視線をはずした。窓の外に見える月は、ずいぶんと低い位置に見える。

　レアはマルスが自分の非を認めたというのに、それが意外だとは思わなかった。むしろ、最初からこう言われることを知っていたような気がした。

「レア。俺は、お前の兄と少しだけ話をしたのだ」

「兄と、ですか？」

　それは思ってもみないことだった。マルスは椅子に腰かけると、レアにも座るよう促す。

「お前は、父親の借金のかたに売られたそうだな」

　机の上に大きな掌を組んで載せると、親指の爪と爪をこすり合わせた。

「兄から聞いたのでございますね」

「そうだ。彼が仕事に出かけている間に、お前が売られていたのだと。すぐ探しに行きたかったが、取り返すだけの金もなく、それになにより自分がいなくなると、母の面倒を見る者がいなくなるから行けなかったとも」

　何度も爪をはじきながら、ひとりごとのようにつぶやいた。

「父は、昼間から酒を飲んでは暴力を振るう人でしたから。兄はよく私や母を庇って、父に殴られていました。生計はほとんど兄が担っていたので、そういう意味でも母を置いては出られなかったのだと思います」

「そうか……。母上は、お亡くなりになったとか」

　マルスはぎゅっと唇を噛んだ。暗くてレアには彼の顔がよく見えなかったが、言葉の端々に思いやりが見え隠れして嬉しく感じた。マルスの大きな体がいつもより小さく見える。一度謝ってもらえただけで、自分には充分幸せなことだと思った。

「マルス様。私が巫女見習いとして初めて神殿に入ったとき、二度と肉親とは会えないと思えと、最初に諭されました。しかし母と再会はできなくても、私は生きて兄と会うことができました。とても幸運なことです」

　マルスの顔を覗き込むようにして微笑んだ。碧色をした美しい瞳が、すぐ目の前に現れて、マルスの背筋に痺れるような感覚が走る。

「レア。俺は、お前に聞いてほしいことがあって来たのだ」

「はい」

「俺は今まで、王としての役目をまったく果たしてこなかった」

　驚いて、マルスの言葉を否定しようとするレアを遮って、マルスは熱く語り始める。

「俺はずっと、政などくだらないものだと思っていた。なぜそんなことを俺がやらなければならないのだと。王になど、なりたくてなったわけではないのだと。そして、そんな俺の考えが間違っているとは誰も指摘してくれなかった。……いや、それは言い訳だな。俺は自ら考えるということを放棄していたんだ」

　マルスがなにを言い出すのか、レアにはまったく見当がつかなかった。しかし不思議とマルスの話に引き込まれて、レアは彼のひとことひとことを聞き逃すまいと真剣になっていた。

「形ばかりの王という自覚はあったが、それでいいと思っていた。黙っていても、伯父のアニウスが国を動かしてくれる。俺は楽であればそれでよかった。なにもかもが面倒だった。生きることすらも。……だが」

　マルスはレアの手に自分の掌を重ねた。レアの肩がびくりと揺れたが、マルスはそのまま語り続ける。

「お前に会ったときから、俺の中にあるちっぽけな世界が、音をたてて崩れ始めた」

　レアの澄んだ瞳に映る、自分の真剣な顔。マルスはここへ来たのが正しい判断だったと自信を深める。

　レアは本能で、これが聞くべきではない話だと思い始めた。うつむいて、マルスの掌の下からそっと自分の手をずらそうとすると、重ねていただけの彼の手が、自分の手をがっしりと握りしめた。

　レアがはっとして顔を上げると、真しん摯しな顔のマルスが自分を見つめている。心も体も吸い込まれてしまいそうな、澄んだ空色の瞳。レアは掌から毒が回ってしまったように、体全体に痺れを感じた。

「頼む。どうしても最後まで聞いてほしい」

　マルスの声はまるで神からの啓示のようで、レアは逆らうことができなかった。

「俺は、お前に相応しい男になりたいのだ。今の俺はお前の足元にも及ばない。だが、努力する。もっと国のこと、民のことを考えて、飢えに苦しむ者がいなくなるように。貧しさゆえに奴隷として売られ、家族と離れる者がなくなるように。そう決めたのだ。そして、いつか……」

　マルスの熱い瞳が艶を帯び、目を逸らしたくても逸らすことができない。

「いつか、王として、お前が俺を認めてくれる日が来たら……俺の妃になってほしい。以前、お前に告げたような、神の代理人としての俺ではなく。……本当の、俺自身の妻に」

　レアの宝玉のような瞳は瞬またたく間に潤んで、ゆらゆらと揺れながら輝いた。

「マルス様。私は……」

　否定の言葉を紡ごうとしたレアの口元を、マルスは素早く掌で覆った。

「頼む。今はなにも言わないでくれ。そのときが来て、それでも俺がお前の夫に相応しくないというならば、拒否すればいい。男らしくきっぱりと諦めよう。だがどうかほんの少し、俺に時間を与えてほしいのだ」

　それは以前にマルスが、巫女は神の化身である自分の妻だと告げたのとはまったく性質の違う、本物の求婚だった。

　あまりに突然だったが、それ以上にレアを驚かせたのは、自分にマルスを選ぶ権利を与えるような言い方を彼がしたことだった。

　身分を考えれば、レアは王命に逆らうことなどできるはずもない。それなのにわざわざこんなところまでやってきて、自分に条件つきの求婚を捧げる。マルスのしていることは、いかにも王宮の常識からはずれていた。

「マルス様……」

　潤んだ瞳で見つめられ、マルスは男としての本能が体の奥底から一気に膨れ上がるのを感じていた。

　暗闇でも光を放つ艶やかな黒髪。ふっくらとした愛らしい唇。震える細い肩。ほんの少し覗き見える鎖骨。

　このまま押し倒して、レアのなにもかもを奪ってしまいたい衝動に駆られる。柔らかい唇に触れ、自分の欲望を満たしたい。

　しかしぎゅっと目を閉じて、その本能を精神力で抑え込んだ。

　今の自分は、まだレアに相応しくないのだ。そう、『まだ』。

　必ず相応しい男になって、レアの心を自分に向けさせてみせる。マルスは強くその誓いを心に刻むと、部屋を去ろうと立ち上がった。気づくと夜が明け、小さな窓の外に見える東の空がうっすらと白んでいる。

「すまない、レア。お前の睡眠の邪魔をしてしまった」

　これから行う一日の労働や作業を思えば、徹夜明けが体に厳しいだろうことは想像に難くなかった。

「いえ。毎日それほど寝ておりませんから、大丈夫です」

　レアはこともなげに言ってのけた。負けていられないと、マルスはレアの言葉に頷いた。

「自分の感情ばかり優先して、まるで俺は赤ん坊だな」

　マルスの言葉に、レアは思わず笑みを漏らしてしまう。

「なんだ？」

「すみません。なんて大きな赤ん坊だろうと思って……」

　口に出すと余計におかしくなって、レアはくすくすと笑い出した。

「ふん、今に成長してみせる。そのときは覚えておけよ」

　マルスは笑われているというのに、なぜか嫌な気持ちがせず、それどころか口笛を吹き始めそうなほどの楽しい気分になった。レアの笑顔には精神を安定させる作用がありそうだと、去り際に思った。

　マルスの去っていった部屋で、レアは身支度を整える。上級巫女の服に袖を通しながら、そっと指先で喉元に触れてみる。

（なぜかしら。もっと触れてほしいと思うなんて）

　マルスが握りしめて離さなかった自分の掌に、もう片方の掌を重ねた。彼のごつごつとした大きな掌の熱が思い出される。

　レアはもはや、どうあがいても自分の心の中からマルスを追い出すことができないのだと悟った。

　純潔の誓いを破った巫女。一瞬、磔にされる自分が想像されて、音が鳴りそうなほど強く頭を振る。

　今日も今までと変わらぬ一日が始まる。ただひとつ、レアが自覚したマルスへの想いだけを除いて。










友として




　夏本番といった刺すような日差しが、容赦なくすべての生き物に襲いかかっている頃、宰相会議を終えたばかりのアニウスは、顔を真っ赤にして今にも壁を蹴り上げんばかりだった。

「どういたします？　アニウス様」

　アニウスの周りには、彼に媚びへつらって私腹を肥やしてきた面々が、渋い表情でアニウスを取り囲んでいる。

「いったい、王になにがあったのか。こんなことは初めてだ」

「まったく。単なる気まぐれではないのか」

「いや、予想以上に粘っておいでだ。本気で政に興味を示されるなど、これはやりにくくなりましたな」

　顔にしわを刻んだ重臣たちは、皆ぶくぶくと太り、文字通り『私腹』を肥やしているらしい。アニウスは、口々に不満をぶちまける彼らを一喝するように、野太い声を出す。

「今度の増税案は必ず通す。王も今回は気まぐれがやや長引いておられるようだが、私がきちんと説明するから、皆は解散してくれ」

「なにか、いい策でも？」

「まあ、なきにしもあらず。私に任せて安心していればいい」

　アニウスの自信たっぷりの態度に、皆は額にかいた汗を拭いながら、安堵の表情を浮かべた。

（青二才が！　この私に逆らうなど。誰のおかげで王になれたと思っている！）

　アニウスは人ひと気けのなくなった廊下で、力いっぱい壁を蹴りつけた。足の指がおかしなふうに曲がって当たり、痛みに顔をしかめる。

「くそっ！」

　足を引きずりながら、自分の横に控えている従者に大声で命令する。

「おい！　私の部屋にシギネアを呼べ！」

「は。しかし、どのような理由で。面会は神官長様の許可が必要ですが」

「私の具合が悪いと施薬を頼めばいいだろう！　それくらいの頭も回らんのか!!」

　跪いている男の顔を踏みつけるように蹴飛ばした。

　アニウスは王族のひとりなので、王宮の端に個別の部屋を持つことを許されていた。王宮から少し離れた場所に豪勢な本邸があったが、王宮の中にある部屋も、広さを除けば豪華さでは負けていない。

「シギネア様がいらっしゃいました」

　アニウスが娘を呼びつけてからほどなくして、従者がシギネアを連れてくると、アニウスは目配せをして従者を下がらせた。

　上級巫女が一般庶民を診るのに対して、上級神官は貴族の施薬を行う。連絡を受けるたびに上級神官が病人を往診することになっていた。

　もっとも、本来王族であるアニウスの施薬は神官長の仕事である。にもかかわらずアニウスは、その権力で自分の娘であるシギネアに施薬をさせることを周囲に認めさせていた。

「お父様。お加減が悪いと聞きましたが」

　シギネアは上級神官らしく、施薬の道具を持参していたが、殺しても死なないといった雰囲気の父親のことだ。どうせ仮病に決まっていると思っていた。そして血色のいいアニウスの顔を見て、やはり、と口元を緩める。

「よく来たな、シギネア。実はお前に話があるのだ」

　アニウスには多くの女性との間に大勢の子供がいたが、本妻との子供はシギネアひとりで、目の中に入れても痛くないほどのかわいがりようだった。それをわざわざ、ウェスタ神殿へとやったのは、自分の力でシギネアを神官長にしようと目論んでいたからだ。

　王宮はすでにマルスを傀かい儡らいとして、アニウスが政治的権力を握っている。しかし、ウェスタ神殿は治外法権だ。

　そもそもアニウスが政治的権力を握るようになったのは、アニウスの妹であるヴェローナが、神官時代に前王に見初められて妾妃になったからだった。

　アニウスは前王の相談役として権力を伸ばし、前王の失踪後は、ヴェローナの産んだ子供・マルスの後見として政を行い、権力を貪ってきた。だが現在の神官長であるウルウが五年前にその職に就いてからは、アニウスの政敵であるウルウの養父が宰相会議での発言力を強めていた。

　とはいえウルウの任期の三十年が満了するのは、来年に迫っている。アニウスは、なんとしても娘のシギネアを次の神官長にさせるつもりでいた。

「シギネア。お前をマルス王の妃にしようと思っているのだ」

「あら、わかっているわ。私が次の神官長になって、次代の神官長をお父様の息のかかった人間に継がせたら、私が神官長の座を退いて王妃になるのでしょ？　マルス様の母君である、ヴェローナ叔お母ば様のように」

　それは、アニウスの当初の計画であった。ウェスタ神殿の権力を手に入れて、なおかつ娘を王妃に据える。これでアニウスの権勢は確実なものになるはずだ。

　マルスはそろそろ正室を迎え入れる年頃であるため、アニウスにも少しばかりの焦りはあった。しかしマルス本人は遊び呆けて暮らしており、結婚にはまるで興味を示さない。我が娘こそはと多くの縁談が持ち上がり、そして消えていった。

　もしもマルスがその気になればアニウスが邪魔をしたのだろうが、そのどれもマルスは適当に受け流し、決して首を縦には振らなかった。

「状況が変わったのだ。シギネア、お前には今すぐ王妃になってもらう」

「今すぐって、神官長の座はどうするの？」

「それは、これからまた考える。他にも私が目をかけている神官はおるしな。それよりも、王を御するのが先なのだ」

　アニウスは声を抑えながら、シギネアに耳打ちする。

「王が政に興味を持ち始めたのだ。このままでは困ったことになる。お前の魅力で王を虜にしてしまえば、また元のように堕落した生活を送るだろう」

「まあ、お父様ったら」

　シギネアは唇を吊り上げて薄く笑った。




　ウェスタ国から南にある小さな街でも、太陽の光は和らぐことなく日々強さを増して降り注いでいた。このところ農民たちはいつも暗い顔をしており、その顔を合わせるたびに不安を口にしている。

「なんだか、今年は雨が少ないなあ」

「作物の育ちも今ひとつだ」

「まったく、困ったことだな」

　農夫のため息が、ひとり、またひとりと伝染するように広がり、そのたびに深さを増したものへと変化していく。

　農夫にとって天候の会話は日常茶飯事だ。それが農作物の出来を左右するのだから、気にするのは至極当然のことで、意識しない者などいないだろう。

　あまりにありふれた日常の光景で、その深刻さに気づくものは、誰ひとりとしていなかった。




　ウェスタ神殿の裏にある出入口には、二重の扉があった。一枚は直接ウェスタ神殿の中から繋がっている扉で、もう一枚は外から繋がっている扉だった。この二枚の扉に挟まれた空間は倉になっており、内側の扉からは巫女見習いが必要な物品を取り、外側の扉からは商人が荷物を搬入するようになっていた。商人は普通は男性であったため、お互いが接しないための工夫であり、普段ウェスタの巫女が外側の扉を使用することはなかった。

　太陽が完全に姿を消して、暑さが幾分か和らいだ頃、ラウススは背中がぐっしょりと汗に濡れたまま、ウェスタ神殿の倉の中へ注文された塩や油の荷を運び入れていた。

「これで、よしっと！」

　重い荷物を運び終えて、腰を伸ばしながら天を仰いだ。空には星がはっきりと瞬いており、明日の晴れを告げている。

　きょろきょろと神殿を見回して、しばらくそこにたたずんでいたが、やがて帰路につくため神殿に背中を向けた。

　そのとき、ラウススの目の前に広がる暗闇から「きゃっ！」という少女の悲鳴が聞こえた。驚いてよく見ると、なにやら黒い影が地面にうずくまっている。

「誰だ！」

　ラウススが手燭をかざして声の主を照らすと、少女がまぶしそうに顔を隠した。ラウススはその少女に見覚えがあった。

「マリカ……か？」

　自分の名前を呼ばれて、マリカはぎくりと体を硬くする。

「やっぱり、マリカじゃないか」

　ラウススはマリカのすぐ脇にしゃがんで、手燭を地面に置いた。どうやらマリカは転んで怪我をしたらしく、顔も体も土まみれだ。

「ラウススさん？」

　心配そうに自分に寄り添うラウススの顔を、マリカもまたはっきりと覚えていた。

「ラウススさん。どうして、こんなところに？」

　マリカは体を起こしながら周囲に気を配った。

　レアの兄・ラウススは釈放されて、故郷へ帰ったはずだ。もしもこんな夜に神殿の周りをうろうろしていたことが知られれば、今度こそ罰を受けることになるだろう。

　しかしラウススは慌てることもなく、自分の後ろにある荷車を顎で指す。

「ほら、あれだよ」

「あれは……荷車？」

　ラウススが指す荷車の先には、商人が荷を置くために指定された倉がある。そのときごとに神殿で必要なものは、長年神殿に品物を納めてきた商人が注文を受け、配送していた。

　ウェスタの巫女たちと会うことを避けるために、夜に荷物を届け、翌朝それを巫女見習いが確認するような仕組みになっている。どうやらラウススは、その品を配送してきたようだった。

　手燭の明るさに慣れてきたマリカは、立ち上がってラウススを見下ろす。

「ラウススさんは、商人になったのね」

「うん。まだ下働きだけどね。いつもは数人で来るんだけど、今日は量が少ないから僕ひとりで行けって、先輩たちに仕事を押しつけられたのさ」

　マリカの怪我が軽そうなことに安堵して、ラウススも立ち上がった。

「レア様のことが心配だから、故郷へ帰らなかったの？」

「そうだね。母が亡くなったから、もうあそこにいる必要もなくてね。だったら、会えなくても妹の近くにいた方がいいかなって思ってさ。なにか力になれることがあるかもしれないし」

　力になれることがあるなんて、とんだ夢物語だとわかってはいても、ラウススは少しでもレアのそばにいてやりたかった。

「マリカはどうしたの？　ここは商人の通り道だから、ウェスタの巫女は通らないって聞いていたけど違うのかな？」

　ラウススの何気ないひとことに、マリカは顔色を変える。

「あ、あの……私、男の人と口をきいたら、ウェスタ神殿を追放されてしまうの。お願い、今日のことは誰にも言わないで！」

　ラウススと目を合わせないまま、マリカは逃げるように走り去ると、そのまま闇に溶けていった。

　彼女の態度に違和感を覚えたものの、自分にはわからない掟に縛られているのだろうと、ラウススは深く考えずに神殿を後にする。

（どうしよう。いったい、いつから見られていたのかしら）

　ラウススがさげた手燭が、ちらちらと揺れながらゆっくり遠ざかっていくのを、マリカは神殿の柱の陰から怯えた瞳で見送った。










恋人として




　ウェスタ国の隣国・チェルシー国から東へ船で半日ほどの海上で、ひげを生やした薄汚い男が、間もなく上陸する岬をぼんやりと眺めていた。そのごつごつと荒れた左手には酒瓶を持ち、水代わりと言わんばかりに酒を喉に流し込んでいる。

　金色の髪の毛は、長い航海で潮風と日光にさらされたのだろうか。ひどく傷んで縮れており、砂と土にまみれて元の色がわからないほどに薄汚れていた。

　一見すると、ただの奴隷のようにも見えるが、男の青い瞳だけは野生の獣のようにぎらぎらと恐ろしい光を放っており、ただ者ではない雰囲気を醸し出している。

「よう、ロカ。あんた、確かウェスタ国に向かってんだよな？」

　ロカと呼ばれた男は、左手の酒瓶を高く突き上げて、是の意味を示した。

「やめといた方がいいぜ。チェルシー国でとどまっとけよ」

　船の主らしいその男は、ロカの隣にどっかと腰を下ろすと、彼の酒瓶を取り上げて自分もそれを口に含む。

「なんでだ？」

　ロカは気だるそうに口を開くと、酒瓶を取り返して、目の前の小柄な男をじろりと睨んだ。睨まれた男は一瞬たじろいだが、すぐ冷静になって両手を床につき、体重をかける。

「内乱が起きるって噂だぜ」

「内乱？」

「ああ。なんでも今の王様ってのが、ものすごい暴君らしくてな。突然去年の倍近い税を課したとかで、各地の農民や商人たちが団結して、不穏な空気が漂ってるそうだ」

「暴君ね」とロカがぽつりとこぼすと、それを耳にした男は饒じょう舌ぜつに話し始める。

「ウェスタ国ってのは、ろくな国じゃねえみたいだな。前の王様のあだ名は確か『狂王』ってんだ。火をあがめる神殿もあるらしいが、そこにいる巫女ってのもすっかり堕落してるって話だし。その狂王が、神に捧げられた神官を無理やり嫁にして生まれたのが、今の王様なんだと。神の怒りに触れた国だって、船乗りの間じゃもっぱらの噂さ」

　男はそこまで一気にまくし立てると、ロカの肩に手を置いた。

「な、悪いことは言わねえよ。そりゃ、あんたの腕がすごいってのはわかってるが、戦に巻き込まれたら命がねえぞ。俺はあんたの剣の腕を買ってるんだ。このまま俺の船の護衛を続けないか？」

「なるほど。面白い情報だな。ほらよ、礼だ」

　ロカは持っていた酒瓶を男に手渡して立ち上がると、船の進行方向に目を向ける。ロカが自分の誘いに興味を示さないとわかると、男は「ちぇっ。せっかく教えてやったのに」などとぶつぶつ言いながら立ち去った。

（狂王に、暴君ねぇ）

　口の端を吊り上げてにやりと笑うと、ロカは自分の瞳と同じ色の空を見上げてから、額の汗を拭う。

（皆、元気でいるか？）

　ほぼ五年ぶりに帰るウェスタ国にある我が家に思いを馳せて、日に焼けた腕で目元を覆うと、まぶしそうに目を細めた。




　ひとりの侍女が、マルスの足元に跪く。

「アニウス宰相が、王に目通りを願っております」

　最近の宰相会議では、マルスとアニウスが対立することが多くなっていた。マルスの出す改善案に、アニウスがことごとく反対意見を述べるのだ。しかも重臣の多くは裏でアニウスと繋がっているため、マルスの意見に賛同するものは少数だった。

　今日の会議でもひと悶着あったので、マルスはアニウスがなんらかの妥協案でも持ってきたのかと思い、目通りを許した。

　すでに部屋着でくつろいでいたマルスと違い、アニウスはきちんとした身なりをして、うやうやしくマルスの前に膝をつき、深々と頭を下げる。

「何事だ？」

　アニウスはマルスの生母の実兄、つまりマルスの伯父に当たり、年若くして王になったマルスの後見役であったため、人目のない私室などでは堅苦しい挨拶を抜くのが常だった。だから今のようなアニウスの態度に、マルスは腹立たしさを覚えたが、そんなことで怒りを露わにしては負けになると、平静を装った。

　アニウスは、いかにも正式な礼を取っているというふうに重々しく頭を上げて、真剣な顔つきでマルスに近づくと、「実は、折り入って申し上げたいことがございます」と言いながら、マルスのそば近くに寄ってきた。

　なにか重大事件でも起きたのかと、マルスも気を引きしめてアニウスに体を寄せる。

「マルス王。あなた様も、間もなく御年二十歳になられます」

　年齢の話を振られたときの話の続きは、いつも同じだ。今まで何度となく繰り返された台詞せりふに、マルスは嫌気が差してアニウスの言葉を遮る。

「もういい。出ていけ」

「マルス様。これは大事な話でございます」

「俺に結婚せよと言うのだろう。今度はどこの誰との縁談だ？　メヘト宰相の娘か？　モール将軍の姪めいか？　それとも、他国の王女と政略結婚でもするのか？　俺はまだ結婚する気はない」

　元のように長椅子に体を沈めると、出ていけとばかりに掌をひらひらと舞わせた。アニウスは、天井を向いているマルスの顔を横から覗き込むような姿勢になると、大げさに眉尻を下げて、懇願するような顔つきになる。

「私にも娘がおります。丹精込めて育て上げた自慢の娘でございます」

　マルスは瞳を閉じたまま、放り出した長い脚を組み、無視を決め込んでいる。アニウスは構わず先を続ける。

「貴族の娘は甘やかされて育ちますが、我が娘シギネアは違います。二年前、ウェスタ神殿に入り、上級神官としてのお役目を立派に果たしております。あの娘ならば、王の妃として誰もが認める国母となりましょう」

「シギネア……？」

「王にも何度かお目にかかったことがございます。戴冠式の折にも、お祝いを述べさせていただきました」

　マルスがわずかに反応を見せたので、アニウスはまんざらでもないと相好を崩した。

　マルスには王宮で会ったシギネアの印象など、まったくと言っていいほど残ってはいなかった。あるのは、神殿でレアとともに粗末な食事を食べたときの、歪ゆがんだ誇りを持った神官の女……くらいの認識だ。

　軽蔑する種類の女を自慢の娘と評して、自分の妃にしようとするアニウスを、心の中で蔑んだ。しかし、もしかするとこの伯父親子は自分によく似ているのかもしれないとも思った。そう……ほんの少し前までの自分と。

　他人のことなど考えもせず、楽しければそれでいいとばかりにやりたい放題だった自分。それは、ただ私利私欲のみに目を奪われ、なんとかして権力を独り占めしようと画策する伯父の姿と大差はないように思えた。

　まるで鏡を見ているかのようだ、とマルスは自嘲した。長椅子から起き上がり、姿勢を正す。

「伯父上」

「ははあっ！」

『アニウス宰相』ではなく、『伯父上』と呼ばれ、アニウスは、してやったりと垂れたこうべの下でほくそ笑む。しかしマルスの返事は、アニウスの予想を裏切るどころか、寝耳に水の内容だった。

「私を王位に就け、後見役として力を尽くしていただき、誠に感謝している。だが言われる通り、確かに私も今年で二十歳。そろそろ後見役として伯父上に頼らずとも、政務を行わねばなるまい。明日、後見役の任を解くことを皆の前で宣言しよう。これからは、一宰相として私を支えてください」




　放心状態のアニウスを部屋から締め出すと、マルスは夜空を眺めた。たくさんの瞬く星の間を縫うように、ひと際輝く光が弧を描いて流れる。久しぶりに見た流れ星。

　ほんのわずかにそよいでいる風を受けて、静かにまぶたを下ろした。そのまぶたには、動揺を隠しきれない先刻のアニウスの姿が浮かぶ。わざわざ『俺』ではなく『私』という言葉遣いをしたのも、マルスなりに考えてのことだった。

　マルスは、決して伯父が嫌いではなかった。父がいなくなった後、自分や母を支えてくれたのは、紛れもなくアニウスその人だ。

　飾り物とはいえ、マルスが王としてここまでやってこられたのも、彼が国政を取り仕切っていたからに違いない。伯父が、民から集めた税を懐に入れていたと知っても、すぐに処断しなかったのは、こうした事情があったからだ。

　積極的に領地の見回りをすれば、さまざまなことが耳に入ってくる。宰相会議で聞く自分への報告とは、まったく違う民の声。一旦それを意識してしまうと、もう後戻りはできなかった。なにも知らなかった頃のように、伯父に対して敬愛の念を抱くことは無理だった。

　だが、聡さといマルスは、それも自分が招いた結果であることを理解している。一度にすべてを変えることはできなくても、ひとつひとつならば自分にでもやっていけると自信を持っていた。

　しかし今、その自信はもろくも崩れ去ろうとしている。血の繋がりに期待していた甘さもそうだが、よく考えてみれば、重臣のほとんどは前王である父に仕えていた人間で、マルスを信頼して、あるいはマルスが信頼を置いて宰相に据えた者などひとりとしていなかった。

　マルスはアニウスを切り離したことで、明日からほとんどの重臣を敵に回して政を行わなくてはならないとわかっていた。だが覚悟はできている。アニウスと一緒にうまい汁を吸ってきた連中を切り崩さなくては、マルスの思うような改革など夢と消えてしまうだろう。

　王とは孤独なものだと、マルスは初めて知った。父もこの孤独に耐えていたのだろうか。それとも孤独に耐えきれずに逃げ出したのか。

　ふと、星と星との間の真っ暗な空が目に入り、愛する女の艶やかな髪を思い出した。

　もうずいぶんと長い間、レアに会っていない気がする。マルスの孤独な心を支えるのはただひとつ。レアへの熱い想いだけであった。

　またひとつ、星が流れて消え去った。一瞬激しく輝いた後に、はかなく消えゆく様が、願いを成就しようと情熱を燃やして消えていく自分の未来を暗示しているような気がした。




　マルスが自分の未来を憂いていたのとちょうど同時刻、サラはレアの部屋に、有無を言わせない勢いで入ってきた。

「あっ、流れ星よ！　きれいねぇ」

　サラの言葉にレアも窓のそばまで来たが、残念ながら、流れ落ちる様を見るには遅すぎた。

「本当、きれいね」

　抑揚のない言葉は、誰が聞いても心がこもっていないのが明白だ。

　このところ、レアの様子がおかしい。ぼうっとしたり、ため息をついたり、かと思えば妙に張り切って明るくおどけてみせたり。そのうち自分に打ち明けてくれるだろうとサラは思っていたが、レアは平静を装ったまま動きを見せない。さすがに心配になり、サラは親友の部屋の扉を叩いたのだ。

「ねぇ、レア」と、なるべく言葉を選んで、レアの様子を見ながら話しかける。

「なにか悩み事があるなら、相談に乗るよ？」

　サラの優しさが身に染みて、レアはこのままなにもかも、この大好きな親友に打ち明けてみたい衝動に駆られる。

「別に、なんでもないよ。ただちょっと疲れてるだけ」

「ふうん。それならいいけど」

　確かにレアは疲れていた。朝から晩まで精力的に仕事をこなし、自室に戻ってからも薬草の勉強をして。

　しかも近頃では、薬草の改良に取り組みたいと言って、ウルウから使用していない土地に薬草を植える許可を取り、いろいろな草花をかけ合わせて栽培研究までし始めたのだ。疲れていないはずがない。

　しかしそんな建て前の言い訳に、サラが騙されるわけもなかった。というより彼女は、レアから言い出すまではと、あえて追及はしないで見ぬふりをしていたのだ。

「あのね、レア。私のこと、親友だって思ってくれてる？」

　突然のサラの言葉は、レアを驚かせるのに充分だった。

「当たり前でしょ！　なによ、突然」

　サラのありがたみをひしひしと感じているレアにとって、彼女の言いようは不本意だった。まるで自分がサラのことを、ぞんざいに扱っているみたいではないか。しかしサラの返事に、逆に自分の浅はかさを思い知る。

「じゃあ、どうしてひとりで悩んでいるの？　私も一緒に悩んじゃだめ？」

「サラ……」

　どうしてサラはこんなにも他人を思いやることができるのか。レアは己のことだけでいっぱいになっていた自分が、ひどくちっぽけな人間に思えた。サラが自分を親友だと思えなくても当然のことだ。

「泣かないでよ、レア。どうしても言いたくないなら、それでもいいから」

　サラの飾らない言葉は、いつでもレアの心の奥底まで染み渡ってきて、レアはこれ以上、自分の感情を抑えることができなかった。

「私、私ね……」

　掌で口を押さえると、嗚お咽えつを漏らした。背中にはサラの愛情のこもった、じんわりとした温もりを感じる。

　きらめく星々が音もなく位置を変える間、サラはレアのそばに腰を下ろして、ただ空気のように寄り添っていた。

「サラ、私ね……巫女、の、資格が、ないの」

　レアは必死で泣くのを堪えると、ようやくそれだけを途切れ途切れに口にした。

「うん。それで？」

「それで、って、驚かないの？」

　サラの反応が予想と違っていて、かえってレアの方が驚いてしまった。仰天して涙も引いていく気がする。

「う～ん。まだ内容を聞いてないから驚けないよ」

　ひたすら聞き役に徹そうとしていたサラは、やはり、と心の中だけで大きく息を吐いた。もちろん、表情には決して出さない。

「私、おかしいのよ。マルス様のことが頭から離れなくて」

「それって、別におかしくないわよ。普通のこと」

「普通ですって!?」

　レアの瞳はこれ以上ないくらいに丸くなって、サラを見つめている。なんだかレアの瞳に食べられてしまいそうだ、とサラは思った。

　レアにどう伝えれば、誤解なく彼女を納得させられるだろうかと頭をひねった。窓の外には相変わらず星が美しく瞬いている。あんなふうに、レアの気持ちはごく自然な恒久的なものだと説明すればいいのだろうか。

　しばし沈黙を守り、レアの純真なまなざしを真っ向から受けた。

　そもそも、ウェスタの巫女だからといって、神殿の女性がまったく男性に興味がないというわけではない。むしろ女性しかいないということで、かえって〝そういった気持ち〟が助長されることも多い。少し男らしい雰囲気の先輩巫女にその手の憧れを抱く者もいれば、ときどき窓から見える王宮の警備兵や、荷を届ける商人を盗み見て話題にする者もいた。

　しかし、ここに集う者は、表向きは純潔を誓った人間であり、男性に対する憧れや恋心を抱いているなどということが公になれば罰を受ける。だから彼女たちも、自然に話の通じそうな人間を選んでこっそり会話する。

　たとえば、巫女の任命式の直後であれば、同じように異性の話をするのが好きな神官や巫女同士で、普段めったに見られない王族や護衛兵についての噂話をするのが普通だった。マルス王の整った顔立ちが素敵であるとか、護衛兵のがっしりした体つきが気になるとか。あるいは、自分たちも王に見初められれば、ヴェローナ様のように王妃になれるのではないか、などといった内容だ。

（レアってば、いかにも清潔感があって、そういう話をしづらいのよね）

　レアには一種独特な透明の壁のようなものがあり、皆、遠慮してそういう類の話題を無意識に避けてしまう。

　それはおそらく、レアが心から神に仕えようとする生き真ま面じ目めな人間であると同時に、そばにいる人間を魅了する力を秘めた、レア自身の本質的なものに関係するのだろう。誰もが、清廉なレアの心を、侵してはならない神聖な領域であると無意識に感じてしまうのだ。

　一方、サラは自分からはそういう話をしないが、なぜか皆、サラには遠慮なくその手の話をしたがった。聞き上手であるうえ、人をよく見ているサラは、話をしてくる人間がどういう言葉を欲しがっているのかを即座に理解することができる。だからレアに比べれば、少しは男女の営みについての知識も持っていた。

「人を好きになるなんて、素敵なことじゃない。私もあなたも、両親が愛し合ったから生まれてきたのよ。たとえ巫女であっても、神様が愛をお許しにならないほど狭量だとは思えないわ。レアは好きになったのがたまたま王様だったってだけだもの」

　サラの言葉をひとことひとこと噛みしめるように、レアは頭の中に刻みつけた。それは今までのレアの苦しみを救う、新たな真実との対話であった。

　小さな窓からは星たちが、ふたりの少女の未来に、そっと声援を送っていた。




　サラが部屋を出ていった後、レアはひとり夜空を眺めていた。

『人を好きになるなんて、素敵なことじゃない』

　本当にそうだろうか？　自分は、巫女なのに？

『好きになったのがたまたま王様だったってだけだもの』

　あまりに大きな身分の隔たりがあるのでは？

　そして、マルスの言葉を思い出す。

『俺の妃になってほしい』

　そんなことが許されるのだろうか？

　しかし、よく思い出すと、『妃』と言われただけで、何人目のとは言われなかった。もしかしたらマルスは、それこそ数えきれないほど大勢の女性を娶めとるつもりで、その中のひとりに自分がいるだけなのかもしれない。

　窓の外の星に誘われるように、レアは部屋を出て回廊を歩き始めた。頭を冷やして、じっくりとこれからのことを考えたかった。

　部屋の中ではわからなかったが、今夜の月は、天空のはるかな高みからこちらを見下ろしている。ずいぶんと明るいので、手燭がなくても歩くのに困らず、ふと既視感を覚えた。確かマルスと初めて会ったのも、こんな月夜だった。

　回廊を歩きながら、あの懐かしい場所にもう一度行ってみたくなった。ほんの半年ほど前のことなのに、もう何年も昔のことのように思える。

　だがその場所は、王族の禁域。巫女が勝手に入ることを許されない場所だ。

（ほんの少し。遠くから見るだけなら……）

　足元を確認しながら、マルスと出会った花園が見える場所を目指した。

　そこには、あのとき見た白い花はすでになく、夏を思わせる黄色い大輪の花が群れ咲いていた。あとほんの何十歩か踏み出せば、あの場所に立てる。だが巫女であるレアには、それはできない相談だった。

　レアのもどかしさに呼応するかのように、緩やかな風が頬を撫でていく。しかしそれは生暖かく、一種の狂気を孕はらんだにおいがして、胸がざわめいた。風に流された雲が月の光を遮ると、ほんの数拍、暗闇に覆われる。

「そこにいるのは誰だ！」

　突然、暗闇を打ちはらうかのような神々しい声が辺りに響いた。レアの体は雷に打たれたように、指先ひとつ動かすことができない。

　それは決して聞き間違えることのない男の声。

　再び月明かりが戻って地面に光が差したとき、彼らは時が止まったようにお互いを見つめたまま、その場に立ち尽くした。

「レア！」

「だめです！　来ないで！」

　駆け寄ろうとするマルスに、レアはとっさに拒絶の意思を表した。

「いけません……。来ないで……」

　夢にまで見た愛いとおしい女が目の前にいるというのに、まるでくいで打たれたように、マルスはその場から一歩も動けずにいた。レアは動けずにいるマルスを見据えたまま、震える足で後ずさる。

「待つんだ、レア！」

　マルスは置き去りにされそうになった子供のような必死の形相で、レアをなんとか引き止めようとする。

　ほんの数十歩。手を伸ばせば届きそうな距離にいるというのに、レアは自分を受け入れようとしない。走れば捕まえられる……そう思い、マルスは前かがみになって駆け出そうと姿勢を整えた。

「だめです。来ては……だめ」

　レアの瞳は大きく揺れ動いて、月の光に反射しているように見える。

「泣いているのか？」

　マルスはなんとしても、レアをこの腕に抱き寄せたかった。そうしないと、この月明かりが見せた幻であるかのようにはかなげなレアが、このまま消えてしまいそうな気さえする。

　レアがもう一歩後ずさった瞬間、マルスは勢いよく地面を蹴って野生の獣のようにしなやかに走ると、躊ちゅう躇ちょせずに彼女をかき抱いた。勢い余って、そのままレアを地面に押し倒す。

「ぐっ！」

　ふたり分の体重を受け止めたマルスの腕が、みしりと音をたてる。その痛みに、思わず声が漏れた。

「マルス様！　大丈夫ですか？」

　レアはさっきまでの拒絶などすっかり忘れて、顔をしかめたマルスの体を心配した。

「う……」

「マルス様？　もしや、どこか痛めたのでは？　返事をしてください！　マルス様、マルス様！」

　痛みを堪えるように目を閉じたままのマルスの肩を、必死で揺さぶった。

（どうしよう。私のせいだわ。ウルウ様を呼んだ方がいいのかしら？）

　今にもこぼれそうな涙を堪えて、懸命にマルスに話しかける。

「マルス様。今、ウルウ様をお呼びします。ここでお待ちください」

　レアが体を反転させてマルスの腕からすり抜けようとすると、マルスは自分の下に組み伏せているレアの体の上に、ぴたりと重なるように体重をかけた。

　マルスの体の熱が伝わり、レアの心臓が大きく跳ねる。だが、今はそれどころではない。

「おつらいでしょうが、ほんの少し体をずらしてください。このままでは、ウルウ様を呼びに行けません」

　全力でマルスの体を押してみたものの、レアの力ではとても彼の下から這い出すのは不可能だ。

（……ああ、神様！）

　レアがいよいよ天に祈ったとき、マルスがぽつりと言葉をこぼす。

「嫌だ」

「え？」

「どきたくないと言っている」

「でも、ウルウ様を呼んでこなくては」

「誰も呼ぶ必要はない。このままじっとしていろ」

「いくらマルス様のご命令でも、それはだめです。お怪我が悪くなったら！」

　そこまで言ってレアは、マルスが嬉しそうに笑っていることに気づいた。

「マルス様！　私を騙したのですか」

　きつい口調でマルスを咎めた。

「別に俺は、怪我をしたなどとひとことも言っていないぞ」

「それはそうですが……」

　不満顔のレアに、マルスはふっと笑みをこぼすと、ほんの少し体を離してレアの瞳を覗き込む。

「……会いたかった」

　その瞬間、レアの碧の双玉から、澄んだ雫しずくが頬を滑り落ちていった。

「私も……。私も、会いたかった。マルス様にお会いしたかった……」

　そう。レアはマルスに会いたかった。ただ、会いたかったのだ。それは言葉にすると、とても簡単なことのように思えた。

　マルスに会えば聞きたくなってしまう。どうして自分を妻にしたいとからかったのだと、責めてしまいそうになる。そんな醜みにくい自分をマルスにさらけ出して、嫌われたくはない。

　レアはあれやこれやと考えを巡らせていたが、会えばそんなことは些さ細さいなことに思えた。今の瞬間を大事にしたい。マルスの温もりを感じていたい。ようやく自分の正直な気持ちと素直に向き合って、心の荷が下りたような気がした。

　マルスの荒い息遣いがレアの耳元に届く。体重をかけられているのに、レアは少しも苦しくなかった。むしろ心地いい圧迫感ですらある。マルスの鼓動とレアの鼓動がひとつに重なったとき、ようやく彼女は心の平安を手に入れた。

「やっと捕まえた」

　マルスの言葉が、単に体を捕らえて抱きしめたことを指しているのではないことは、レアにもよくわかった。おそらくそれは彼女の望みでもあったから。

「何回だ？」

「え？」

「何回、俺の名を呼んだ？」

「何回も呼んでおりません」

　レアはなぜだか急に恥ずかしくなり、顔を逸らす。

「マルス様、マルス様、マルス様。百回ほど呼んでいたか？」

「そ、そんなに呼んではおりません！」

　正面に向き直ると、マルスの顔がさっきよりもっと間近に迫っている。しかも目に映る彼の表情は、どう解釈しても自分をからかっているそれだ。唇の両端がわずかに持ち上がり、青い瞳がきらきらと輝いている。

　レアの頬が色づいているのを満足そうに眺めると、マルスは笑いながらレアの額を撫でた。

「ちゃんと治療してくれよ」

「え？　やはり怪我をなさったのですか？」

　レアは真剣な表情になって、マルスの両腕に手を置く。しかしマルスはくすりと笑うと、レアの耳たぶに触れそうなほどに唇を近づけて、吐息で囁ささやく。

「いや、病だ。……恋の病。お前にしか治せぬ」

「なっ！」

　レアは絶句し、マルスは満面の笑みを浮かべる。

「し、知りません！」

　レアがそっぽを向くと、マルスはおかしそうにくすくすと笑った。その笑い方には愛情が感じられて、レアは本気で怒ることはできなかった。

「レア」

　マルスはレアの頬を掌で包むと、そっと上を向かせる。マルスの瞳には、もう何度目かの熱い欲望の炎を感じたが、レアは不思議と嫌悪感も罪悪感も湧かなかった。

「マルス様……」

　レアの瞳に長いまつげがかぶさり、マルスの姿が遮断されると、ふたりは唇でお互いの熱を伝え合った。

　夜空に浮かぶ大小の星たちが、ふたりの逢おう瀬せを音もなく見下ろしている。

　マルスはそっとレアの唇から離れると、彼女を抱きしめたまま、その細い首筋に顔をうずめた。

「レア。俺はお前を愛している。お前に相応しい男になるまでは、決して手を出すまいと思っていたが、やはり我慢できそうもない。お前が欲しくてたまらないんだ」

　苦しそうに目を閉じたまま、レアの返事を待った。

　今は拒否されれば、このままなにもする気はなかった。これまでならきっと、強引に事に及んでいたに違いなかったが。

　そういう意味では、とうの昔にマルス自身も大きく成長していたのだが、本人にはまったくそんな自覚はなかった。ただひたすら、レアを傷つけたくない一心だった。

　どのくらいそうしていたのだろう。

「……レア？」

　レアの返事がないのを不審に思い、マルスが顔を覗き込む。

「……なっ!?」

　レアのすやすやという呼吸音とともに、彼女の胸の膨らみが、ほんの少し上下している。嘘だろうと思ったが、レアは本当に眠ってしまったようだった。その寝顔はとても安らかで、わずかに微笑んでいるように見えた。

「はあ～」

　マルスの大きなため息で、花園に群れ咲く花たちまでが吹き飛ばされそうだ。

　いったい、いつから眠っていたのだろう。一世一代の告白が、もしかするとひとこともレアの記憶にとどまっていないのかもしれないと思うと、マルスは肩を落とした。しかし逆に言えば、時期尚早ということなのかもしれないと、すぐに気を取り直す。

　レアの愛らしい唇をゆっくりと指でなぞり、そのまま触れるだけの口づけを落とす。

　眠ってしまったレアを抱えて、神殿に向かって歩き始めた。そういえば初めて会ったときも、マルスは同じように眠ってしまったレアを抱えて運んだ。

　違うことといえば、以前はレアの部屋がわからず、ウルウのところに連れていったのだった。狂犬を見るような目つきで、ウルウに睨みつけられたことを思い出して、思わず吹き出す。

　以前と異なることはもうひとつあった。

　マルスはもう一度、愛する少女の寝顔を確認すると、柔らかく微笑んだ。




　その知らせは、秋の終わり、夕方の心地いい風が吹き抜ける時刻になって突然、嵐のようにやってきた。

『マルス王！　一大事です。南の地方都市トーラで、反乱が起きました！』

　一日の政務を終えて、自室で考え事にふけっていたマルスは、知らせを聞いてすぐに主だった宰相たちを集め、緊急の宰相会議を開いた。

「なにがあった？　詳しく話せ」

「はい。トーラの街で農民が反乱を起こしました。すぐにトーラの地方官であるランド将軍が鎮圧しましたが、多数の死傷者が出た模様です」

　トーラから三日三晩、徹夜をして早馬で駆けつけたその男は、疲れきった表情で述べると肩を落とす。

「原因はなんだ？」

「おそらく、増税のふれを出したのがきっかけではないかと。今年は夏には日照りが続く一方で、秋には長雨が降り、作物の成長が芳しくございません。農民たちが税の負担を減らしてほしいと陳情していたのに、逆に負担が増えると知って、怒りが爆発したと思われます」

　宰相たちが皆、がやがやと騒ぐだけの中、マルスだけは驚愕の色を浮かべていた。

「増税だと？」

　決して大きくはないが、肝の冷えるようなマルスの低い声。途端に喧けん騒そうとしていた議場はしんと静まり返り、一切の音が排除される。嵐の前の静けさだ。

「どういうことだ、アニウス？」

　アニウスが提案した増税案は、マルスの強い希望で却下されたはずだった。マルスの鋼はがねの剣にも似た尖った視線にも、アニウスは動じることなく立ち上がる。

「私は王のご命令通りに、去年と同じ税を徴収するよう指示を出しております。おそらくは、地方官の中に不正を働いている者がいるのでしょう。その件は、私が責任を持ってお調べいたします」

　いかにも忠臣面をして、アニウスは折り目正しく申し述べてから、「ところで、僭せん越えつながら申し上げます」と続ける。

「このように国が荒れるのは、王の統治が安定していないせいではないでしょうか。今回の件で、ウェスタ国の民全体にも動揺が走りましょう」

　傍目にもわかるほど、マルスの眉間のしわが深くなる。

　いくら王の伯父といえども、すでに後見をとかれた身だ。王の不興を買って処罰された貴族たちのことを思い浮かべ、アニウスの言葉に、誰もが彼の失脚を予感した。

「なにが言いたい？」

　マルスの台詞はあくまでアニウスに向けられたものだが、マルスのすさまじい迫力に、この場にいる誰もが自分が責められたかのように冷や汗をかいて息を詰めた。ある者はうつむき、ある者はアニウスの顔色を窺い、ある者はこっそりとマルスの顔を盗み見る。

　ただひとつだけ確かなことは、この場にいるアニウス以外の誰も、問題の打開案を持ってはいないということだった。もったいぶって、アニウスはひとつ咳払いをする。

「簡単なことでございます。王が身を固め、世継ぎをもうければいいのです。さすれば民は安心し、このウェスタ国の末代までの繁栄を確信することでしょう。民には税を納める義務がございますが、王には民に安心を与える義務がございます。まずは王が義務を果たし、そのうえで民に義務を求めるべきではありませんか」

「おお、なるほど！」

　ざわめきの中でも、アニウスの意見に賛同する者の声がはっきりと聞こえる。マルスは射殺しそうな勢いでアニウスを睨みつけた。

　税に関するふれを出し、地方から税を徴収する責任者はアニウスである。誤って増税のふれが出ていることや、そのことがきっかけとなり内乱が起きていることに対してアニウスの責任を追及したはずだったのに、うまく逆手に取られ、自分の婚姻の話にすり替えられたのだとわかって歯噛みする。

　確かに、さっさと世継ぎを作らなくては、王としての義務を果たしているとはいえないだろう。今までも何度となく宰相会議でせっつかれてはいた。おそらく増税の話も、アニウスが命令したに違いない。そうでなければ、こんなにも落ち着きはらって、自分から調査を申し出るはずがないだろう。しかしアニウスが増税のふれを出した張本人だという確たる証拠はなかった。

　マルスは自分の力のなさを、これほど悔しいと思ったことはなかった。お構いなしに、アニウスはよく回る舌に弾みをつける。

「いつまでも王が独り身でいらっしゃるので、もしや前王のように王位を捨てるおつもりなのではないかと、皆が不安がっております。王が妃を迎えた際には、各地で祝いを催し、酒や肴さかななどを無償で振る舞ってはいかがでしょう。自分たちが見捨てられていないことを知れば、民は安堵いたします」

　アニウスの頬は、興奮でまるで酔っぱらいのように赤らんできた。

「増税も間違いであったと公布するよりは、王のご婚姻のお祝いとして、特別に税を軽くするといった方が効果的かと存じます。捕らえた反乱の首謀者にも恩赦を与えて刑を軽減し、王の寛大なお心を示せば、なおよろしいかと」

「しかし、今日の今日で王の花嫁を探すのは、難しいのでは。今まで何人も候補を挙げておりますが、その……王のお気に召した者はおりませんから」

　口を挟んだのは、重臣のひとり。アニウスよりも年上らしい白髪の男だ。

「ええ。ですが、ぴったりな人間がおります」

　アニウスの自信満々の言葉を、皆は「おお、さすがはアニウス様だ」と好意的に受け止める。

「待――」

『待て』と言うはずのマルスの言葉は、アニウスの力強い声にかき消される。

「我が娘、シギネアを妃にしてはいかがでしょうか」

　アニウスが根回しをしておいた最初の数人が賛同の意を表すと、雪崩なだれを打つように連鎖が起き、ついに議場はほぼ満場一致の拍手で埋め尽くされた。

　マルスはその拍手の波に、危うく呑み込まれそうになっていた。このまま頷いてシギネアを妻にすれば、万事うまくいく。なにもわざわざ自分ひとりが苦労して、この老練な重臣たちを相手に立ち向かう必要などないではないか。頑張ったところで、誰に褒められるわけでも、民の信頼を取り戻せるわけでもない。

　ただ、こくりと頷くだけ。それだけで、また元のように、なにも考えずに享楽的な生活を楽しめる……。

　それはひどく甘美な誘惑に思えた。しかし、自分の堕落した暮らしを振り返る。果たして、享楽的な生活を再び楽しめるのだろうか。レアではない他の女をはべらせて、朝から晩まで酔いつぶれ、執務はアニウスに一任する。この四年間と同じ生活。

（俺は、そんなふうに生きたいのか）

　自問すると、答えは考える間もなく弾き出された。

　――否。

　レアでない女などいらない。酒で現実をごまかすことは不可能で、アニウスが良政を行っていないことは明白だ。レアに命じて、強引に自分のそばに置くこともできるが、そんなことをすれば自分の求めるレアではなくなってしまうだろう。

　拍手が鳴りやまない中、アニウスはすでに自分の策が完全に成功したと、心の中で勝利宣言をしていた。

（さて、後は、ウルウの次の神官長の座に誰を据えるか考えねばな）

　アニウスについていた重臣たちは小躍りして喜んだが、対立していた重臣たちは、これでアニウスの権勢を揺るがすことはできなくなったと諦めの境地に立った。おそらく自分たちはアニウスの手によって排除されるか、もしくは金魚の糞のように、アニウスの後をついて回ることになるだろう、と。

　マルスの変化にうっすら期待をしていたひと握りの重臣の中には、アニウスの権力が強固になることに眉をひそめ、マルスが以前のようにアニウスの傀儡になるのだろうかと肩を落とす者もいた。一方で、よりいっそうマルスへの忠誠を誓い、アニウスひとりに権力が集中しないようにマルスを支えようと考える者もいた。

　そんなさまざまな思惑の真ん中で、マルスはゆっくりと立ち上がった。手を叩く最後の音が消えたとき、彼は興奮するでもなく、威圧するでもなく、ただ淡々と述べる。

「皆の意見はわかった。確かに俺はこれまで怠けてばかりで、今まで王としての責務を果たしてこなかった。今回の騒動も突きつめれば、俺の政治力のなさにあるのだろう。妃を娶るのも、世継ぎをもうけるのも俺の義務だ。皆の言う通り、妃を迎えよう」

「おお～!!」

　いくつもの高い声が議場に響いた。

　アニウスは、にやつく笑みを必死で堪えて真剣な表情を作ったが、頬が不自然にひくひくと動く。

（急いでシギネアに知らせてやらないと。神官を辞するための進物を準備しなくてはならないし、忙しくなる）

　娘の花嫁姿を想像して目を細め、喜びの気持ちを抑えることができなかった。次のひとことを聞くまでは。

「だが、それはシギネアではない。俺の結婚相手は俺自身が決める」

　マルスはそれだけ告げると、ぽかんと口を開けた宰相たちに背を向けて、議場を後にした。




　宰相会議で大胆な発言をしたマルスは、議場を出てすぐ、自分の発言を現実のものとするべくウェスタ神殿へ向かっていた。

　日が落ちると、夏の暑さが夢だったのではないかと思うほど底冷えがする。まだ冬に入っていないというのに、この気温はなんなのか。むき出しの肩が冷気に触れる。

　渡り廊下を歩きながら、上着を羽織るべきだったと王宮を振り返った。だがウェスタ神殿はもはや目の前だ。はやる心に勝てず、マルスは歩みを止めなかった。

　目的の部屋の前を行ったり来たりしている少女が目に留まり、首を傾げた。かわいい顔には不釣り合いな難しい顔をして。

　よほど集中しているのか、彼女がマルスに気づいたのは、ほんの二、三歩の距離を残してだった。

「あ、マルス王！」

　少女は自分で自分の言った言葉に驚き、「ぎゃっ！」と口元を両手で隠した。

「ここでなにをしている？　その格好は巫女見習いだな？　レアに用事でもあるのか」

　マルスは少女の不可解な行動に首をひねったが、大して関心はなかった。それよりも今、早急に解決すべき問題は自分自身のことだ。おろおろする少女の背丈に合わせるように腰をかがめる。

「悪いが、俺もレアに急ぎの用事がある。先に会っても構わないか？」

　少女は当然、その順番をマルスに譲った。

　――コツン、コツン、コツン。

　遠慮がちに扉を叩く音がする。

（この叩き方は、マリカね）

　レアはいつものように、かわいい後輩がやってきたのだと思い、扉を開けながら話しかける。

「今日は遅かったのね。マリ……カ」

　マリカを迎え入れようと笑顔を浮かべていたレアは、予想と違う人物の来訪に、驚きの表情に変わった。いつもの『よろしくお願いします』という元気のいい挨拶はなく、マリカは無言のまま、マルスのやや後方に遠慮がちに立っている。

「ごめんね、マリカ。今日は都合が悪いから、暗誦の勉強はまた明日にしてもいいかしら？」

　レアはやんわりとマリカを拒んだ。幼い彼女を余計なことに巻き込みたくはない。

　マリカはぺこりと頭を下げると、そのまま小さい体を丸くして背を向けた。扉が閉まる直前に、一度だけ心配そうにレアの方を振り返ったが、レアと目が合うことはなかった。

　マルスは部屋に入り、後ろ手で扉を閉めると、立ったままレアに話しかける。

「今のは、巫女見習いか？」

「はい。今年入ってきた子で、マリカといいます」

「暗誦の勉強というのは？」

「創世記を覚えたいというので、ときどき勉強を見てやっているのです」

「そうか。感心な娘だな」

　そのまま扉の内側は夜のしじまに包まれた。お互い、ただ見つめ合うだけ。まるで、一本の運命の糸で繋がっているかのように。

　こんなことを話すために来たのではない。マルスはわかってはいたが、やはり口にするのはためらわれた。時間の流れが永遠のように長くも感じるし、刹せつ那なのように短くも感じる。そうして沈黙を破ったのは、レアの方だった。

「なにか、お話があっていらしたのではありませんか？」

「ああ」

　深刻そうなマルスの様子に、長い話になるかもしれないと思い、レアはマルスに椅子を勧め、自分も腰を下ろす。

「この前、お前は眠ってしまったから」

　マルスは『俺は大事な告白を二度もする羽目になるんだぞ』と心の中でひとりごちた。少し照れたように、窓の外に視線を移して頭をかく。

「あ、申し訳ございません。重いのに運んでいただいて」

　レアはマルスの言う『この前』というのが、三ヵ月前に花畑で抱擁したときのことだとすぐにわかった。昨日のことのようにその情景がありありと思い出されて、頬を染める。

　実際、マルスと心が通じてからも、ふたりだけで会うのはあれ以降初めてのことだ。レアはやはり人の役に立ちたくて施薬に励んでいたし、マルスは早くレアに追いつきたい一心で政務に没頭していた。

　一ヵ所を繕ったかと思えば別の箇所がほころび、その箇所を繕うとまた別のほころびが見つかる。王の仕事などというものは、それこそ朝から晩まで絶えることがなく、完璧など求むるべくもない。たとえすべてのほころびを繕えないとしても、ほころびを繕おうと努力するだけ、かつてのマルスに比べれば、ずっとましであるに違いなかった。そのため、忙しくてレアと会えなくても、マルスは焦ったりはしなかった。

　会えない時間はむしろ、自分とレアにとって有益なのだと考える。お互いの成長を待ち、胸を張ってともに人生を歩む。マルスの描いた未来図は、実現に向けて、徐々にではあっても着実に実を結んでいた。

　しかし、宰相会議で妃を迎えると宣言してしまった今、猶予はない。

「レア。俺はまだ中途半端な王のままだが、必ず民のためにこの国をよくしてみせる。俺とともに、この国をよくする手伝いをしてほしい。いや、違うな」

　かぶりを振って、レアをまっすぐに見つめる。

「俺のために、俺自身のために、妻になってほしい。何物にも代え難いほど、お前を愛している」

　わずかな間を置いて、レアは濡れた瞳で透明な笑顔を見せた。

「では私は、磔にされなくてはなりませんね。神に仕える身でありながら、こんなにもひとりの男性に心惹かれるなど」

　レアの澄んだ声が濁りのない水のように染み込んで、潤していく……マルスの耳を、体を、そして心を。

「レア……」

　レアの震える華きゃ奢しゃな体を、壊れ物を扱うようにマルスは優しく抱き寄せる。

　上着などなくても、マルスの心は春の日だまりのように、穏やかで温かかった。




（どうしよう）

　どこかで扉が小さくパタンと閉まる音に、マリカはぎょっとして、扉につけていた耳を離した。慌てて辺りを見回すが、人の気配はない。

　闇に包まれた廊下が、一段と暗く感じられる。地獄の淵に立っていると、マリカは思った。

　自分がやっていることは、大好きなレアを裏切る行為だ。マリカのくるくるとした瞳に、じんわりと光るものが浮かんだが、すぐにそれを腕で拭った。

　再び扉に耳をつけて、部屋の中の様子を窺ったが、ぼそぼそという音が聞こえるだけで、なにを話しているのかまでは聞き取れない。

　明日の夜は主人に呼ばれている。きっと、ふたりの関係はどうなっているのかと詰問されるだろう。王がこの部屋を訪れたことを報告すべきだろうか。でも、内緒にしておけばきっとわからない。

　レアに近づいて見張るように、との主人の命令で始めた創世記の暗誦。それがこんなに楽しいことだとは知らなかった。ほんの少しでも暗誦できれば、レアは我がことのように喜んで褒めちぎってくれる。

　自分にも、できる。それはマリカが物心ついてから経験したことのない、自身の未来への可能性という新たな扉だった。

　明日に、という勉強の約束を、適当な理由をつけて断らなくてはならないことが、マリカにはなによりも悲しかった。










罪人として




　吹き抜ける風が徐々に冷気を帯びて、ウェスタ神殿に冬の到来を告げる頃。ウェスタ国内にある最も北の大地には、すでに本格的な冬が訪れていた。

　チェルシー国の港に降り立った後、最も近い国境を越えてウェスタ国内に入ったロカは、想像以上の壮絶な光景に顔を歪める。

　雪に覆われた景色は、まぶしいくらい一面の白、白、白。清浄このうえない真っ白な雪の上に、無数の人間が眠るように転がっている。老人、女、子供……。そして、ときには若い男さえも。彼らにはただひとつ、枯れ枝のように痩せ細った体を持ち、すでに呼吸をしていないという共通点があった。餓死者の数は三桁けたに迫る勢いだ。

（……ひどい有様だな）

　数多くの戦場をくぐり抜け、さまざまな国を渡り歩いたロカにも、それは目を覆いたくなる凄せい惨さんさであった。生き残った者たちも、自分たちが生き延びるのに必死なのだろう。死者は埋葬されることもなく打ち捨てられている。

　ロカは一瞬後ろ髪を引かれたが、すぐに頭を切り替え、まっすぐに南を目指して馬を駆った。この惨状にほんのわずかな哀れみも投げず、心を残すこともなく。

　今にも死にそうな者にわずかな食糧を分け与えたとしても、助けられるのは、せいぜいひとりかふたり。下へ手たをすれば誰ひとり救うことはできないだろう。

　犠牲を最小にするために、今は一刻も早く王宮へ行き、根本的な対策を取る必要がある。それがわかっていたから、振り返ることはせず、ひたすら前進した。犠牲者を数で比較する割り切ったその考えは、支配者のそれだった。

（国が救えないときは、マルスを逃がすだけだ）

　トーラの街で起きた反乱は、税率を元に戻すことでなんとか治まったと聞いていた。しかし、今度は飢えて死ぬかどうかの争いだ。国の助けがないまま生きる道を閉ざされれば、民衆の怒りは王へと向けられるだろう。

（……神の怒りに触れた国か）

　感傷を切り捨てるように、ロカは馬に鞭を当てた。




　王宮の外へ一歩出れば、まだ冬の入口といった柔らかな日差しが降り注いでいたが、宰相会議が行われている部屋では、マルスとアニウスの激しくかつ吹雪ふぶきにも似た火花が飛び散っていた。

「では、どうしてもそのレアという巫女を妃に迎えると？」

「さっきから何度もそう言っているだろう」

「しかしその娘は、奴隷出身だというではありませんか」

「そんなことは関係ない。俺はレアを妻にする。正妃にだ。側室は持たない。何度も言わせるな」

　マルスは反対されることを承知だった。そのうえでレアを正妃に据えると認めさせなくては、今後自分の考えはなにひとつ通らないだろう。

　笑いじわと、ほうれい線の目立つその宰相は、普段から徒党を組まず、常に中立の立場を守ってきた。彼はアニウスとは別の理由で、マルスの希望を受け入れるのには消極的だった。それは単にレアが奴隷出身だからということではなく……。

「お前が反対するのは、レアが巫女だから、だろう？　そういう意味では、シギネアとの話にも反対のはずだ。違うか？　ルクス」

　議場が水を打ったように静まり返る。マルスは重臣たちの心の声を正確に代弁しただけだったが、重臣たちは素直に頷くのは躊躇した。頷くのは、今まで触れないよう細心の注意を払ってきた行為が無に帰することだから。

「王よ。誰もそんなことはひとことも申しておりません。ただ、王にはもっと相応しいお相手がいると、そう申し上げているだけです」

　ルクスと呼ばれた宰相は、心のうちを悟られないよう質問をかわして、これ以上話が核心に近づかないよう祈ったが、その努力をアニウスが泡にする。

「なんと！　ルクス宰相は、今さら王の血について疑いをお持ちなのか。それとも、ご自分の娘が神官長まで上りつめながら退任を来春に控え、焦っておられるのかな」

（……アニウスめ！　自分がなにを言っているのか、わかっているのか！）

　ルクスはかろうじて表情には出さなかったが、瞳だけは研ぎ澄まされた刃のように細められ、すごみを増した。アニウスの言についての答えを、アニウスではなく王に向かって奏上する。

「王よ、この部屋にいる宰相たちの誰も決して申し上げることができないでしょうから、代表して私が申し述べましょう」

　アニウスに対抗できる可能性を持つ唯一の宰相であるルクスの言葉に、マルスも真剣に耳を傾ける。

「私の娘ウルウは確かに神官長を退任いたしますが、決してアニウス宰相がおっしゃるような二心を、私が抱いているわけではございません。王は、現在我が国で餓死者が続出していることをご存じですね」

「ああ。少し前から報告が上がっているから知っている」

　今年は不作の年であったため、納税に猶予期間を設け、なおかつ非常倉を開けて、貯蔵してあった穀類などを各地に送る手はずになっていた。

「今から二十年ほど前にも、同じようなことがありました」

　静かなルクスの声とは対照的に、宰相たちは一斉に、ぎょっと息を呑む。

『馬鹿な！　そんな禁句を王の眼前で発するなんて』と、その場にいた誰しもが思った瞬間、マルスはルクスをぎろりと睨んだ。視線だけで射殺できそうなほどだ。

「それも知っているぞ。俺が生まれたせいで飢き饉きんになったんだったか？　今回も、俺のせいにしたいわけか」

　蒼白な面々の中、ひとり口元をほころばせているのはアニウスだ。マルスに睨まれたルクスは、その視線を柳のように受け流し続ける。

「いいえ、そうではございません。二十年前の飢饉の原因は、天候の不順による不作にございます。そして今年の飢饉の原因も、天候によるものです。もしかしたら二十年周期で天候の不順が起こるのかもしれません。四十年ほど前にも不作の年がありましたから」

　ルクスの淡々とした口調はウルウにそっくりだと、マルスは思った。確かウルウは養女と聞いていたが、マルスにはルクスの顔までもがウルウに似ているように思える。

　マルスの斜め後ろで、空気のようにマルスを警護していたホーエンは、そっと主人の横顔を盗み見た。

（怒りに任せてルクス宰相を議場から追い出さず、話を聞いているとは。……本当に、王はお変わりになった）

　ホーエンはマルスが生まれたときに、前王であるユピテロカから命じられ、護衛兵になった。マルスは幼い頃は素直でやんちゃな子供だったが、いつからかあまり本心を見せなくなった。

　いや、見せなくなったというよりは、物事に関心を持たないように心がけていたというべきか。欲しいものも『欲しくない』と言い、やりたいことも『やりたくない』と言った。それは本心であるようにも見えたし、そうでないようにも見えた。

　ただ、間違いないのは、マルスがわがままを通して、なにかひとつのものに固執したことはないということだった。その生き方は、〝生〟にさえ興味のない緩慢な自殺のように思えた。

　それが今はどうだろう。それまでの分を取り返すように、生き生きとした魂の宿るマルスの青い瞳。それはかつてホーエンが仕えたユピテロカを彷ほう彿ふつとさせた。

　兵士の中でも一、二を争う剣の使い手であったホーエンが、一度も黒星をつけられなかった唯一の男ユピテロカは、決して狂王などではなかった。確かに発想が突飛で、多少常人離れしたところはあったが。近くで仕えたホーエンには、ユピテロカが出奔した理由も手に取るようにはっきりとわかっていた。

（……やはり、似ていらっしゃる）

　ホーエンは、マルスが本当の意味で王となるその日まで彼を守らなければ、と改めて思った。無意識に頬の傷をひと撫ですると、もう何事もなかったかのように、いつもの無表情に戻る。

　窓から最も遠い議場の奥の隅にまで、冬の足長の光は苦もなく届く。明るい光に照らされたほとんどの重臣たちの顔は一様に曇り、まるで猛吹雪の中で道を見失った迷子のような顔をしている。

「二十年前の飢饉の折、確かにマルス様のことが人々の口の端に上りました。不作になったのは、前王であるユピテロカ様が、ウェスタ神に仕えて純潔を誓ったはずの神官を孕ませ、強引に側室に迎えたからだと」

　また別の重臣が口を開く。

「いや、そもそもマルス様の父親が本当にユピテロカ様なのかと、疑う声すらありましたな」

　部屋全体の空気はさらに冷たく凍りつき、それぞれの心臓の鼓動までもが、今にも止まりそうだ。

「だからなんだ？」

　マルスは怒りが先行しそうになるのを、持ち得る限りの理性で押しとどめた。王にも忍耐というものがあったのか、と何人かは心の中で感嘆した。

　だが、核心に触れれば、マルスは激怒してルクスを処断するだろう。ウルウの退官も間近で、さすがに冷徹・公平で知られるルクスもやけになっているのだろうと考える者もいた。

　窺うような重臣たちの様子など完全に無視して、ルクスは静かに口を開く。

「民がこのたびの不作について、どういう噂をしているかご存じですか？」

「知らんな。申してみよ」

「祭祀王を務めた上級巫女は、あのときすでに穢れを持っていたのではないか。ゆえに、神の怒りに触れてクリナリア祭は失敗した。このたびの飢饉はすべてそのせいで、巫女に罰を下さない限り、神はウェスタ国を許さないだろうと……」




　宰相会議は長引き、結論を出せないまま、夜半になってようやく終了した。会議が終わった直後、人払いをしたはずのニュクスの部屋に、侍女が大慌てで駆け込んでくる足音が響く。ニュクスはとっさに寝台に腰を下ろして、何事もなかったふうを装った。それと同時に侍女が室内に入ってくる。

「何事です？　人払いをしたはずですよ」

「申し訳ございません。それが……王が！」

「王がどうかなされたの？」

　ニュクスには、もう侍女の答えは必要なかった。重い足音が聞こえる。その人物が答えだった。

「夜半に突然訪ねる無礼をお許しください」

　マルスは深々と頭を下げる。いつもの若者らしい覇気はなく、まるで年寄りの訪問を受けたようだ。ニュクスは侍女に目配せして下がらせると、マルスの悲壮な顔を両手で包み込む。

「なにがあったのですか？」

　見当はついていたが、あえて知らないふりをした。ここ数日、王宮に仕える者で、その噂を知らない者はいなかった。ただひとりマルスを除いて。

　普段ならニュクスは、寝室の隣にある客間でマルスをもてなしているが、今はあえてマルスに寝室にある椅子に腰かけるよう促し、自らお茶を用意した。

　机の上には、食べかけの夜食が置かれている。マルスはいつもと様子の違うニュクスに気づくほどの心の余裕がなく、勧められるまま椅子に座ると、すぐに本題に入る。

「単刀直入にお伺いします。俺の父親は、誰ですか？」

　ニュクスはお茶を飲もうと口をつけたままで動きを止めると、湯飲みを机の上に置いた。ちらりと寝台の下に目をやってから、マルスの顔を正面から見据える。

「なにをお疑いか知りませんが、マルス様は正真正銘、前王ユピテロカ様とヴェローナ様との間に生まれた御子でございますよ」

　まさかその質問が来るとは予想していなかったので、ほんのわずかに動揺した。

（……いったい誰が、そのようなことを王に吹き込んだのか。『あの人』もいさぎよく出てくればいいのに）

　しかしマルスは、ニュクスの模範解答のような受け答えに満足できずに食いつく。

「二十年前、飢饉が起こったとき、人々は私が生まれたせいだと噂していたとか」

「ええ、そんなこともあったわね。ヴェローナ様は神官でしたから、王の妾妃になることに反対する者も多かったのです。ですが、きちんと還俗して王宮に入られたのですから、なにも後ろめたいことはありません。おふたりは愛し合っておいででした。それはマルス様も覚えていらっしゃるでしょう？」

　確かに、マルスが覚えているふたりの夫婦仲は悪くはなかった。だが、母はいつも父に遠慮して接していた気がする。なにかひどい負い目があるかのように。それをマルスは、神官から側室になったことに対してだと、今の今まで信じてきた。

　しかし今日耳にした噂話は、マルスの王としての地位を根本から揺るがすものだった。たかが噂。されど噂。時としてそこに紛れもない〝真実〟が潜んでいることを、マルスはよくわかっていた。

　ニュクスの話は、マルスが今まで聞いてきたことと寸分の狂いもない。疑うこともなく、二十年間信じきっていたものとまったく同じ。だが……。

「俺も、ずっとそう思ってきました。皆が飢饉を俺のせいにするのは、たぶん母が神官だったからだろうと。母に嫉妬した一部の者たちの心ない戯ざれ言ごとであろうと。ところが、妙な噂を耳にしたのです。母は妾妃になる前に俺を身ごもっていたと。そして、父親は別の男だと。気づかない父も馬鹿だが、のうのうと妃に収まる母は恥知らずだ。そして自分の出生の秘密も知らず、王を名乗って大きな顔をしていた俺は、ふたり以上の愚か者だ！」

　両親と自分の話だというのに、マルスは口にするのも汚らわしいと言わんばかりに言い捨てた。

（てっきり、レアに立っている噂のことを相談に来たのだと思ったのに）

　ニュクスは、興奮するマルスをどう扱うべきか迷った。心を落ち着かせようと、お茶をゆっくりと喉に流し込む。

　否定しても、マルスの心の中に芽生えた疑念を完全に打ちはらうことはできまい。肯定することは……もちろん不可能だ。

　音もたてず、マルスはゆっくりと立ち上がった。

「あっ……」

「突然の訪問、どうも失礼しました。おやすみなさい」

　彼は背を向けると、そのまま部屋を出ていった。

　ニュクスはなにか言いかけようとして口をつぐむ。

　引き止めたところで、なにをどう言えばいいというのか。マルスの頭の中では、すでにある決意が動かしようもないほど固まっていて、他人の言葉には左右されないように思えた。

　マルスが口をつけなかった湯飲みが、ニュクスのすぐ目の前にある。湯気が出ているところを見ると、お茶はまだ温かいのだろう。

　寝台の下で、ガタンとなにかがぶつかるような音がして、その方向に視線を移してこう言う。

「ちゃんとお聞きになりましたか？　あなたの息子は、ずいぶんと立派に成長したでしょう？　ロカ様」

　寝台の下からのっそりと現れたロカは、ニュクスの言葉に返事をせず、マルスのために出されていたお茶を手に取ると、一気に飲み干した。

「はあ～。こんな狭いところに押し込められて、死ぬかと思ったぞ」

　相変わらず飄ひょう々ひょうとしたロカの態度に、ニュクスは「はあ」とため息を落とした。

（どうして私もヴェローナ様も、こんな人を好きになったのかしら）

　部屋の中で食べ物を探してうろうろと歩き回る様は、とてもかつての王には見えない。その辺りにいる野良犬そっくりだ。

　王子など産まなくて本当によかったかも、とニュクスは心の中でつぶやいた。

　ヴェローナが先にマルスを出産したため、自分も王子を産まなくてはと密かに悩み、心を痛めた時期もあったが、ロカの世話を焼きながら、これ以上手間のかかる大きな息子はいらないと改めて思った。

　夜食が食べたいとニュクスが侍女に運ばせた食事を、ロカは遠慮なく食べ始める。

　伸び放題の髪とひげで熊のような姿をしている割には、上品に食事をしていく。長い指を器用に使い、次々と食べ物を口に運ぶ様に見とれている自分に気づいて、ニュクスは頬を桃色に染めた。

（まったく、惚ほれた弱みとは、よく言ったものだわ）

　ある日突然、自分と子供たちを置いて出ていった挙句、五年もほったらかしにされて、出ていったときと同じように、いきなり『ただいま』とあっけらかんとして戻ってくる。自分が拒否されることなど微塵も想像していないロカ。

　ニュクスは彼に自分の心を見透かされているような気がして、なんとなく面白くなかった。

「おい。おかわりはあるか？」

（そんなこと、侍女に頼めばいくらでも持ってきてもらえるけど）

「ありません」

「これっぽっちじゃ、全然足りん」

「今年は不作で、王宮も大変なんです。それくらい我慢してください」

　本心からそう思って言ったわけではなかったが、ロカは険しい顔つきになる。

「北から下ってきたのでしょう？　途中の街々はどうでしたか？」

　瞬間的に王の顔つきに戻ったロカに、ニュクスは街の現状があまり芳しくないのだと悟った。つい三ヵ月前には、南の地で反乱が起きたばかりだ。なんとか治まったものの、今度は北の地で餓死者が出始めたと聞く。

「そうだな」

　ロカは無精ひげを撫でつけながら目を閉じた。

　政情が不安定になることは、よくあることだった。貴族同士が争ったり、王族同士が王位継承権で揉もめたり。しかしニュクスが嫁いで約二十年間、さして大きな揉め事は起こらなかった。ロカが王位を捨てたときでさえ、多少の不満の声は上がったが、アニウスがうまく仕切ってすぐにウェスタ国は安定した。

　ロカ自身、四人の兄たちはすでになく、息子がマルスひとりしかいないこともあって、マルスが王位を継ぐことに反対する者は多くなかった。マルスの血を疑問視する連中でさえ、国が滅びて自分たちの地位を危うくするよりも、マルスを傀儡にしてうまい汁を吸う方がいいと最終的には判断した。

（今度もなんとかなるわよね）

　心ない誹ひ謗ぼうに、深く傷ついたマルス。だがマルスには愛するレアがいる。彼女は頭がよく、忍耐強い少女だ。

「餓死者はまだまだ出るだろうな」というロカの声を頭の隅にとどめて、ニュクスは茨いばらの道を歩むであろう若いふたりに心の中で声援を送った。

「それにしても……どうするおつもりですか？」

「ん？　なにがだ？」

　質問の意味をわかっていて、ロカはとぼけてみせたが、ニュクスもだてに狂王と呼ばれたロカの正妃だったわけではない。さっと椅子から立ち上がると、わずかに残った果物の皿をロカから取り上げて、高々と頭上にかざす。

「おい！　なにをするんだ。まだ食べ終わってないんだぞ」

　答えの代わりに、ロカを冷たい瞳で見下ろした。片方の腕を腰に当て、泣く子も黙るほどの無言の圧力。

　ロカはため息とともに口元を拭う。観念する他なさそうだ。

「わかったよ。ちゃんと会いに行けばいいんだろ？」

「当然です。あなたの息子なのですよ？　ヴェローナ様がお亡くなりになって、どんなに心細かったことか」

（……ヴェローナ、か）

　ロカの目に悲しみの色が浮かんだことを、ニュクスは敏感に嗅ぎ取ったが、なにか言う前にロカはすぐに表情を変え、呆れた顔でニュクスを見上げた。

「お前は本当に、マルスの母親みたいだな」

「男の子には、男親が必要なのです！」

　話はこれからと意気込むニュクスとは反対に、「はい、はい」と適当な返事をするロカは、席を立ってどこかに行こうとする。

「え？　もう行かれるのですか？」

　ニュクスは驚いた。

（食べるだけ食べて、立ち去るなんて。てっきり、ひと晩泊めてくれと言われるだろうと思っていたのに）

「なんだ？」

　ロカはしばらくの間、目を丸くしているニュクスをぽかんと見ていたが、すぐに彼女の心を自分の都合のいいように解釈して、「ははん」といやらしく唇の端を吊り上げた。

「なるほど。俺になにか期待しているわけだな？」

　ニュクスの顔に、さっと朱が差した。

　ロカが立ち上がってニュクスとの距離を詰める。あっという間に、ニュクスは長身の彼に見下ろされる形になった。日に焼けたたくましい腕が、素早くニュクスの腰を捕らえる。

「ちょ、ちょっと、ロカ様！　私はそういうつもりはございません！」

「俺がまたいなくなるのが寂しいんだろ？」

「ち、違います。この寒い時期に、野宿をするつもりなのかと心配しただけです」

　ニュクスは必死にロカの腕から逃れようと、腕を叩いたり胸板を押したりしてみる。彼女が真っ赤な顔で身をよじっているのを、ロカは楽しげに見下ろした。

「照れる必要はないだろう。俺たちは夫婦なんだから」

　いくら夫とはいえ、会うのは五年ぶりだ。そういう想像をするのは男の本能なのだろうが、自分はすでに半分未亡人のようなものなのだと、ニュクスは考える。

「ロカ……んっ」

　ロカはついばむようにニュクスに唇を重ねた。途端に、ニュクスの美しい顔が、母から女へと艶やかに変化する。

（……もう！　なんて身勝手なのかしら）

　そう思いながらも、ニュクスはロカの腕の中にいる心地よさに抗えず、たくましい背中に腕を回した。

　ロカからは土と埃ほこりとわらのにおいがする。胸板は鉄のように厚く、腕は昔よりもさらに筋肉質になったようだ。

　そのまま寝台に押し倒され、そっとまぶたを閉じる。耳元でロカの息遣いを感じると、心臓の鼓動が速くなるのを抑えられない。

　ロカの一番にはなれなくても、やはり自分はロカを愛しているのだと、ニュクスは思った。




　どのくらいそうしていたのか。ニュクスは、はっとして瞳を開いた。

（よかった。まだ夜は明けていないみたい）

　自分の隣ですやすやと眠っている夫の姿に苦笑する。乱暴な抱き方だけはちっとも変わっていないけれど。

　ロカの体にそっと手を触れた。昔よりも傷が増えているようだった。

　剣が好きなロカは、鍛錬を欠かしたことはなかったが、おそらくそれは今でも続けているのだろう。もしかすると危険を伴う実戦で。

（……そういえば、初めて会ったのは、私が山賊に襲われたときだったのよね。あのときはまるで、戦神が舞い降りてきたのかと思ったけれど）

　自分を守って勇敢に戦ってくれたロカの姿を思い出して、ニュクスはロカの体に頬を寄せる。

「ん……ヴェローナ……」

　ロカの寝言が、羽のようにかすかに聞こえた。

　ヴェローナのためだけに王位を捨て、ヴェローナのためだけにマルスを跡継ぎに据え、そしておそらくは今またマルスのためだけに、大嫌いな王宮へ舞い戻ったロカ。愛する女の……血の繋がらない義理の息子のために。

　ニュクスはほんのわずかに、ヴェローナに嫉妬を覚えた。死んでからもロカの心を捕らえて離さない。それは政略結婚をしたニュクスにはあり得ない話だ。

　彼女はロカの唇を塞ぐように、自らの唇を重ねる。

『いつでも逃げられるように、準備をしておけ』

　そんな忠告をするために、秘密の通路を通り、危険を冒して現れたロカ。自分のことをロカが忘れていなかったことだけが、ニュクスはなにより嬉しかった。




　古参の宰相であるルクスが、民衆の考え、すなわち神の怒りに触れたためにクリナリア祭が失敗したと発言して以来、宰相会議は朝早くから夜遅くまで開かれた。

　マルスの結婚相手についての話し合いが続いたが、一向に結論が出ないまま五日が過ぎた。

　飢饉の対策については、マルスがそれぞれの貴族たちの援助を求めたものの、自分の懐を痛めたくない大半の重臣たちが、のらりくらりと適当な言い訳を作って動こうとしないため、話が堂々巡りになって一向に好転しない。その間にも、本格的な冬の到来が刻一刻と迫っていた。

　ウェスタ神殿では、マルスがレアを妻に迎えると宣言した話が、光のような速さで通り過ぎた。

「王が上級巫女のレアを妃にすると宣言したそうよ。なんでも、シギネア様をお断りになったんだとか」

「どうやって王に取り入ったのかしら」

「それが、クリナリア祭の前から通じていたという話よ。今回の飢饉は、そのせいでウェスタ神がお怒りになったからだって」

「まあ、なんてこと！　そんなに以前からの話なの？　ここだけの話だけど、シギネア様は自分が妃になるって吹聴していたのよ。シギネア様は、レアと王が通じていたことをご存じなかったのかしらね」

「ちょっと！　ほら……」

　噂の当事者のひとりであるシギネアが、大股でドスドスと歩いている。その目は吊り上がり、眉間には深いしわ。への字に曲がった口元だけを見ていると、シギネアが美少女であることを思い出せないほどだ。

「なにを見ているの！　さっさとあっちへお行きなさい！」

　興奮したように金切り声を上げたシギネアの周りで、蜘蛛の子を散らしたように神官たちが走り去った。

（レアなんかが、私よりも上を行くなんて……絶対に許せない！　今に見ていらっしゃい！）

　シギネアは両手に拳を作って、血管が浮き出るほど握りしめた。

　蝶ちょうよ花よと育てられ、神官になってからもおべっかを使って祀り上げられていたシギネアにとっては、初めて覚える屈辱感。怒りは父と対立するマルスにではなく、ひとつ年下のレアに向けられた。自室に戻ると、すぐに行動を開始する。

「お呼びですか？」

　マリカは暗い顔をしてシギネアの部屋にやってきた。自分の主の娘であるシギネアが、レアの様子を聞かせろと言うのだろうと思っていた。

「用がなかったら、お前のような奴隷上がりなど、私の部屋に入れるわけがないでしょう！」

　シギネアの心ない言葉もいつものことだ。マリカはただ、「すみません」と言ってうつむく。

「お前、レアの兄を知っているのだったわね？」

　途端に、マリカの顔が色をなくした。どうやらレアの様子を報告するだけでなく、別の用事を言いつけられそうだとすぐに悟った。

「いい？　今夜、神殿に注文の品が届いたら、レアの兄にこう伝えなさい」

　シギネアは、こっそりとマリカに耳打ちする。

（せっかくレアに飢饉の罪を着せるために噂を流したというのに、この私までもが馬鹿にされることになるなんて！　今度こそ排除してやるわ。ちょっと創世記が語れるからって、あんな生意気な女！）

　シギネアの唇が、にたりと弧を描いた。




　まるで真っ黒な布が一面に貼りつけられたように、ひと筋の光もない闇夜。レアは憔悴しきって寝台に横になっていた。

　マルスの求婚を受けたのは確かに自分だが、まさかマルスがそれをこんなに早く公表するつもりだとは夢にも思っていなかった。そのうえ、自分が穢れを持ったまま祭祀王として舞を奉納したせいでウェスタ神の怒りを買い、飢饉が発生したのだという噂が、至るところで聞かれる。

　レアは再び罪の意識に苛さいなまれた。ウルウからは、事態が落ち着くまでしばらく静観しているようにと命じられ、表面上はいつもと変わらないように振る舞っていた。

　もっと皆に寄ってたかって事情を聞かれるのかと覚悟していたが、事態が事態だけに、好奇心以上に恐怖心もあるのだろう。レアに直接、噂の真偽を問いただすような者はいなかった。……サラを除いては。

『すごいじゃん、レア！　大出世！　もし王妃様になったらさ、神殿の食事をもう少し豪華にするよう提案してよ』

『あのね、まだ決まった話でもないし、第一、王妃は政に口出しをしたりはしないものよ』

『え～、そうなの？　お腹すいたな～』

　レアは親友の気遣いが嬉しかったが、サラのお腹がぐう～と返事をしたので、その会話が気遣いではなく、本心からのものなのかと疑ってしまった。

　精神的な疲れが大きく、レアは早々に勉強を切り上げて、今日はいつもよりも早めに眠ることにしたのだった。心も体も休息を必要としていたのだろう。あっという間に意識が暗闇に落ちていった。




　ふと、レアはなにかが頬に当たる感触に気づいた。それはなんとかして彼女の意識を覚醒させようと必死だ。疲れて眠っていた彼女の気持ちを逆撫でするように、ぴたぴたと頬が弾かれる。

　うっすらと瞳を開いた。暗くてなにも見えない。眠い目をこすって、もう一度集中する。

　誰かいる。人の気配を感じて、一気に目が冴さえた。

　悲鳴を上げなくては、と思うのだが、寝起きのせいか、それとも恐怖に支配されてしまったせいか、口だけはかろうじてぱくぱく動くものの声にならない。レアが毛布をぎゅっと握りしめた瞬間――。

「レア、目が覚めたかい？」

　闇の中から、招かれざる訪問者が自分の名を呼んだ。

　寝ぼけて夢を見ているのかしら……とレアが思うのは当然だ。その声は、神殿に出入りできないはずの兄ラウススの声だったから。

「レア？　僕だよ。ラウスス」

　ラウススが名乗ったのを聞いて、レアはこれが夢ではないことを確信した。『兄さん！』と叫びそうになるのを抑え、小声で話しかける。

「本当に、ラウスス兄さんなの？　どうしてこんなところに」

「君を助けに来たんだ。一緒に逃げよう」

　ラウススはレアの手首をがっしりとつかむと、容赦なく引っ張り上げた。レアの軽い体が子猫のように持ち上がる。

「ちょっと待って！　逃げるって、どうして？　なにがあったの？」

「なにを言っているんだ。無理やり王の妃にされそうなんだろう？　早く逃げよう」

　レアを引きずるようにして、寝台から下ろした。

「話を聞いて。兄さんはなにか誤解しているわ。私は無理やり妃にされたりはしないから」

　暗闇でお互いの表情までは見えない。レアが喜んで自分の手を取ると思っていたラウススは、彼女がためらう理由に見当がつかず、首を傾げた。時間がないのに、どうしておとなしく自分についてこないのか。

「レア、話は後だ。早く逃げないと夜が明けてしまう。朝までになるべく遠くまで行かないと。心配しなくても大丈夫。ある人が僕たちを助けてくれて、ちゃんと逃げられるよう手伝いをしてくれるから」

「ある人？」

「行こう。ここを出たらゆっくり話すよ」

　ラウススはもうレアの言葉に耳を貸さなかった。ぐいぐいと腕を引いて扉のところまで来ると、一旦止まって外の様子を窺う。

「お願い、兄さん。大事なことなの。私の話を聞いてちょうだい」

　レアの悲痛な叫びにも反応せず、ラウススはここから抜け出すことに必死だ。見つかればレアは磔にされ、自分も殺されるだろう。命がかかっているのだから、平静ではいられない。レアの口を掌で押さえて、静かにするように合図すると、ゆっくりと扉を開いた。

　誰もいない廊下に忍び出る。ここで騒いでは誰かが来るかもしれない。いっそ外まで出てから話し合った方がラウススも逃げやすいだろうと、レアは仕方なく彼に引かれるまま、忍び足で歩き出した。

　神殿の外は、黒よりもっと暗くて深い闇が広がっていた。空は厚い雲に覆われ、星ひとつ見えない。こんな天を、レアはこの神殿に来てから初めて見たような気がした。ラウススの力は相当に強く、レアの手首が、みしりと音をたてる。

「兄さん、痛いわ。離して」

　外に出てラウススの気も少しは緩んだのか、レアの言葉に、はっとしたように手を離した。

「すまない」

　薄暗い中でも、レアが自分の手首を撫でているのがわかる。それでもラウススは、今度は手首ではなく掌を取る。

「ごめん。でもとにかく今は急がなきゃ」

　レアは振り返ってウェスタ神殿を見た。炬火の炎が、外の暗さとは対照的に赤々と燃え上がり、円形の建物を照らしている。ラウススが再び歩き始めたが、レアは決して歩こうとしなかった。

　すでに神殿からはだいぶ離れている。少し大きい声で話しても、誰かに聞こえることはないだろう。ここらで誤解を解いておかないと、本当に連れていかれてしまう。

　ラウススの両手を自分の両手で包み込むように固く握ると、ひとことずつ区切るように、はっきりと言葉を紡ぐ。

「兄さん、私ね、マルス王を愛しているの」

　ラウススは、レアの言葉が聞き間違いだと思った。そう思いたかった。

　あんな、人の言い分も聞かず簡単に自分を牢獄に入れたりするような独裁者を愛しているなんて、そんなわけがないと考える。ラウススの鼻先にぽつりと冷たいものが落ちてきた。

「雨だ。急がなくては、足跡が残ってしまう」

　そのまま駆け抜けようとしたが、レアの抵抗は続く。

「兄さん。私、ここを出るつもりはないわ。ちゃんとわかっている。私は妃になんてなれる身分でないことも。でも妃になれなくても、巫女として王を支えてあげたいの」

「それは、お前が……王を……愛しているから？」

　しばらく間を置いてから、レアはこくりと頷いた。

「あいつのせいで、僕はひどい目に遭ったんだよ？」

「わかっています。でも……ごめんなさい……」

　それっきり、彼女は口をつぐんだ。向かい合ったふたりの間に、ぽつりぽつりと雨の雫が通り過ぎては、地面に染み込んでいく。

「磔にされるかもしれないんだよ？」

「はい」

「たとえ妃になれても、すぐに捨てられるかもしれない」

「はい」

「僕よりも、あの暴君を選ぶの？」

「マルス様は暴君ではないわ。ただ、とても孤独で、純粋なんです。生まれたばかりの赤ん坊のような……。私は、一生懸命に生まれ変わろうとしているマルス様のそばで、手を貸して差し上げたいのです」

　レアの心をそのまま写し取ったような深い碧の瞳は、なぜだか闇の中でもきらきらと浮かび上がって、ラウススの胸を突いた。

　大事な妹は、すでに一人前の大人なのだ。わかってはいたことだが、直視したくはなかった。いつまでも自分の腕の中で守ってやりたかった。

　ラウススはそっと瞳に蓋ふたをした。覚悟したように口を開く。

「もう……二度と会えないのかな？」

「兄さんには……心の中でいつでも会えるから」

　ぱらぱらと降り出した雨がラウススの黒髪を濡らし、髪の先からこぼれ落ちた雫が、額、瞳、頬へと、ひと筋の川のように流れ落ちた。

　視界がぼやけるのは、きっと雨のせいだろう。そう自分に言い聞かせたラウススは、レアに歩み寄ると、そっとレアを抱きしめる。

「さようなら、レア。もしもつらくて我慢できなくなったら、僕のところへ逃げてくるんだよ」

　ラウススは名な残ごり惜しそうにレアの体を離した。そのとき――。

「逃げてください！」

　少女のような甲高い声が、すぐ近くで聞こえた。暗闇と雨に紛れて、マリカが駆け寄ってくる。

「マリカじゃないの。どうしてこんなところに」

　レアは驚いたが、すぐに思い当たった。自分たちを助けてくれるという『ある人』に。

「兄さん！　見つかったら、マリカがただでは済まないのよ!?」

「だが、マリカが言ったんだ。お前が逃げたがっているから手伝ってくれって」

「え!?」

　わけがわからない。どうしてマリカがラウススにそんなことを言ったのだろう。それともなにかの間違いだろうか。

　レアが腰を落とすと、マリカの怯えた瞳と視線がぶつかった。

「ラウススさんは、早くここから立ち去ってください！　レア様は部屋へ戻ってください。早くしないとアニウス様が！」

「アニウス様？」

「私、聞いてしまったんです！　アニウス様とシギネア様のお話を！」

　マリカはおろおろするばかりで要領を得ない。とにかく早くこの場から立ち去るように、と繰り返すばかりだ。マリカの異様な様子に、レアの本能が激しく警戒音をたてる。

「兄さん。マリカの言う通りにしましょう。私も部屋に戻りますから」

　レアが言い終わると同時に、突然、明かり取りのための炎を手にした多くの人が現れた。

「おい！　いたぞ!!　脱走者だ！　捕らえろ!!」

「こっちだ！　急げー!!」

　暗闇の中から突如として現れたその炎は、あっという間に三人を取り囲む。まるで昼間のような明るさだ。

　神殿を守るほとんどの兵士が集められたのかと思うほど体躯の優れた男たちが、剣を構えてレアたちを威い嚇かくした。

（ああ、遅かった！　ごめんなさい。レア様）

　マリカの小さな歯が震えて、がちがちと音をたてる。もちろんそれは死への恐怖という最大の理由からであったが、それ以上にマリカを震え上がらせ、苦しめているのは、初めて知った罪の意識だった。

　主人の命に逆らえずにレアを監視し、ついには破滅へと導く片棒を担いだ。マリカはレアの体の陰に隠れて、震えの止まらない自分の体を自分で抱き寄せた。

（レア様！）

　マリカは神ではなくレアに祈り、許しを請うた。

　神様はなにもしてくれない。マリカはそれを誰よりもよく知っていた。

　物心がついてから、彼女はただひとつの目的のために行動していた。生きていくため……その大義名分があれば、どんな汚いことでもすべて許される。騙そうが、盗もうが、奪おうが。

　その生き様は、野生の獣のそれに似ていた。弱肉強食の世界で、その末端にいる彼女からしてみれば、自分より少しでも弱そうな者を探し、全力で牙を立てたところで、良心の呵か責しゃくなど起こるはずもない。

　だから主人が命じれば、レアの行動を報告することも、ラウススがレアを誘い出すよう仕向けることも、特に罪を感じるようなことではなかった……はずだった。

　自分より優位な立場にいる者の裾野に隠れ、弱い者を蹴落とす。それは今までのマリカの生き方からすれば、迷うことのない『正義』だ。

　しかし今、この状況になってみて、マリカは自分が信じてきたことが間違っていたことに気づいた。

　しとしとと降り続ける雨の中でも、兵士たちが手にする炎は、消えるどころかますます数を増やす。ラウススはふたりを庇おうとしたが、多勢に無勢。それぞれ別の兵士に組み伏せられ、やすやすと捕らえられてしまった。

「レア！　マリカ！」

「兄さん！」

　地面に頭を押さえつけられ、ラウススもレアも顔中泥だらけだ。そこへ堂々とした足音が近づいてきた。

　頭を上げられないので顔は見えないが、かなり高い身分の人間であるのは確かだ。兵士たちがすぐに道を空け、跪く。

「とうとうしっぽを出したな。上級巫女ともあろう者が、男と密会したうえに、脱走とは」

　男は薄笑いを浮かべると、レアの顔を目がけて唾を吐いた。

「アニウス様……」

　マリカの囁くような声が、雨の音に交ざってレアの耳に届いた。

『私、聞いてしまったんです！　アニウス様とシギネア様のお話を！』

『マリカが言ったんだ。お前が逃げたがっているから手伝ってくれって』

　深夜であるにもかかわらず、この兵士の数と手際のよさ。そしてシギネアの父であるアニウスの登場。兄を手引きしたマリカ。レアの頭の中で散らばっていた破片が、ひとつの絵になって繋がった。

　どうしても自分が邪魔なのだろう。レアは、マルスに迷惑がかからないなら、自分は殺されても構わないと思った。だが、自分を助けに来てくれたラウススとマリカを殺させるわけにはいかない。

「アニウス様。お願いでございます。どうか兄とマリカはお助けください。私とはなんの関係もございません」

　レアの言葉に、アニウスは侮蔑の視線を落として大声で笑う。

「よし、連れていけ！　上級巫女レア……いいや、奴隷上がりのレアは磔だ！」

　雨のそぼ降る中、レアたちは縄をかけられ、引きずるようにして歩かされた。その周りを兵士たちが厳重に取り囲む。

　神殿中を揺るがすほどの騒ぎに、ほとんどの者が目を覚まし、光に集まる虫のように、こわごわと炎の見えるところに寄ってきた。




（……あれが、レア、か？）

　息を殺し、闇と同化して、おそらくは虫さえもロカの気配に気づくことはないだろう。ロカはニュクスの話を思い出して、目の前を通り過ぎていく少女がレアだろうと推測した。

『あのふたりは、両想いなのです。……あなたとヴェローナ様のように』

　ニュクスの言葉に、ほんのわずかな嫌味を感じ取ったが、ロカはあえて聞き流した。

　政略結婚だからといって、ニュクスが嫌いなわけでもないし、それなりに愛してもいる。

（ふたりの女を一度に愛して、なにが悪い？）

　女という生き物が、愛情を独り占めしたがる生き物であることをロカは重々承知していたので、もちろんそんなことを口にしたりはしなかった。

『ただ、若いふたりはやっと卵にひびが入った程度で、殻を破って出てこられないのですわ。ちゃんと卵を温めてやる親が必要ですのよ』

　ニュクスに言われた言葉を思い起こす。それはつまり、自分になんとかしろということなのか。男女の仲なんてものは、他人が口を挟むと、かえってうまくいかなくなるものだ。

『そうだな』などとニュクスには返事をしたものの、自分からなにかをしてやろうという気は起こらなかった。しかしそれは『他人が口を挟まない場合』の話だ。

　炎に照らされて子供のように無邪気な顔をしたアニウスが、ロカの立っている位置から、はっきりと見て取れる。

（お前も変わっちまったな、アニウス）

　若い頃、崖っぷちに立たされていたロカとヴェローナとの仲を必死に取り持ってくれた義兄。それは決して権力を欲してのことではなかった。

　若き日のアニウスは、妹であるヴェローナの幸せをただ純粋に願い、狂王と評されたロカの噂にも流されることはなかった。

『未来に希望の持てる国を創りたい』と熱く語っていた若き日のアニウスは、いったいどこへ行ってしまったのだろうか。権力という魔物のなせる業か、それともアニウス自身の弱さのせいなのか。

　もしかすると昔のアニウスの姿は、若さが見せた幻影なのかもしれない、とロカは思った。

　なんにせよ、今のアニウスが昔の彼ではないことだけは確かだった。それどころか、かつてアニウスが排除しようとしていた部類の人間そのものになってしまったようだ。己の利益のみを追求して他者を顧みない、害虫。

（……いや、害臣かな。約束通り、お前を斬ってやるさ）

　ロカは遠い昔に交わしたアニウスとの約束を守るために、皮肉にも、彼と対たい峙じする運命をたどることになりそうだと、薄く笑みを浮かべた。










妻として




　深夜に降り始めた雨は、早朝になってもやむ気配を見せず、刺すように冷たい。

　王宮の見張り台に立っていた若い兵士は、外がい套とうを着込んでもなお寒気を覚え、こんな日に寝ずの番に当たった自分の運の悪さを嘆いた。

　もうすぐ見張りの交代の時刻だ。兵士は冷たく冷えた指をこすり合わせて、そこに息を吐く。

　彼は、かすかに空へとたなびく黒い煙を目にした。どこかで火事でも起きたのだろうか。

　上司に報告すべきかと思ったが、こんな早朝に上司を起こせば、機嫌が悪くなるに決まっている。さらにこの雨だ。火事だとしてもすぐに消えるだろう。そう考えて、大きなあくびをした。

　しかし予想に反して、その煙は消えるどころか本数を増やしていく。すでに煙があちらこちらから立ち上る段になって、見張りの兵士はようやく事の重大さに気づいた。




「反乱、だと？」

　見張りの兵士からの報告が届いたのは、レアが投獄されたことを知ったマルスが、ちょうど対策を考えようとしていた矢先だった。飛び込んできた兵士の尋常ではない様子を見て、マルスはこれがただごとではないと瞬間的に悟った。

　レアの件を後回しにして、重臣たちに召集をかけるための早馬をすぐに飛ばし、その間に自ら見張り台へと上る。

「なっ、なんだ、あれは！」

　目の前の光景に、我が目を疑った。

　雨が降っているにもかかわらず、天へ届くくらいに立ち上った何本もの黒煙が、空を闇色に染め尽くそうとしている。それはまるで、たくさんの竜が天へ駆け昇ろうとしているかのような光景だった。

　そして大地には、それを背にした巨大な黒い塊があり、徐々にこちらへ近づいてくるように見える。それが人の群れだとわかったのは、反乱だと報告を受けていたからだ。そうでなければ、恐ろしい怪物でも近づいてきたと思ったに違いない。

「うお～っ！」という地を揺さぶるような音は、おそらく民衆の怒りの声だろう。

「すぐに兵士を集めろ！　王宮への門を閉ざして守れ。塀の上から攻撃できるよう、周囲をすべて固めるんだ。急げ！」

　マルスの命令に、兵士は「はっ！」と短く答えて駆けていく。

　王宮の周囲は高く頑丈な石塀に囲まれており、王宮に通じる門以外からの侵入は容易ではない。ウェスタ神殿はこの王宮に通じる門の正面に位置しており、その後方に王宮がある。

　王宮には非常用の倉があり、食糧や武器が備えられていた。だが、ここにこもったとして、これだけの軍勢を相手に果たして何日もつのか。それにあの黒煙。街の中で民衆の標的になる場所といえば、貴族の屋敷に違いない。

　マルスは次に早足で議場へと向かおうとする。

（もしも予想が正しければ、重臣たちはおそらく……）

「マルス様」

　すると、自分から声をかけることなどめったにないホーエンが、いつもの無表情のしかめっ面でマルスを見下ろした。マルスは決して背が低い方ではないが、この王宮で一番背が高いホーエンとは、頭ひとつ分の差がある。

「なんだ。急いでいるから手短に言え」

　歩みを止めることなく、マルスは唸るような声を出した。

　ホーエンは急ぎ足のマルスの前に躍り出て、行く手を遮った。むっとしたマルスがホーエンを避けようと右に動くと、ホーエンもそれを邪魔するように体を移動する。マルスが左に動くと、やはり同じ方向へ移動して立ち塞がった。

「ちっ」と軽く舌打ちをして、マルスは目の前にそびえ立つ巨大な壁に話しかける。

「なんのまねだ？」

「どこへ行かれるおつもりですか？」

「議場に決まっているだろう。宰相たちと話し合わねば」

「おわかりのはずです。議場には誰もいない」

「そんなこと、行ってみなければわからんだろう」

「いいえ!!」

　ホーエンのその声は、マルスがいまだかつて聞いたことがないほど感情のこもったものだった。

　話しかけても『はい』か『いいえ』くらいしか返事をしたことがない。賊に襲われたときでさえ、怒ったような普段の顔そのままで、なんの感情も見せずに剣を振るってマルスを守っていたのに。

「おわかりのはずです。あの黒煙の方角は、貴族の屋敷が建ち並ぶ高級住宅街です。この時刻、まだ皆は出仕前でしょう。宰相会議を召集するために先ほど出した早馬だとて、おそらく屋敷まではたどり着いておりますまい」

　なにも考えていないと思っていたホーエンが、正確な見解を述べたことに、マルスは軽く瞠目した。

（この男！）

「俺に、どうしろと？」

「今ならまだ間に合います。お逃げください」

　ホーエンは、やはりいかつい顔のまま平坦な口調で答えた。丁寧な言葉遣いに少しも似合わないその顔つき。はたから見れば、まるでマルスが叱られている子供のように見える。

「俺に……負けろと言うのか？」

「あなたにとって、負けというのは、どういうことを指すのですか？　大事なものはなんですか？　守りたいものは？　王としての面目が大事なら、純潔の誓いを破って牢に囚われた、あの上級巫女を生いけ贄にえとして民衆に差し出し、この混乱を治めてはいかがですか？　それが一番手っ取り早いと思いますが」

　マルスは言葉に詰まる。

「レアを生贄に、だと？」

　確かにそれは、この場をしのぐ最上の方法かもしれなかった。

　そもそも反乱を起こしたのは、兵士ではなく一般の農民や商人が中心と思われた。もしも兵士であれば、貴族の屋敷を襲った直後に馬で王宮に攻め入り、今頃はなんの備えもないままこの王宮はぐるりと取り囲まれ、火矢を射られていたに違いない。

　しかし、最初の黒煙が見えてからかなりの時間が経過しているというのに、いまだ王宮は襲われていなかった。群衆の進む速度はそれほど速くはないということだろう。おそらく戦に慣れていない者たちが、徒歩でこの王宮を目指しているのだ。

　普段はなんの武力も持たない、ただの民衆。だが、ひとたびその怒りに火がつけば、たとえ王といえども無傷ではいられない。人海戦術に勝る策を打ち立てられる策士など、惰性で続いてきたこの王宮には存在しないのだから。

　唯一この混乱を治める方法。それは反乱の元である民衆の怒りを鎮めることだ。彼らだって、無用の血を流したいわけではないはずだ。

　そして民衆の怒りを鎮めるためには、クリナリア祭で祭祀王となったレアにすべての罪を着せ、民衆の前に生贄として放り出せばいい。

　マルスは、ごくりと唾を飲んだ。悪魔が極上の甘い唇で囁く。

　レアに誘惑されたと言えばいい。クリナリア祭は失敗だったと言えばいい。炎が広がったのは、レアに神の怒りが落ちたせいだと言えばいい。飢饉はそのせいで起きたのだから、自分にはなんの責任もないのだ。実にうまいことに、レアは兄と脱走しようとした罪で牢に捕らえられているではないか。

　そうだ。あの女は自分の妻になると約束しておきながら、ウェスタ神殿から逃げ出そうとした。罪悪感を持つ必要はない。裏切ったのは向こうが先。

　後は今、王宮にある非常用の倉を開放して食物を供給すれば、とりあえずこの場はしのげるだろう。自分が傷を負うことも、民衆が傷を負うことも避けられる名案ではないか。流れるのはただひとり、レアの血のみ……。

「黙れ……。黙れ、黙れぇ!!」

　マルスは大声で喚き散らした。

　もちろんそれは、ホーエンの提案に対する否定の意味で発した言葉だったが、彼は自分の中に眠っている自分自身の弱い心に向けて叫んだ。奥底に横たわる醜悪な心に。

（いいや、冗談ではない！）

　己の心を顧みて、即座に否定した。

　自分の本心は、レアを含めた民を救うことだ。どうしてレアひとりを見殺しにして、すべてを救えるなどということがあるだろう。

「俺は、レアを犠牲になどしない。それくらいなら、俺を……」

　マルスは天を仰いだ。冷たい雨が容赦なく地面を叩く。

　空を見つめたまま動こうとしないマルスの前で、ホーエンもまた微動だにせずに、マルスの判断を待った。

「人とは、この雨粒のようなものかもしれませんな。天から落ちてくる間に蒸発するものもあれば、地面に吸収されて一瞬でなくなるものもある。はらはらと降ることもあれば、天の底が抜けたように勢いがつくこともある。一滴一滴は大した力はなくとも、たくさん集まれば川となり、海となり、岩をも砕くほどの強い力を持つ」

　こんなに流暢に話すホーエンを、マルスは初めて見た。

「やけに饒舌だな」

「口が過ぎました。お許しください」

　こんなときなのに、いや、こんなときだからだろうか。マルスはレアの言葉を思い出す。

『身近にいる人というのは、自分を映す鏡でございます』

　ここにきて、自分がホーエンをくだらないやつだと思っていたのは、自分自身がくだらない人間だったからだと思い知った。ホーエンという人間の奥深さに気づいたということは、自分も少しは成長したということかもしれない。

　マルスははかなげに、ふっと口元を緩めた。




　レアは牢の格子から外を見やりながら、その景色が昨夜となにひとつ変わっていないように思えた。変わったことといえば、雨足が強まったくらいか。

　しかし、妙な違和感を覚えた。周囲が静かすぎる。

　ばたばたとたくさんの足音が聞こえたかと思ったら、その後ぱったりと物音がしなくなった。今は人の気配がまったくと言っていいほどない。

（……なにかあったのかしら。なんだか胸騒ぎがするわ）

　そろそろ朝になる時刻だし、兵士が見回りに来てもいいのに、それもない。

「ごめんなさい。ヒック。本当、に……ごめんなさい。ヒック。ご……なさい」

　向かいの牢では、ひと晩中泣き続けたマリカがまたも泣き始めた。

「いいのよ、謝らなくて」

　レアはもう何度目かになる言葉を口にした。

「私の方こそごめんなさいね。あなたを巻き込んでしまって。でも、王にきちんとお話しして、必ず助けてあげるから」

　なんの確証もない約束だが、今はしないよりましだろう。隣の牢は見えないが、人が動く気配がする。

「いや、悪いのは僕だ。まんまとアニウス宰相の策略にはまって、ふたりの命を危険にさらして」

　ラウススは格子を両手で握りしめると、そこに自分の頭を思いきりぶつけた。ガンッ！とひとつ大きな音がする。

　あまりに大音量だったので、レアは誰かが来るのではないかと神経を尖らせたが、どうやら本当に牢屋番はいないらしい。

「兄さん、その話はもうやめましょう！　それに私ね、実を言うと、磔にされても仕方ないのよ」

　見張りの兵士がいないとわかり、本心を明かした。恥ずかしくてラウススにはあまり告白したくない内容だが、言えばきっとラウススとマリカの心が軽くなるだろう。

「王のこと、か？」

「マルス様は素敵な方よ。私、恋をしてしまったの。とっても……幸せな気分よ」

　レアの愛らしい瞳が、わずかに色気を醸し出す。ラウススには見えないが、レアのわくわくしたような話し方で充分に想像はついた。

　いつの間にかマリカの涙も引っ込み、少しだけいつもの元気なマリカに戻る。

「恋って、人を好きになることですよね。レア様は本当に、マルス様が好きなのですか？　だから、口づけをお許しになったの？」

「えっ？」

　マリカの突然の発言に、レアの顔はみるみるうちに真っ赤に染まる。

「な、なにを言っているの、マリカ。私、私は……」

　レアだけでなく、ラウススも言葉が出てこない。

「私、見たんです。炬火の下で、おふたりが口づけをしているところを」

　マリカはレアとラウススの動揺など、まるで関しないようだ。さらっと言ってのけると、好奇心いっぱいの視線をレアに向けた。

「あれ、見間違いじゃないですよね？　私、それをアニウス様に報告してしまったんです。それでレア様を見張るようにって言われて……」

　また話が戻ってしまって、マリカが申し訳なさそうにうつむく。

　たぶんアニウスは、なにかの切り札に使えるかもしれないと、レアとマルスのことを監視していたのだろう。レアの弱みを握れば、マリカと同じように自分の手駒になる。命がかかれば、普通はアニウスの言うことを聞くだろうし、必要がなくなればその弱みを使って貶おとしめればいい。さらにうまく化ければ、マルスに対してもなんらかの取引材料になるかもしれないと踏んで。

　事実、マリカに見張らせていたおかげで、こうしてレアを磔の罪に落とすことができた。

　こんな幼い子を使って他人を蹴落とすなんて、ひどすぎる。レアは、どうやってもマリカだけは助けるのだと心に誓った。

「ねぇ、マリカ。あなたは悪いことをしたと思っているのでしょう？」

「はい」と、かすれた声が牢の中に響く。

「では、反省して、次から気をつければいいわ」

「次から？」

「ええ。あなただけは、必ず無事にここから出してもらえるよう王にお願いするわ。だから次のことを……つまり明日のことを考えるのよ」

　レアの声は静かに澄んだ声なのに、とても力強く、マリカは考えることもなく「はい」と即答した。

　ウェスタの巫女は磔になる前に、必ず一度、民衆の前で罪の告白をさせられる。レアは自分が磔になるときに、アニウスの希望通りの罪をおとなしく告白することを条件に、マリカと兄の命を助けてもらおうと思った。

　レアの心は明確だった。死が恐ろしくないわけではなかった。だが自分の人生は、充分恵まれていた。全力を尽くして生きてきた。

　家族での暮らし。巫女見習いとして必死に過ごした日々。サラという友人の存在。ウルウという目標の存在。施薬を覚え、初めてありがとうと言ってもらえた日。そしてマルスとの出会い。

　人間の人生は長さではない。レアはそう思い始めていた。

　レアの美しい碧の瞳が、今までにないほど力強く輝く。それはまるで命の輝きだった。炬火が燃え尽きる直前の炎のように、どこまでも激しく、そして魅惑的な。

　マリカはレアの吸い込まれそうな瞳に、思わず見とれてしまう。

（レア様みたいになりたいな）

　レアが初めてウルウの創世記の暗誦を聞いたときと同じ思いを、今、マリカがレアに抱いた。たとえマリカが明日までの命だとしても、それは充分に価値のあるものだった。

　そのとき、想像もしない方角から、陽気な男の声が聞こえる。

「よお！　助けに来たぜ？」

　その男は突然、本当に降って湧いたようにそこにいた。まるで神が降臨したかのようだとレアは思った。もっとも、無精ひげとぼさぼさの髪をしたその風貌と、ノリの軽さは、まったくもって神の威厳とはほど遠いものであったが。

「誰だ！」

　ラウススが格子を握りしめて鋭く叫んだ。

「まあ、落ち着けって。助けに来たって言ったろ」

　男は三人を素早く牢から出すと、にいっと笑った。

「へえ～。近くで見るとべっぴんさんだなぁ～。あいつが骨抜き、いや、骨太になったのも頷ける」

　男はじろじろと、レアに舐なめるような視線を浴びせる。慌ててラウススが男とレアの間に割り込んだ。

「あんた、誰なんだ？」

「ん？　俺は、ロカってんだ。よろしくな！　さて逃げるか。離れないようについてこいよ」

　ロカはくるりと後ろを振り返ると、ふんふんと鼻歌を口ずさみながら歩き始めた。しかし自分の後ろに誰もついてこないのを見て、軽く眉を上げる。

「どうした？　来ないのか？」

「敵か味方かもわからないのに、そうそうついていけるか！」

　ラウススは自分がはめられてこんな状況に陥っているだけに、ロカに対して簡単に警戒心を解くわけにはいかなかった。

「あははは。いい心がけだな。あんた、長生きするぜ！　……でもな」

　ロカは一瞬にしてへらへらとした笑いをやめ、野生の獣のような鋭い目つきになる。

「今は、俺についてこい。死にたくなきゃな」

　一段低い声がラウススを震え上がらせ、ぴんと張りつめた空気が流れる。

「な～んてね！　ま、俺が信用できなきゃそれでもいいけど、今は俺と来た方が利口だぞ。なんせこれからこの王宮は戦場になるんだからな」

　ロカは再びへらへらと笑った。

「戦場？　どういうことです！」

　レアはロカに負けないくらいの迫力で、彼に詰め寄った。レアの輝く瞳が大きく見開かれ、ロカを凝視している。

（お～、こりゃあ、あと五年もしたら、俺好みのいい女になりそうだな。マルスも、なかなか女を見る目がありそうだ）

　ロカは、ふっと優しい笑みを浮かべると、落ち着いた声で答える。

「つい今しがた、街が民衆に襲われた。夕方にはこの王宮は取り囲まれるだろう。怒りに満ちた民衆たちによってな」

「怒りに満ちたって、どういうことです！」

　再び背中を向けて歩き始めたロカに、レアは追いすがった。

　マルスは民のために努力しているはずだ。それが、怒りに満ちた民衆に取り囲まれるとは。

「ん～。飢饉のうえに増税されて、皆必死なのさ。生きるためにな」

　レアが歩みを止めないロカについていくので、ラウススとマリカも仕方なくその後に続く。

　確かに今年は、神殿の畑でも作物の出来が芳しくない。おまけに、干ばつに長雨。夏の暑さから、いきなり冬が来たような寒さ。

　しかし、すでに非常用の倉は開いているはずだ。ウェスタ神殿でも、施薬館を訪れる栄養の足りない患者に、非常用の食物を配給している。

「増税って、本当にマルス様がそうなさったのですか？　なにかの間違いでは？」

　レアの質問がロカの足を止めた。

「どうして、そう思うんだ？」

「マルス様は頑張って国をよくしようとなさっています。こんな不作の年に、増税を課すなんて、そんなことをなさるとは到底信じられません！」

　ロカの質問に刹那の間も空けず、すぐさま答えたレア。その言葉は、信頼と自信、そしてなにより愛情に裏打ちされているように聞こえた。

「あいつも……果報者だな」

「え？」

「いや、なんでもない」

　ロカはにっこり笑ってレアを見つめた。ロカの愛情を含んだ青い瞳は、まるで父親が娘を愛おしむかのようだ。

「嘘じゃないよ、レア。増税は本当の話さ。街でもその噂で持ちきりだ。僕が働いている店でも、ほとんどの商品が倍の値段に吊り上がった。皆、飢饉を利用して儲もうけようとしている腹黒い商人たちのせいさ。富裕層の多いこの街はまだましだけど、もっと貧しい地方じゃ、きっと大変なことになっていると思うよ。餓死者も出始めたって聞いたし」

　ラウススの言葉に、レアは蒼白になった。

「嘘です！　マルス様は、そんなことなさらないわ！」

　レアの剣幕にラウススはたじろぎ、ロカは大笑いした。そしてマリカは話の内容がよくわからず、ぽかんとしている。

「あ、ごめんなさい、兄さん。その……でも本当に、マルス様はそんなことはなさらないと思うの」

　レアは目を伏せた。牢屋番は予想通りいなかったが、牢の外に出ても兵士の姿はない。今のレアの大声にもロカの笑い声にも、兵士の反応はなかった。

　兵士どころか、人の気配がまったくしない。それを不思議に思ったが、レアはロカとの話が気になって、ひたすらロカの後について歩くのみだ。どういうわけか、このロカという人物は、迷うことなくどんどん歩を進める。

「王は増税ではなく、減税したつもりみたいだけどな」

「え？　でも、僕が聞いた限りでは」

　ロカの人柄のせいか、ラウススはいつの間にかロカへの警戒心を緩めていた。どのみち案内がなければ、ここから出るのは不可能だ。

「王よりも力のある重臣どもが、勝手に政策を変えちまったのさ。王が知らないうちにな。金儲けをしている商人たちの後ろにも、そいつらがついている。ま、よくあるこった」

「王宮に納められた税が多いって、王は気づかないのか？」

　ラウススの疑問は、レアも不思議に思ったことだった。

「民からは増税して集める。王宮には規定量を納める。つまり？」

「重臣たちが、間で抜き取っているってわけか！」

「正解！」

（まっすぐな兄妹だな）

　素直に納得したラウススの顔を見て、ロカは笑みをこぼした。

　廊下を曲がると、柱の陰にいくつもの荷物が隠してある。

「本当は、人目につかない夜を待って逃げたかったんだが、そんな余裕はなくなってな。でも今なら、門や石塀の周囲に兵士が集中しているから、牢はもちろん王宮の中ももぬけの殻だ。逆に逃げやすくなって助かったな」

　ロカは荷物の中から外套を取り出して、三人に手渡した。

「外は雨だ。しっかり着込めよ」

　渡された外套は、ラウスス、レア、そしてマリカにあつらえたような大きさで、それぞれが背負えるほどの荷も用意されていた。どう考えても、この三人のために選んで最初から準備したものだ。

（いったい、このロカという方はどういう方なのかしら）

　レアだけでなく、ラウススももちろん気になってはいたが、今はおとなしく従う他ない。

　いくら王宮の中が手薄になっているとはいえ、脱獄したと叫べば兵士が集まるだろうに、それをしない。なんらかの意図があるにしても、とりあえず敵意はなさそうだ。

　一歩外へ出ると、レアは冷たい空気に身震いした。降り続く雨はいまだやまず、外套を着込んだ四人の体に打ちつける。

（この方角は、ひょっとして）

　王宮の裏側を小走りに進みながら、急にレアの心がざわめき出した。そこは、マルスと初めて出会った思い出の地。

「誰かいるぞ！」

　ラウススがレアの手首を取って小さく囁いた。雨で視界が悪いが、同じように外套を着込んだ人物が見える。

「お前、やっぱり僕たちを売る気か！」

　彼は後ろから乱暴にロカの肩に手をかけた。

「ああん？　ああ、あいつのことか。あいつなら心配いらないよ。お前らと一緒に逃げるんだ」

「一緒にって、どうやって逃げるんだよ。街へ出るには門をくぐらないと出られないんだぞ。僕の通行証は取り上げられたし、兵士の目をごまかせるわけないだろう！」

　ラウススはがっくりと肩を落とした。レアとマリカが頼れるのは自分しかいないというのに、得体の知れない男の後に、黙ってくっついてきた自分は大馬鹿だ。ほんの少し見えた希望が絶望へと変わり、足取りが何倍にも重く感じられた。

「兄さん。なにもしないよりはましよ。この人の言う通り行ってみましょう」

　実のところ、レアは逃げるつもりはまったくなかった。しかしロカの言うように、本当にここが戦場になるなら、取引をして兄とマリカを救うのは無理かもしれない。

　レアはなぜか、ロカの言うことが嘘ではないと感じていた。ロカは、この男についていきたいと思わせるようななにかを確実に持っていた。

　誰かに似ている。そう感じたけれど、それが誰なのかは思い出せない。いずれにしてもロカと一緒なら、ラウススとマリカは助かるだろう。

　理由はなかった。ただの勘だ。無理やり理論的に理由を探すとするなら、時折ロカが見せる殺気は、彼がただ者ではないということを語っているように思えたからだ。

　そして気軽に歩いているように見えて、陽気に話しているときでさえ周囲の様子を窺っている。腰にさげた剣は相当に使い込まれているのだろう。柄えの部分が変色していて、それ自体に魂でも宿っていそうだ。

　対するこちらは、男とはいえ商人である兄と、女の自分、それに子供だ。ロカが自分たちを殺しに来たのなら、とうの昔にそうできたはずだ。荷物だって、わざわざ自分たちに合うものを用意する必要はない。

　そう。ロカは自分たちを助けに来てくれたのだ。

　そこまで考えて、レアはふと愛する男の姿を思い描いた。

　もしやマルスが、自分が磔にされるのを救ってくれた？

　まさか、と自分の考えを否定したが、はたと気づく。

（そうよ。この方はマルス様に似ているのだわ。あの方が持つ、有無を言わせぬ王者の輝き。それと同じものを持っている）

　花畑……といってもすでに花はなく、土ばかりが目立つ広い土地だが、レアはそこに近づくにつれて、胸の鼓動がだんだん速く打ち始めた。

　まさか一緒に逃げる人というのは、マルス王その人ではないのか？

　そんなわけはないと否定しながらも、自分がそれを期待しているのは、この寒空だというのにいっそう体温が上がっていることで明白だった。

「待たせたな。行こう」

　ロカは、頭からすっぽりと布を覆って顔を隠している相手に話しかけると、数歩離れたところにある井戸を覗き込んだ。ラウススは警戒していたが、待っていた人物が明らかに女性であることに気づいて、拍子抜けした。

「あ、ニュクス様！」

　布の間から見えた顔に驚きを隠しきれず、レアは大きな声で叫んでしまった。すぐに、はっとして口元を手で覆い隠す。周囲をきょろきょろと窺ったが、雨の音でかき消されたせいか、人がいないせいか、特に変化はなかった。

「そういや、お前らは知り合いだったか。まぁいい。積もる話は後だ。さっさとずらかるぞ」

「ずらかるって、どうやって？」

　ロカが井戸の中に縄なわ梯ばし子ごを入れたのを見たラウススが、不安げに尋ねた。

　ひょっとして、頭がおかしいのだろうか。そう思うと、無精ひげといい伸びきった髪の毛といい、ロカは『狂人』のようにも見える。

「ここに、王宮から外へ出る隠し通路があるのですよ」

　ラウススの怪訝な顔に優しく笑ったのは、ニュクスだ。

「隠し通路？」

「ええ。なにかのときのために、王宮を抜け出せるよう、王のみが知っている秘密の通路です」

「王のみって、それはマルス王のことですか？」

　レアがラウススとニュクスの会話に割って入ったが、ニュクスから返事をもらう前に、ロカの準備が整った。

「よし、いいぞ。まずはお前が先に下りて、女たちが安全に下りられるように助けてやれ」

「ぼ、僕が!?」

　ロカの指名を受けたラウススは、口元を歪める。

「冗談じゃない！　罠かもしれないのに、行けるもんか！　僕だけ中に落として、縄梯子を引き上げるつもりじゃないのか！」

「ほぉ～」とロカは感心したように、顎ひげに手をやった。

「お前、なかなか賢いじゃないか。じゃあ仕方ない。俺が先に下りる。ただし！　この場に兵士が追ってきたら、お前がこいつらを守って戦えよ？」

　ロカは腰にさげていた剣を、ぽんとラウススに投げ渡す。

「なっ!?」

　見た目よりもずっと重いその剣を受け止めて、ラウススはよろける。

「またそんな意地悪をして。いいわ。私が先に下ります」

　ニュクスは「まったくこれだから男は」などとぶつぶつ言いながら、意外にも身軽に、ひらりと下りていった。

　ラウススが井戸の中を覗いてわかったが、そこはまったくの暗闇ではなかった。なんでも、暗闇で光る特殊な苔こけを生やしているとかで、ほのかに明るい。雨雲が覆っているこの地上よりも、ずっと明るく見えるほどだ。

　ニュクスの後にマリカ、ラウススが続き、いよいよレアの番になった。

「ほい。あとは、あんただけだ」

（これでなんとか、マルスの頼みが果たせそうだな）

　ロカはそう安堵したが、次の瞬間、レアの言葉を聞くと、彼の口元から陽気な笑顔がかき消えた。

「私は一緒に逃げることはできません。兄とマリカをよろしくお願いいたします」

　レアは、ロカの前で深々と頭を下げた。




　ニュクスたち一行が、秘密の抜け道を歩き始めてから数刻たった頃のこと。昨夜から降り続いた雨は小降りになることもなく、昼過ぎになってますます強くなり始めた。

　ロカの予想よりもわずかに早く、反乱を起こした群衆は王宮に通じる門を取り囲んだ。石を積み上げて造られた石塀をぐるりと囲うように、見渡す限り人の波で埋め尽くされている。

　老若男女問わず、手に鍬すきや鎌を持ち、雨に濡れるのも構わず口々になにか叫んでいる。それと対峙するように、王宮を守る兵士が、石塀の上に一定の間隔で民衆を見下ろすように立っている。その手には弓が構えられているが、それを放つ命令はまだ下りていなかった。

　お互い一触即発の様相を呈したまま、膠こう着ちゃく状態に突入したようだ。その中を、王宮に向けてゆっくりと馬の歩を進める男がいた。民衆は彼に気づくと、譲るように争って次々と道を空けた。

（あれは、ランド将軍!?）

　兵士のひとりが、さっと顔色を変える。

　馬に乗った体躯のいい初老の男。それは南の地方都市トーラを治めていた、ランド将軍の姿であった。

（馬鹿な！　ランド将軍といえば、トーラで起こった反乱を、見事な手腕で治めた人物だぞ!?）

　兵士が狼狽する間にも、ランド将軍は歩を進め、ついに門の前に達したとき、朗々と歌い上げるような声が辺りに響く。

「ウェスタ国の王に告げる！　我は、トーラの地方官であったランド将軍だ。民衆の代表として、マルス王との話し合いを求める！　一日の猶予をやろう。明日の朝、王自らがこの場に現れ、話し合いに応じないなら、我々は王宮を攻撃する！」




　ランド将軍の要求は、すぐマルスに伝えられた。王宮に残っている幾人かの将軍たちに兵士の指揮を任せ、マルスは自室にこもった。

　夜になっても食事もとらないまま、これからのことを考える。

　その日は、反乱が起きたとは思えないほど静かな夜だった。夜通し降り続くかと思われた雨は少し前に上がり、なんの音もしない。普段なら虫の声くらいはしそうなものだが、今はそれもなかった。

　マルスは寝室の窓から空を眺めた。月も星も見えない。ただ深い濃紺の空が、どこまでも続くのみ。

　こんなにも静かで穏やかな時間は久しぶりだった。とても自分の命運が尽きる前の晩とは思えない。

　自分の命を懸けて、初めて見えるものもあるだろう。そして、自分の命を懸けなければ見えないものも。

　静けさを噛みしめるように、そっと目を閉じる。まぶたの裏に映るのはレアの姿か、それとも亡き母の姿だろうか。

　薄暗い部屋の中で、手燭の炎だけが、太古の昔と変わらずにゆらゆらと揺らめいていた。

　そして、しばらくぼんやりと長椅子に横になっていたマルスは、ふと頬に柔らかな風を感じた。

　窓は開け放したままだ。たぶんそこから風が入ってきたのだろう。ひんやりとしたその温度が、今のマルスには心地よかった。

（だが、風邪をひいてしまうな）

　そう思ってから自嘲する。

（明日、民衆に八つ裂きにされるかもしれないというのに、風邪をひいたからどうだというんだ）

　王宮には誰ひとり残らなかった。自分にうやうやしく頭を下げ、敬っていた連中も、結局は誰ひとり自分の味方ではなかった。反乱を鎮圧しようと駆けつけてくる地方官もいない。むしろ皆、自分を排除したくてたまらないのだ。

　王宮から逃げ遅れた兵士たちだって、いつ自分に牙をむくかもしれない。今このときにも、自分の首と引き換えに民衆側に寝返るかもしれない。

　自業自得なのだろう。そう思うと、マルスは悔しくてたまらない気持ちに襲われた。

　もう少し時間があれば。いやそれとも、もう少し早くレアに出会えてさえいれば。そんな自分の考えが馬鹿馬鹿しいこともわかってはいた。

　時間を巻き戻すことは、神にだってできやしない。最後の最後で、あの奔放な父のわかりにくい愛情を感じられただけでも幸せではないか。

　そう、自分は幸せ者だ。人を愛する喜びを知っただけでも。愛する女の未来を守ってやることができただけでも。

　パタン、とどこからか音がした。窓が閉まったような音だ。すると、自分のすぐ脇に人の気配を感じる。

（そうか、やはり兵士が自分の首を取りに来たか）

　マルスは自分の運命を悟って、そのまま眠ったふりを決め込む。自分の命で兵が助かるなら、それもいい。

　身じろぎもせずに待ったが、いつまで経っても兵士は剣を降り下ろそうとしない。

　人の動く気配を感じ、今度こそ、とマルスは天に祈った。

　ところが、剣の代わりに降ってきたのは、暖かい毛布だった。驚いたマルスが目を開けようとした瞬間、美しい鈴の音を思わせる心地いい声音が彼の耳に届く。

「お風邪を召しますよ、マルス様」

　はっと息を呑んだまま、マルスは氷漬けにされたような心地になった。それと同時に、胸の奥底から、感じたことのない熱い熱い塊が、マグマのように溶けて流れ出してくる。

「レア……」

　そう口にしたのだと思う。でも声になったのかどうかわからない。

　目を開ければ、これが幻聴ではないことが確かめられるはずだ。手を伸ばせば、それが幻覚ではないことが確かめられるはず。

（久方ぶりの感情。いや、初めての感情だろうか。こんな残酷な夢を、今さら神が見せるのは自分への罰なのだろうか。頼む、ここにいないでくれ。父と一緒に、うまく脱出していてほしい。……いや、やはりここにいてほしい。最期にひと目だけでも会いたい）

　永遠のように長い時間が過ぎた気がした。だが、確かめずにはいられない。マルスは恐る恐る瞳を開く。

「すみません。起こしてしまいましたか？」

　レアの柔らかい微笑みが、自分を見下ろしている。春の日だまりのような、女神の微笑み。

「レ……ア……」

「温かいお茶でも用意いたしましょうか？」

　そう言って背を向けたレアの手首を、マルスははっとしてつかんだ。隼はやぶさが獲物を捕らえるように、目にも留まらぬ速さで。

「本当に、レアか？」

　掌に伝わるレアの温もりを感じても、マルスは聞かずにはいられなかった。

「なにか他のものに見えますか？」

「どうして戻った？」

「マルス様はお忘れですか？　私が何者なのか」

　レアは「ふふ」と声を上げて笑うと、マルスの足元に跪く。

「私は、ウェスタ神に仕える巫女です」

　柔らかい微笑みの中にも芯しんの通った、まっすぐなレアの声。

　マルスはレアがなにを言い出すのかわからず、「それはそうだが」と言いよどんだ。マルスの言葉が終わらないうちに、レアは言葉を紡ぐ。

「私は神に仕える巫女。つまり神の妻です。そうでしょう？」

　レアの言葉に、マルスはなにかを思い出しかけた。

（この台詞、前に一度聞いたことがある）

「そしてマルス様は、ウェスタの王。王は神の子であり代理人。神の化身です。ということは、私はマルス様の妻ということになります」

　マルスは、はっとした。

　口づけを交わしたことを悩んでいたレアに、自分が言った台詞そのままだ。あのときは、素晴らしい考えが浮かんだと思ったものだが。

「馬鹿な!!」

　勢いよく立ち上がった。そばに置いてある手燭の炎が、その風圧で一瞬揺らぐ。まるでマルスの心のように。

　レアは跪いたまま頭を下げる。

「申し訳ございません。私のような身分の低い者が、王の妻などと。ですが、お許しください。妻は夫を支えるものでございます。苦境にあればあるほど、離れるわけにはまいりません」

「そんなことを言っているのではない!!」

　マルスはレアの前から離れると、すたすたと壁際まで来て、拳でその壁を思いきり叩いた。

　ダン！とすさまじい音がして、そばの机に置かれていた水瓶がガタンと倒れる。

「くそっ！」

　歯噛みすると、同じように元来た道を歩いて、レアの足元に膝をつく。

「わかっているのか？　ここにいれば殺されるかもしれないんだぞ！　なんのために、好きでもないあの男に頭を下げて、お前のことを頼んだのか!!」

「まあ！　ロカさんに頭を下げられたのですか？」

「う。ああ、いや、それは……。いや、今はそんなことはどうでもいいことだ。俺が言いたいのはだな！」

　いったいどう説明すればいいのか。ここにいるのが、どれほど危険なことなのか。今にも切れそうな一本の綱の上を、破滅という終着点に向かってひた走っているのだということを。

　綱が切れれば自ら谷底に。切れなければ人の手によってやはり谷底に。どう転んでも結果は同じだ。

　マルスがどう説明しようか言葉に迷っているうちに、レアの花弁のような美しい口が、すっと開く。

「私はマルス様を愛しております。マルス様は私を愛してはいらっしゃいませんか？」

　マルスの心臓が、どくんと波打った。

　一旦収まっていた心の中のマグマが、再びどろりと頭をもたげる。今にも噴火しそうな心を、あらん限りの理性で押しとどめた。

　彼女のためを思うなら。本当にこの女を愛しているなら。……それは、言うべきことではない。愛する者を守るために。

　マルスは息を吸って口を開く。

「レア。俺は、お前のことなどなんとも思ってはいない。奴隷上がりの女など、王である俺に相応しいわけがないだろう。勝手に俺の部屋に入り込むなど不愉快だ。さっさと消え失せよ」




　王宮中が、しんと静まり返って夜の闇に呑まれている頃。闇を恐れることすら知らないふたりの親子は、浴びるほど大量の酒を喉に流し込んで、間もなく成功するであろう目論見について前祝いをしていた。

「お父様、もうそろそろやめた方がよろしいのでは？　明日はこの国の運命を変える、大事な日なのでしょう？」

　妖艶な目つきで、シギネアは父に流し目を送る。

「なあに、これくらい大丈夫だ。ちゃんと根回しは済んでいるからな。後は民衆に王を排除させ、王代行ということで私が政を一手に担うことになるさ。わっはっはっは」

　卑いやしい笑い声が、部屋から漏れて廊下まで響いている。

（まったく、我ながらなんと見事な策だろう。邪魔なレアを排除して、なおかつ王も自分の操り人形とする。いい具合に飢饉になったものだ。天も私の味方をしているようだ）

　アニウスは充血した目で、もう何杯目になるかわからない杯を傾けた。

「ランド将軍がお父様の命令で、民衆に暴動を起こさせたのはいいとして、マルス様をどうするおつもりなのですか？　私、王妃になりたいのに」

　娘の甘えるようなつぶやきに、アニウスは「心配するな」と、厚い肉のついた腹を、ぽんと叩いた。

「マルス王にはしばらく軟禁生活を楽しんでもらう。そこでゆっくり、お前を王妃にするよう言ってやるさ」

「本当？」

「心配するな、シギネア。私が万事うまく進めてやるさ。お前の花嫁衣裳は、ウェスタ国一番の立派なものにしてやるぞ。楽しみにしていなさい」

「お父様、大好き!!」

　言いながら、シギネアはアニウスに抱きついて、頬に口づけを落とした。アニウスは相変わらず上機嫌で笑っていたが、ふと隣にいるシギネアがおかしな顔をして自分を見ているのに気づいた。

　いや、正確には、自分の後ろに目をやって……。

「よっ！　久しぶり。アニウス義に兄いさん！」

　自分の首元に硬く冷たいものが当てられているのを感じて、アニウスの手から杯が滑り落ちた。突然現れた男は、にっと人懐っこい笑顔を向けて、シギネアを見て言う。

「おお？　お前、シギネアか？　でかくなったなぁ。ちゃんと胸まであって、立派に女に見えるぞ？」

「なっ！　無礼な!!　私を誰だと思っているの！」

　シギネアは青筋を立てて、ぶるぶると震える。

（こんな無精ひげの生えた汚い男に、呼び捨てにされるなんて）

　無礼な態度を取る男を、父が断罪してくれることを期待してアニウスに視線を移し、彼の様子がおかしいことに気がついた。

　剣を突きつけられているからというよりは、まるで幽霊の声でも聞いたような、ひどく青白い顔をしている。さっきまでお酒を飲んで、耳まで紅潮していたというのに。

　そう考えて、目の前の男が先ほど口にした言葉を思い出し、シギネアははっとした。

『よっ！　久しぶり。アニウス義兄さん！』

　聞き間違いか？　いや、確かにこの男はそう言った。そして自分にも『でかくなったな』と。

　長い前髪が顔にかかってわかりづらいが、髪の束の間から覗く、その他人を魅了する青い瞳の持ち主には見覚えがあった。

「ユピテロカ……王」

　シギネアの唇から、ひとりの男の名がこぼれた。それはかつて、この国の王だった男の名前。

「冗談ではない！」

　シギネアの言葉に、金縛りが解けたように突如大声で怒鳴り出したアニウスは、首に当てられた剣を手の甲でぐいっと押しのけた。

「今さら、なにをしに舞い戻った！　ヴェローナを置いて出ていったお前が！　お前のような半端者に、このウェスタ国はやらぬ！　出ていけ!!」

　立ち上がりかけて酔いが回ったのか、彼はどすんと尻餅をついた。亡き妻の名前に、ロカの口元から笑みが消える。

「ヴェローナは……苦しんだのか？」

「苦しんだか、だと？　苦しんで、苦しんで……のた打ち回って死んでいったわ!!　それもこれも皆、お前が見捨てたせいだろうが。なにを今さら殊勝ぶりおって！」

　アニウスはもう一度のろのろと立ち上がると、部屋の隅に立てかけてあった剣を持ち上げ、鞘さやを投げ捨てた。

「わざわざ私に、殺されに来たのか！」

　ロカは「いや」と答えながら、一度視線を床に落とす。そしてゆっくりと息を吸い込み、剣の切っ先をアニウスの体に向けた。一瞬の沈黙の後に言う。

「かつての約束を果たしに。お前を、殺しに来た」

　シギネアは錆さびた鉄のように動きの鈍い足を必死に動かして、部屋の隅に移動した。壁にぴたりと背中をつける。

　逃げるためには、ふたりの剣の間をすり抜けていかなければならない。震える足では、それは無理そうだった。声を上げれば誰か来るのかもしれないが、それが父のためにいいことかどうかもわからない。

　なにせ相手は前王だ。たとえ狂王と評された人物でも、王は王。下手をすれば、アニウスの方が不利になりかねない。

（いったいこのふたりは、なにを話しているの？　約束って、なに？）

　がちがちと絶え間なく音をたてる自分の歯に、持っていた手拭いを挟んだ。

（お父様が勝つわ。そうよ。相手がユピテロカ王だったとしても構うものですか。お父様は負けたりしないわ）

　睨み合ったまま、アニウスもロカもどちらも動こうとはしない。重苦しい空気が、シギネアの肌にどろりとまとわりつく。

（怖い。こんな怖いお父様、見たことがないわ）

　シギネアは腰が抜けそうになり、そばの机によろよろと手をついた。その瞬間、どちらからともなく駆け寄ると、ガキィン！と剣の重なり合う鈍い音が響いた。そして合わさった剣の隙間から、ふたりの男の獣のような殺気を含んだ目が見え隠れする。

「なにが約束だ！　ヴェローナの敵だ。死ね！」

「五年前よりも格段に太ったな。運動不足は相変わらずか？」

　ロカはアニウスの剣を力ずくで押さえ込み、ねじるように跳ね上げた。キン！と高い音がしたかと思うと、一瞬でアニウスの剣は宙を舞い、床に勢いよく突き刺さる。

「さらばだ、アニウス」

　ロカの剣が、アニウスの首元を捕らえる。

（ああ、お父様!!）

　シギネアが心の中で絶叫するのと同時に、扉が開け放たれた。

「ロカさん、大変なの!!　レア様が!!」

　それは、ニュクスたちとともに逃げたはずのマリカだった。




　マリカがロカの元へと姿を見せる数刻前のこと。隠し通路の中でラウススたちは身をかがめ、マリカが追いついてくるのを待っていた。ほのかに薄明るい通路の中は、ひんやりとしていてかび臭く、独特の雰囲気があった。

　レアはマルス王の元にとどまると言い張り、一緒に逃げようというラウススの言葉にも、頑として首を縦に振らなかった。

　ラウススは動揺した。一度は会えなくなることを覚悟したものの、いざとなると簡単に別れることはできなかった。

　そんなラウススにロカが提案したのは、ラウススがニュクスとマリカを連れて逃げる代わりに、ロカがレアを守るというものだった。

『全員を連れて逃げるのは、ちょいと無理があるが、レアひとりならなんとかなる。まあ、俺は俺でちょいと野暮用があるんだが、どうにかするさ』

　レアからもふたりを頼むと言われ、ラウススは後ろ髪を引かれながら、ニュクスとマリカとともに隠し通路を進んでいたはずだった。ところが、いつの間にかマリカの姿は影も形もなくなっていたのだ。

　ラウススは戻るべきだと主張したが、ニュクスはこのまま出口へ向かった方がいいと提案した。

　歩いてきた距離からすると、すでに出口に近いはずだ。道は一本しかないから迷うわけはない。マリカはおそらくレアの後を追ったのだ。もしくは、井戸の入口でレアが来るのを待っているか。それなら、いざとなればこちらへ向かって逃げてくるはず。

　機転が利く子のようだから、たぶん心配いらないだろうとニュクスは考えた。むしろ、ロカがいる分、自分たちより安全かもしれない。

　それにしても、気の強い娘たちだこと、とニュクスは思った。どうしても王の元にとどまると言って譲らなかったレアといい、危険を顧みず後を追ったマリカといい。

　いいことなのか悪いことなのかはわからなかったが、それでもニュクスはなんだか楽しい気分になった。

　王宮を追われ、さすらう身になるというのに、生まれ変わったように晴れやかな気分だ。この子たちがいれば、この国はきっと大丈夫だと確信する。

　秘密の抜け道は、街へ通じる出口もやはり井戸だった。街のはずれにあるが、万が一誰かに見られないとも限らない。雨で薄暗いが、念のためニュクスたちは、外へ出るのは夜まで待つことにした。

　レアもロカも、そしてマリカも、追いかけてくる様子はない。

　やがて夕闇が濃くなってきた頃、ニュクスは「少し様子を見てくるわ」と言って、ラウススを井戸の中に待たせたまま、ひとり井戸の外へと出ていった。

　ロカはチェルシー国へ脱出するために馬を用意していたが、反乱がどこまで広がっているかわからない。安全に逃げきれるかどうか、街の様子を探る必要があった。

　危険な役目は自分の方がいい、というラウススの申し出を、ニュクスは聞き入れなかった。馬を隠している場所はニュクスの方がよくわかっていた。それに、もしもレアたちが逃げ出してきたときのために、ひとりは残っていた方がいいと思えた。

　ラウススは、ニュクスの帰りが遅ければ探しに行こうと考えていたが、そうなる前に井戸の上から彼女の声が降ってきた。

「大変よ！　レアさんがっ！」

　その声を合図にラウススは急いで立ち上がり、井戸から出ると、ニュクスが指し示す方へと駆け出した。










人として




　手燭の炎はとうに燃え尽きて、漆黒の闇に沈んだ王の居室。

　レアが立ち去った部屋で、マルスは酒をあおった。酒を飲むなどいつぶりだろうか。

　そう考えて、毎日浴びるほど飲んでいた酒を、レアと出会って以来ほとんど飲んでいなかったことに気づいた。人間は集中することがあると、快楽に溺れることを忘れてしまうらしい。

　レアのいた空間をぼんやりと見つめた。

　明日、民衆に袋叩きにされるかもしれないのだから、やはり抱きしめておくべきだった。そんなことを考えて、未練がましいな、と思う。自分がこんな女々しい男だとは思ってもみなかった。死を前にして、今さら新しい自分を発見したことが妙におかしかった。

　ふと室内が薄明かりに照らし出された。窓の外に目をやると、先ほどまで隠れていた月が、うっすらと見え隠れしている。

『さっさと消え失せよ』

　あんなひどい言葉を投げつけた自分を罵倒するどころか、レアはまるでそれが聞きたかったとでもいうようにはかなげに笑うと、『失礼いたしました』と頭を下げ、そのまま部屋を出ていった。

　これでいい、これでいいんだ。マルスは自分自身に何度も言い聞かせた。

　レアなら、きっと素晴らしい未来を築いていくだろう。そこに自分の居場所はない。願わくば、彼女に祝福のあらんことを。

　マルスが長椅子で杯を握ったまま、うとうとし始めた頃、突然扉が乱暴に開かれたかと思うと、疾風のように黒い影が現れた。

「マルス王！　大変です！　すぐにおいでを！」

　そう言って駆け込んできたのは、王の護衛兵であるホーエンだった。

「なっ！　どうしてお前がここにいる！　レアを守って、一緒に逃げろと命じたはずだろう!!」

　マルスはレアに続き、いるはずのない人間の登場に苛立ちを隠せなかった。

（どうして皆、俺の気持ちをわかろうとしないのだ）

「申し訳ございません。ですが、私はあなたに仕える兵士です。あなたを守るのが任務。最後まで、おそばを離れるつもりはございません」

　マルスの怒りが爆発する前に、ホーエンが早口でまくし立てた。

「それよりもレア様が、大変でございます！」

「レアだと!?」

「民衆の前に――」

　ホーエンの言葉を最後まで待たず、マルスは部屋を飛び出した。




　ニュクスたちが街を抜け、王宮に通じる門の前に到着したとき、すでに大勢の民衆や兵士たちが集まっていた。

　誰ひとり身じろぎもせず、ただ一点を見つめている。ある者は忘我の境をさまよっているようであり、ある者は恍こう惚こつの表情を浮かべて涙している、異様な風景。

（いったいなにがあったの？）

　ニュクスがラウススを呼びに行ったときには、こんなことにはなっていなかった。少し前にニュクスがこの場所に来たとき、そこは罵ば詈り雑ぞう言ごんの飛び交うひどい有様だった。皆、手に石を持ち、石塀の上に立つひとりの少女に向かって、憎しみを込めて投げつけていたのだ。

　まさか殺されたのではと、ニュクスが視線を巡らせると、石塀の上に黒い人影が見えた。遠くてよくわからないが、おそらくはあれがレアなのだろう。

「レア！」

　小さく叫んだラウススが、石塀の上に立つレアに近づこうとするのを、ニュクスはなんとか押しとどめた。

　数刻前まで降りしきっていた雨は上がり、湿った土のにおいがうっすらと漂っている。石塀の後ろには、ぼんやりと、だが大きな月が姿を現し、ぼやけた輪郭が幻想的な雰囲気を醸し出していた。

　そして、その月を背負ったかのようにして立つレアが、凛とした音を発し、ウェスタ創世記の口伝を語り始める。




　＊　＊　＊




「ウェスタ創世記　第二章。

　アルバを見初めたシルウィクは、彼女にさまざまな贈り物をした。水、油、塩、さまざまな布や宝飾品を。素晴らしい、ライアの演奏を。しかし、彼女は首を縦には振らなかった。

『どうすれば、妻になるのか』

　シルウィクの問いに、アルバは答える。

『私が欲しいのは、平和でございます。安心して暮らせる地と、人と、そして愛をお与えください』

　シルウィクは予言と牧畜、そして音楽の神であったので、すぐさまその願いをかなえることはできなかった。そこで彼はその力を得るため、父神の元を訪ね、懇願した。天上の父は答える。

『では、お前はいくつかの試練に耐えねばならない』

　シルウィクは答える。

『どうぞ、私に試練をお与えください』」




　＊　＊　＊




　レアが大勢の民衆の前で臆することなく語っているのは、紛れもなくウェスタ創世記の口伝だった。

　ニュクスは、透明なレアの声に思わず引き込まれそうになった意識を、慌てて取り戻した。隣を見ると、ラウススが陶酔したように聞き入っている。

　レアとの間にはかなりの距離があるというのに、彼女の声はまっすぐに、よく通った。地を埋め尽くすほどの人が呆けたように立ち尽くし、物音ひとつたてる者はいない。皆、一心不乱にレアの語りに聞き入っているようだった。

（いったい、どうなってしまうのかしら）

　下がることも進むこともできず、ニュクスは立ち尽くした。

　レアの背後から、大きな月が不気味に笑ったように見えた。




　ニュクスたちが民衆に交ざってレアの語りを聞いていたのと同じ頃。マルスは、王宮から門までの道を全力で走り抜けていた。

　目に映る景色が流れるように変わっていく。口から心臓が飛び出しそうになっても、脚の回転を緩めなかった。

　心にもないことを口走ったのは、決して死なせるためではない。

　そのとき、同じ方向に走るロカの影が、マルスの視界を横切った。

「父上！」

　意地でもその呼び方はしないと固く誓ったことも忘れ、マルスは声に力を込めた。

「マルス！　レアが民衆の前に、自ら名乗って姿を見せたそうだぞ！」

　走りながらマルスは、ちっと舌打ちした。

「なんのために、あなたに彼女をお願いしたのですか!!」

「それを言うなら、どうしてレアをひとりにした！　俺は、お前の部屋まで間違いなく送り届けたぞ！」

　無言になったふたりは、息を切らせながら自らの脚に鞭打つように走った。もう少しで門までたどり着く。

　すると、弦をかき鳴らしたような不思議な音が、風に流されてふたりの鼓膜を揺らした。

　門の内側を守っているはずの兵士がひとりもいない。もしや民衆とぶつかったか。

　だが、それらしい悲鳴や怒号も聞こえない。剣や弓の音も。

　その不思議な音の正体がわかる距離に来て、マルスはやっと速度を落とした。鈴の音のような美しい声が辺りに響いている。

　レアの声だ、とマルスは思った。

　創世記はすでに三章に入っていた。神に与えられた数々の困難な試練に、シルウィクが挫ざ折せつしていく場面だ。

　月明かりに照らされた、曲線を描く細い肩が見える。マルスは鬼神を思わせる形相で、石塀への階段を上がりきると、息を呑んだ。

　目の前の民衆が皆、真剣な表情でレアの暗誦に聞き入っている。いや、聞き惚れているという方がしっくりくるかもしれない。

　なにかに取り憑かれたように、レアを見つめる無数の瞳。その瞳に敵意はない。月に照らされてきらきらと光る、何千、何万というそれらの輝きは、まるで大きなひとつの生物のようだった。

　なにが起こったか、一部始終を見ていた兵士に聞けば、すぐに判明することだろう。だが、この張りつめた空気の中で、マルスはとてもそうすることができなかった。

　自分のすぐ後ろに立つロカも、後から遅れてやってきたホーエンもマリカも、そしてそれ以外の誰もが彼女の語りを止めようとはしなかった。

　月がゆっくりと角度を変え、空が白み始めても、誰ひとりその場を離れる者はなかった。ちょうど太陽が水平線を昇りきったとき、レアは最後の一節を唱える。

「やがてシルウィクがウェスタを建国し、初代の王となると、シルウィアを神官長としてウェスタの神をあがめた。これ以降、王の名にシルウィクを冠し、神官長の名にシルウィアを冠することとなった。これが、ウェスタの創世を記す物語である」

　誰も、なにも言わなかった。地を埋め尽くすほどに人がいるのに、コトリという物音さえしない。マルスも、ロカも、ラウススも、誰ひとりとしてこの場の空気を断ち切ろうとする者はなかった。

　静寂を破ったのは、ひとりの女のすすり泣きだった。

「うっ、うう……。申し訳ありません」

　隅に立っていたその女は、泣き始めると地面にうずくまった。

「私は、私は、レア様に助けていただいた恩も忘れて。うう……」

　レアにはその声は届かなかったが、その痩せた中年の女の顔はよく覚えていた。それはレアが施薬を任されるようになった頃、食当たりになった子供を抱えて施薬館を訪れた母親だった。嫌がって薬を飲まなかった子供。レアが薬草の改良を始めたきっかけを作った女だった。

　レアは、その女が具合が悪くなったのかと思った。夜を徹して自分の暗誦に付き合ったのだ。体力のない年寄りや女性にはきつかったはずだ。

「待っていてください。今そこへ行きますから！」

　声を張り上げると、きょろきょろと周りを見渡した。一瞬マルスと目が合ったが、すぐに逸らす。見張り台にいる兵士を見つけると駆け寄った。

「すみませんが、水をください」

「え？　……ああ、はい。どうぞ」

　見張り台に用意していた小さな水差しと椀を手に取ると、そのまま石段を下り、門の内側に立った。

「すみませんが、ここを開けてください」

　たった今までレアの語りに心を奪われていた兵士たちは、我に返り、ぎょっとした。門の内側を守っていた彼らからは、民衆の様子が見えない。恐怖のあまり、とうとうレアの頭がおかしくなったのだろうかと思った。

　門など開ければ、人々がこの王宮へなだれ込んで、王もろとも自分たちも殺されるではないか。そう考えたせいで、兵士たちはレアの言葉に従うことをためらった。

　だが……。

「開けろ」

　低い声で命じたのは、他ならぬマルス王その人だった。

「は、はい」

　兵士たちはお互いの顔を見合わせながら、ぎこちない動きでマルスの命令に従う。

　――ギイイイィィ。

　固く閉ざされたはずの門は、兵士たちの手によってゆっくりと開かれる。門の内側にいる人間は、ごくりと唾を飲み込んだ。

（いよいよ最期か）

　兵士たちは、剣の柄に手をかけて祈った。

　しかし、民衆は予想に反してぴくりとも動かない。レアはわずかに開いたひとり分の隙間から、ひょいと自分の体を門の外へと投げ出した。

　そばにいた兵士が「あっ！」と短く叫ぶ。

　レアが倒れた女の元へと歩みを進めると、その進行方向に陣取っていた人々は皆、一歩後退して道を空けた。麦の穂が風に倒されるように、レアの通り道が面白いほど順調にできていく。さほどの時間を要せず、レアは目的の女の元へとたどり着いた。

「さあ、この水を飲んで」

　レアは椀に水を注ぐと、女の口へと近づける。

「どうか、どうかお許しください……」

　女はレアの袖口を握りしめ、必死に許しを請うた。

「なにをおっしゃっているの？　あなたが謝ることなど、なにひとつないわ。さあ、この水を飲んでください。元気にならないと。ナナスが待っているのでしょう？」

　女は目を瞬かせると、今度は涙腺が壊れたのかと思うほど、涙が一気にあふれ出た。

（まさか、自分の子供の名前を覚えていてくださったなんて）

　朝日が顔を覗かせると、一気に周辺が明るくなり、レアはぐるりと自分たちを囲む人々の姿を眺めることができた。人々は痩せ細り、尖った枝から手足が生えているようだ。

　改めて、集まった人々の様子を見て眉をひそめた。貴族の館を襲って食にありついたとはいえ、ひと晩の徹夜は相当こたえたはずだ。

　女は震える手で椀に口をつける。

「ナナスは、元気？」

　何気ないひとことだった。女は水を飲む手を止めて、うつむいた。

「あの子は、死にました。食べるものがなくて、一週間ほど前に……ううっ」

　女は嗚咽を漏らした。

（死んだ？　あんな幼い子が？　学ぶことも、遊ぶことも、恋をすることも、幸せを見つけることも、なにひとつかなわないまま？）

「あ、わ、たし……ごめんな、さ……」

　レアにとって、女のひとことは衝撃的だった。

　餓死者が出たとは聞いていた。でもそれは国の中であっても、顔も知らない赤の他人の話で、こんなにも身近な話だとは思ってもみなかった。

「あの子、薬草を飲んだんですよ。この間、また同じ症状が出たときに渡していただいた薬草を。あんなに嫌がっていたのに。レア様から苦くないようにしたと言われても、半信半疑でしたけど、ちゃんと残さずきれいに飲んだんです」

　女は濡れた瞳でそっと笑ったが、レアはなにも答えられなかった。

　不作の年だったのはわかっていたことだ。民が飢えているということも。

　けれど、自分はなにをしたか。巫女として、いや、人としてなにかすべきことが、できることがあったのではないのか。

　施薬をし、非常用の食物を分け与える。そのことだけに誇りを持ち、満足してしまってはいなかったか。

　ふいに、以前マルスに自分が言った言葉を思い出す。

『この国のすべての者たちが等しく、ここに並ぶのと同じ食事をいただけるというのであれば、ありがたく食べさせていただきます』

　自分の言った台詞が、こんなところで自分に跳ね返ってくるとは。

　飢えに苦しむ大勢の人がいることにも気づかず、神殿の中に囲われて、いつもと変わらない日常を送っていたのだ。

　情けなかった。いつから自分は、こんなにも傲慢な人間になり下がってしまったのだろうか。

　レアは巫女としての使命を重んずるあまり、一番大事なことを忘れかけていたことに、たった今気づいた。

「ありがとうございます」

　女は自分に礼を言うレアに、不思議そうな顔をした。レアは言葉を続ける。

「あなたは、二度も私を救ってくださいました。一度目は飲みにくいのが当たり前だと思っていた薬草に、改良の余地があることを教えてくださった。そして今は、私に人としての生きる道を教えてくださいました」

　女の手に自分の手を重ねると、そっと微笑んだ。

　そのとき、レアがいたのと同じ石塀の上から、低い威厳のある声が落ちてくる。

「皆、聞いてくれ!!」

「おい、マルス王だぞ！」

　レアに注がれていた視線が、一斉にマルスを捉える。

「私の力不足のせいで、皆につらい思いをさせて、すまなかった。許してくれ。この通りだ」

　マルスはそのまま膝を折って、石塀の床に頭をこすりつけた。人々の間にどよめきが起こる。王宮の兵士たちも皆、王のそんな姿を見るのは初めてだった。

　やがてゆっくりと立ち上がったマルスの顔を、神々しいまでの輝きで朝日が照らす。

「皆が私を許せないのはわかる。王位からはすぐにでも降りて構わない。だが、今私が王位を降りても、無用の混乱を招くだけだ。先代の王に、男子は私だけ。おそらく私が王位を降りることになれば、誰を王にするかで国は混乱する。しかし、飢えて死にそうな者には時間がない。だから、どうか頼む。今の状況を打開するだけの猶予が欲しい。皆の力を貸してほしい。落ち着いたら必ず王位を降りると約束しよう。頼む」

　マルスはもう一度頭を下げた。

　民衆たちはお互いに顔を見合わせて言葉を交わし、そのざわめきが波のように伝でん播ぱしていく。

　無用の流血が避けられるなら、その方がいいに決まっている。だが果たしてこの王を信用していいのか。うまいこと口車に乗せられて、結局は飢えて死ぬのではないか。民衆たちはそんなことを囁き合っていた。

「ランド将軍、あなたがこの暴動の代表者だと聞いている。意見を聞かせてほしい」

　群集の後方にいたランドは、マルスに突然名指しされてうろたえた。

　アニウス宰相の計画では、彼がマルスの代理として、ランドと話し合いをすることになっていたはずだった。それなのにレアなどという巫女が出てきたり、マルスが頭を下げたり、わけがわからない。

　ランドが首を巡らせると、マルスとは反対側の石塀の上で、兵士の後ろに隠れるようにして立っているアニウスと目が合った。しかしアニウスはランドに背を向けて、なんの指示も出そうとしない。

　マルスはランドが焦る様子を見て、なにかあると訝しみ、ランドの視線の先を追って、一連の騒ぎの張本人が誰なのかを理解した。

「ランド将軍に意見がないのなら、諸君に聞こう！　言いたいことのある者はいないか！」

　マルスは民衆をぐるりと見渡すが、警戒しているのか、誰も積極的に発言しようとしない。そのとき、ひとりの老人が弱々しい声を上げる。

「わしは、家族を飢えで失いたくない。必死にここまで生きてきて、息子や孫が自分より先に死ぬなんて耐えられん」

「わかった。非常用の倉を開放したが、それを懐にしまい込んだものがいる。それが誰かの見当はついている。即刻、食糧が皆に配布されるよう手配することを約束しよう。残っている倉もすべて開放させる。贅沢は無理でも、それでなんとか食い繋げるはずだ」

「体力が落ちて、病にかかっている者が大勢いる」

　老人の発言に押され、すぐ隣にいた若い男も声を上げた。

「神殿を開放して、ウェスタの巫女たちに診てもらえるよう取り計らおう。神官も巫女も区別なく、民を診療できるようにする。だが、巫女の絶対数が足りない。悪いが皆にも協力してもらう」

　マルスは次々に上がる民の要望と質問に、自分ができることとできないことを説明し、嘘偽りなく淡々と述べていく。その姿勢に、民はほんの少しずつマルスの誠意を感じ始めた。




　いくつかの主要な話が出尽くしたところで、マルスは病人や女子供を優先的に王宮の敷地内に招き入れた。

　王宮の前に詰めかけていたのは大半が男で、ほとんどの女や子供は地方で待っているか、街にある貴族の館を襲ったところで、そこに置いてきたらしい。そこでマルスは、神殿に残っていたウルウと相談し、街の真ん中にも天幕を張り、簡易の診療所を設けた。

　神官の中には、反乱を事前に察知し、親の元へと逃げ出した者もいたが、ほとんどの巫女たちは逃げる場所もなく、神殿の中に立てこもっていた。

　食糧庫はすべて開放され、炊き出しの湯気が立ち上る頃には、兵士も民衆も、ひとつの目的へ向かって突き進む連帯感のようなものを覚えていた。

　まずは中央。それから地方へも行かなければならない、とマルスは思った。

　このままではいつ食糧が尽きるかもしれない。私腹を肥やしていた貴族や商人たちの屋敷から、すべて引っ張り出さねばならないだろう。目の前の流血がとりあえず回避されたことに対して、少しも満足はできなかった。

　マルスが次の手を考えている間にも、ウェスタ神殿の中では巫女見習いも一緒になって、食糧の配布や病人の世話が行われていた。毛布が足りず、人々は身を寄せ合ってなんとか暖を取っている。

　レアは、街に設けた簡易の診療所で働くことを志願した勇気あるウェスタの巫女たちを連れて、街中で率先して施薬を行っていた。

　意外にも、混乱した街に出て人々を救おうという若い巫女が多く、ウェスタの巫女たちが使命感を忘れていないことを知って嬉しかった。

　ウルウは神殿に残り、神官や巫女たちの指揮を執っていた。神殿の中にある自分たちの居室を、重症者用の個室として開放し、それでも入りきらない人々をどうするかで頭を悩ませていた。

「ウルウ様。本当にレアの怪我は大丈夫だったのですか？」

　神殿に残ったサラは、レアが体の数ヵ所に傷を負っていたことを心配していた。それは民衆に石を投げられたときにできた傷らしく、レア本人は治療もしないで、街へ行ってしまったのだった。

「心配いりません。出血はあったけど、命に関わるようなものではなかったわ。それよりも、サラ。あなた、レアからなにか聞いていますか？」

　ウルウの探るような瞳が、サラを覗き込む。

「なにをですか？」

「いえ。なにも言われていないなら、構いません」

　ウルウはそっけなく返事をしながら、昨日の朝、突然レアが自分の部屋に現れたときのことを思い出していた。

　レアがウェスタ神殿を脱走しようとした罪で捕らえられたことに対して、ウルウは王に謁見を求めていた。するとその返事の代わりに、ホーエンがレアをウルウの部屋に連れてきたのだ。

　聞けば、マルスはレアを逃がそうとしたにもかかわらず、レアがそれを拒んでいるのだという。すでに反乱が起こっており、困ったホーエンが、ウルウにレアを匿かくまってほしいと頼んできたのだった。

　逃げるよう説得するウルウに対し、レアは自分の〝罪〟を告白した。それはマルスへの恋心であり、ウルウにはとっくにお見通しの内容だったが、なぜそんな緊迫した状況でレアが突然告白をしたのか、ウルウは怪訝に思った。

（まさか、自ら磔になるために、民衆の前に姿を現すつもりだったなんて）

　おそらく、レアは磔になる罪を犯していることをウルウに納得させ、民衆の裁きを受けようと思っていたのだろう。民衆の怒りを自分ひとりに向けるために。

　ウルウは、レアの覚悟に気づかなかった自分の未熟さを恥じると同時に、レアの吹っきれたような態度が気になっていた。本当に、これで終わりなのだろうか。

　サラはウルウの言いたいことが呑み込めなかったが、不吉な予感が胸中をよぎる。

（もうこれ以上悪いことなんて、起きようがないわよね、レア？）

　危うく国が崩壊するところだったのだ。後は浮上するだけのはずではないか。

　咳せき込んだ声が聞こえて、サラは病人の元へと急いだ。




　夜になり、長く混乱した一日が終わろうとしていた。

　兵士やウェスタの巫女たちも皆、疲れきった表情を浮かべ、交代で休みを取っていた。街の秩序は少しずつ回復したが、貴族の館に放たれた炎が周辺を焼き尽くし、完全に街が復興するには、まだずいぶん時間がかかりそうだった。

　その晩の月は、きれいな円を描いていた。部屋の中は薄明るく、ときどきふっと月が顔を出しては、窓辺にたたずむマルスとレアの顔を明るくしている。

　マルスはこの月を一生忘れないだろうと思った。今までに見たどんな景色よりも、幾多の困難を乗り越えた後にレアと見上げるこの月が、心から美しいと思えたのだ。

「すまなかったな。昨日はひどいことを言った」

「いいえ。私を逃がしてくださるためだったのでしょう？」

　レアが柔らかく微笑んだのを見て、マルスはほっとした。

「だいぶ冷えてきたな」

　レアの細い肩に手をかける。それはマルスが想像する以上の華奢な線を描いており、とても昨夜ひと晩かけて創世記を語った人物だとは思えないほどだ。

「本当に……悪かった。俺のせいで」

　レアの額にかかる前髪を払った。額には、民衆に投げつけられた石が当たって赤く腫れている傷があった。額だけでなく、肩や脚、脇腹にも同じような傷がある。

「心配性ですね、マルス様は」

　レアは「ふふっ」と笑って、マルスの瞳を見つめる。

「それにしても、なぜ民衆の前で創世記を語ることになったのだ？」

「ああ、それはですね」

　おかしそうに笑うと、声をひそめてマルスに耳打ちする。

「私が石塀に上って、自分がレアだと名乗ったら、『本当にレアかどうかを証明してみせろ』と言われたのです」

　よくわからないというマルスの顔を見て、レアは面白そうに微笑んだ。

「私が偽者だと思われたのですわ。『本物なら、創世記を語れるはずだ。語ってみろ』と言われて」

　なるほど、とマルスは頷いた。磔にされるとわかっていて、自ら名乗る者など普通はいない。

「その者に感謝だな。おかげで助かった。まだ気は抜けないが」

　レアの笑顔につられて、マルスも優しい笑みを浮かべる。お互い至近距離で微笑み合った後、ふとレアの顔からすべての表情が消え去った。

「マルス様。実は、お願いがあるのですが」

　珍しい、とマルスは思った。レアの方から積極的に頼み事など。

「俺にできることなら、なんでもかなえてやろう」

　マルスは本気だった。普段は人に頼み事をしないレアが自分から願い出ることなら、きっと大切なことに違いない。

「私を……今すぐ妻にしてください」

　広い空を自在に泳ぎ回る雲が、ゆっくりと月を覆い隠した。

　天空に座す星々から見れば、幾いく星せい霜そうを経て繰り返される男女の睦事など、塵ちり芥あくたに等しい出来事に違いない。だがマルスにとって、それは奇跡にも等しい出来事だった。

「レア。妻にしてくれと、そう言ったのか？」

　レアがこくりと頷いた途端、マルスは彼女をかき抱いた。

「レア!!」

　彼女の存在を確認するように、両腕に力を込める。

　壊れるくらいに強く。いっそ自分の腕の中で、この愛する女を壊してしまいたい。

　レアの唇を奪うように、己の唇を押しつけると、そのままレアの体を寝台に押し倒した。

「お前を愛している。お前が嫌だと言っても、俺は生涯お前を離さない！」

　その言葉を聞いて、レアはおかしそうに微笑みながらマルスを見つめる。

「なにがおかしい？」

「いえ。やはり子供のような方だと思って」

　美しい目を細めて、「ふふ」と声を上げる。ふっと緩めた彼女の口元から、マルスは強引に押し入った。

「ん、マ……さ、ま」

　レアの艶めいた声を聞いて、もはや自分を止めることはできなかった。

　レアの指に自分の指を絡めて固く握りしめると、彼女の細い首筋に口づける。レアの白い肌が、羞しゅう恥ちに赤く染まるのを感じると、マルスの心はますますはやった。出会ってからこれまでの想いをぶつけるように、レアを貪る。

「マルス様。いついかなるときも、私の心はあなたのおそばにおります」

　マルスの熱い鼓動を感じながら、レアはそっと瞳を閉じた。




　反乱から一昼夜が経ち、四方を格子に囲まれた冷たい床の上で、父と娘はうなだれて座っていた。

　遠くからだんだん近づいてきた足音が目の前で止まり、アニウスは顔を上げる。見慣れた陽気な義弟の顔。

「よお、大丈夫かぁ？　アニウス」

「相変わらず、うるさい男だ」

　アニウスはしわの目立つ額に、もう一本しわを増やした。

「なあ。お前、なんで抵抗しなかった？」

　アニウスに向けたロカの言葉に、憔悴しきったシギネアが顔を上げた。

　反乱の首謀者はアニウスだろうと、マルスに問いつめられたとき、アニウスはまったく反論しなかった。そして、マルスがアニウスを捕らえて投獄するよう命じても、最後までまったく抵抗しなかった。

　兵士の中にはアニウスの子飼いの者も大勢いる。アニウスが本気なら、あの場を混乱に陥れることなど造作もなかったはずだった。

「お前に話す気はない。出ていけ」

　昨日までとは明らかに違うアニウスの瞳の色を見て、ロカはそれ以上なにも聞かずに牢を後にする。

「じゃあな、アニウス。もしもまた、お前が周囲を顧みない大臣になったときは、俺が殺しに来てやるよ」

　ロカが去った牢は、妙な静けさに包まれる。

「お父様」

　ぽつりとつぶやいたシギネアの声が、暗闇に吸い込まれた。

「なにか、お考えがおありなのでしょう？　まさかこのまま罪人として裁かれるおつもりではありませんよね？」

　かすれたシギネアの声には、期待と不安が入り交じる。

「シギネア。お前、創世記をどこまで暗誦できる？」

　娘の問いに、アニウスは問いで返した。

「え？　それは、一章……いいえ。二章くらいなら」

「そうか」とアニウスはつぶやいた。

「そりゃあ、レアは暗誦が得意かもしれませんが、私だって少し真剣にやればあれくらい！」

「できるか？　本当に？　自分に敵意を持つ大勢の民を前にして、あのように朗々と語ることが？」

「そ、それは……」

　言いよどむシギネアを前にして、アニウスはため息をつく。

「巫女の任命式で初めてあの娘の暗誦を聞いたときは、鳥肌が立ったものだ。だが、だからといって、あの娘を認めるわけにはいかなかった。決して、認めるわけには」

　一瞬、アニウスの瞳の奥に揺らめくような炎が灯ったが、シギネアには気づかれない間にしぼんで消えた。再び牢の中は静寂に包まれる。

「お父様。ユピテロカ王とのお約束って、なんなのですか？　どうして約束のために、お父様を殺そうとするのです？」

　アニウスは昔を懐かしむようにまぶたを閉じると、体をそっと壁に預けた。重い口を開いたのは、それから少ししてのことだった。

「もしも私が堕落した臣になったときは、そのときは私を斬ってくれと、そう頼んだのだよ」

「えっ？　だって、お父様は」

　言いかけてシギネアは口をつぐんだ。

　彼女にも正邪の判断基準くらいはある。それが世間一般と同じかはわからないが、自分の父がくだらない正義感などを振りかざさないことくらい承知していた。そのため、アニウスがときに恨まれたり、悪口を言われたりしていることも。

　しかしシギネアは、それは弱い者や、力のない者たちの妬みや中傷でしかないと考えていた。

　皆、自分が幸せになりたくて奔走する。その論理が理解できないものは、強い者の庇護で自分を殺して生きていくか、底辺で踏みつぶされて生きていくしかないのだ。

　アニウスはそういう意味では、自分の欲望に忠実だった。そしてまたシギネアも、そういう父の生き方を尊敬していた。底辺で這いつくばって生きるのがつらいなら、どんな手を使っても、他人を蹴落として日の当たる場所へと這い上がるべきだと。

「私は最初から堕落した臣だろう、と言いたいのか？」

　娘の心情を察したのか、アニウスは薄く笑った。

「私も最初から今のように、奸かん計けいばかりを巡らせていたわけではない。私にも理想に燃えていた頃があったのだよ。もうずいぶんと昔になるがな」

　シギネアは眉をひそめた。

　これ以上聞けば、自分の生き方を根底から覆されそうな予感がする。しかしやはり聞かずにはいられなかった。

「では、どうして？」

「ヴェローナ……私の妹を、お前の叔母に当たる女を、ユピテロカ王が不幸にしたからだ。あの男はヴェローナを幸せにすると約束した。だから私は、ユピテロカ王を助け、必死で政に精を出した。だが」

　そこまで言って、アニウスは親指と人差し指で目頭を覆った。その声が幾分震えているように、シギネアには感じられた。

「ユピテロカ王は突然王宮を飛び出し、その後すぐにヴェローナはあの世へ旅立った。私は、ユピテロカ王に裏切られたような気がして許せなかった。それからだ、私が決定的に変わったのは」

　妹が望むように、皆が幸せになる国を作りたかった。ユピテロカ王とともに。真面目に、純粋に、ひたむきに生きて。

　だが結局、そんな生き方を貫いた妹が幸せをつかむことはできなかった。途端に、自分がやってきたことがむなしく思えて、もはや政に真摯に向き合う気になどなれなかった。

　富を独り占めし、騙し、裏切り、民衆を虐しいたげた。それでもなお、心の中の隙間が埋まることはなかった。

　レアの語りなど聞きたくはなかった。その生き方が、ほんの少しヴェローナに重なって見える。

　純粋でひたむきな姿。自分がひどくちっぽけな存在に思えた。

「すまないな、シギネア……」

　アニウスが壊れ物を扱うように、そっとシギネアの肩に手を置くと、彼女の瞳から透明な雫があふれ出した。

　自分のことに精いっぱいで、娘の幸せを考えることができなかったことを、アニウスは悔いた。




　シギネアの涙がアニウスの胸を濡らしていた頃、肌を切るような冷たく鋭い風の刃が、枯れ井戸の脇をすり抜けていた。月明かりに照らされた影はふたつ。

「後悔は、しないか？」

　ロカは念を押すように女の瞳を覗き込んだ。しかし女の美しい碧の瞳は、彼女が意志を貫くことを示すように、少しも揺らぐことはなかった。

「はい」

「マルスが、それを望んでいなくてもか？」

　女のきっぱりとした意思表示を聞いても、ロカはもう一度だけ確認した。マルスとともに生きることが、ふたりにとって幸せなことのように思えた。

「マルス様は、王ですもの。この国を支えていただかなくては。今の私は、邪魔をすることしかできませんから」

　女がかすむように微笑んだ拍子に、長い黒髪がさらりと揺れる。

「混乱が治まるまでは、皆、私のことを忘れているかもしれません。でも」

　女はそっと月を見上げた。

「国が正常に機能し始めたとき、再び私の身分や素行が問題になってくるでしょう。私が王妃に相応しくない理由は山ほどありますから」

「まあ、人間ってのは、そういう生き物だからな。喉元過ぎれば熱さを忘れる。マルスが飢饉を救えたとしても、来年豊作になれば、皆は王のありがたみなど考えもせず、やることなすことにけちをつけるだろうよ」

　女の決心の固さを知ったロカは、不敵な面構えで、にっと笑うと、枯れ井戸の中を覗いた。手早く吊り梯子を下ろすと、体重をかけて強度の確認をする。

「よし。んじゃ、ま、行きますか」

　ロカの言葉に、女は決意を込めた瞳で頷いた。

「俺が先に行くから、合図したら下りてこい。下は見るな。ゆっくりでいいから、滑り落ちないように気をつけろよ」

「はい。あ、あの！」

「なんだ？」

「ロカさんは、いいのですか？　ここに残らなくて。私についてきたら、苦労するだけですよ」

「ん～」と、ロカは無精ひげを撫でながら空を見上げる。

「ま、いいんじゃね？　俺もあんたと一緒で、ここにいるとマルスの邪魔になるんだ。そういう運命なのかもな」

　運命という言葉に、女はどきりとした。

　もしもこれが運命というのならば、自分たちは最初から離れるためだけに出会ったのだろうか。

（……いいえ。違うわ）

　女はもう一度、天上を仰いだ。目に映る広い空の雲間から、煌々と月の輝きが漏れている。

　出会わなければ、こんなふうにたくさんのことを学ぶことはなかっただろう。生きることにも、巫女であることにもなんの疑問も抱かず、ただ毎日を自分のためだけに生きていくしかなかったはずだ。

　ロカの体が井戸の底につくと、下りてくるように促された。

「さようなら。マルス様」

　女は一度だけ王宮を振り返った。瞳に焼きつけて、決して忘れないように。愛された記憶を胸に、今からはたったひとりで生きていく。

（大丈夫。生きていけるわ）

　意を決したように、井戸の中へと足を進めた。一瞬、台風のように強い風が通り抜け、木々が大きくざわめいた。

　この日を境に、ウェスタ国で彼女の姿を見る者はいなくなった。




「本当に追わなくていいのですか？　今ならまだ間に合いますよ」

　窓から空を眺めているマルスに向かって、ニュクスは声をかけた。本格的な冬を暗示するような冷たい風が、ニュクスの長い髪をなびかせ、彼女はそれを撫でつける。

「二度と会えないかもしれませんよ？　一緒についていったあの人は、連絡もよこさないような人だし」

　マルスの背は幾分か寂しそうにも見えたが、振り返った顔は穏やかに笑っていた。

「今止めれば、レアが傷つくだけです。俺はレアを籠の中の鳥にしたいわけではないですから。それに……」

　マルスは少し間を置いてから、よく通る声で続ける。

「必ず迎えに行きます。この国をもっとよくして、飢える者も争う者もないようにして。俺が王の座を降りても、他国に誇れるくらい素晴らしい国にして。それから胸を張って必ず迎えに行きます。彼女は、俺だけのものだから」

（まあ。すっかり男の顔つきになって）

　ニュクスはいつも以上に口角を上げて、とろけるような瞳で微笑んだ。

「なんです？　ニュクス」

「いえ。あなたのお母様が生きておいでなら、きっとあなたを誇らしく思っただろうと考えてね」

「よしてください。怠けていた俺を見て、泣いていますよ」

　照れたような困った顔のマルスを見て、ニュクスの笑顔が倍増しになった。










レアとして




　潮の香りを含んだ南風が、建ち並ぶ家々の間を吹き抜けて、ひとりの少年の鼻腔をくすぐった。

　ウェスタ国の隣国チェルシー国の港町は、朝日が昇る頃が最も賑わう。漁師の多いこの街では、暗いうちから舟をこぎ出して仕事を終えた者たちで、市場が活気づくからだ。

　しかし昼が近い今はちょうど休憩の時間で、人影もまばらだ。疲れを知らない子供たちだけが飽きもせず、家の外できゃっきゃっと声を上げている。石蹴りをして遊んでいた数人の少年に、息を切らせて近づいてきた中年の男が声をかける。

「坊やたち、レア様という施薬師様がいらっしゃるおうちを教えてくれ！　確かこの辺りだろう？」

　肩で息をしている男を見て、黒髪の利発そうな少年が答える。

「僕、知っているよ！　こっち！」

　少年は、すぐ近くの家まで男を連れていき、扉を乱暴に開いて大股で中へと入っていった。家の中は植物であふれ、たくさんの小鉢が並んでいる。その小鉢に入っているのは、どうやら薬草のようだ。

　ぐるりと家の中を見渡すと、人の住むスペースよりも、薬草を置いてあるスペースの方が大きいに違いないと思われるほど、そこは植物と薬草であふれていた。申し訳程度に置かれた日用品は、どれも使い古されて年季が入っている。その隅に、腰まである黒い艶やかな髪を持った女が、真剣な表情で座っていた。大きな碧の瞳で、目の前に並べた薬草を吟味している。

「お母さん！　患者さんだよ！」

　その声に手を止めた女……母と呼ばれたのは、かつてウェスタの巫女であった、レアその人だった。

「ナナス。扉はもっと優しく扱いなさいと、いつも言っているでしょう？」

　少年の無作法な態度を、レアは透き通るような声でたしなめた。十歳になる息子がいるとは思えないほど、昔と寸分変わらぬ美しさで。

「ごめんなさい！　それより、急いで！　大変なんだって！」

　息子ナナスの連れてきた蒼白な顔をした男が、慌てて自分の妻の窮状を訴えた。




　男の話を聞くと、レアはすぐに馬を頼んで男の家へと向かった。狭い家の中に入りきらない人々が、家の外に人垣を作っている。ひとりが近づいてくる馬車の音に気づくと、全員がそちらを向いた。

「サザメ！　ほら、レア様が来てくださったぞ！」

　男は、ぐったりと横になった中年の女の元へと駆け寄った。すぐそばには、子供たちがすがるような瞳で、室内に入ってきたレアを見上げている。

「お願いします！　急に胸を押さえて、苦しいって言い出して」

「わかりました。ちょっと失礼しますね」

　レアは女の首に指を当てて脈を取ると、体のあちこちを触り始めた。

「前から、胸の痛みがあったのではありませんか？」

　青白い顔をしている女に不安を与えないよう、なるべく平静を装って尋ねた。

「はい」という女の言葉に、レアたちを呼びに来た、夫である男が感情的に反応する。

「どうして俺に言わなかったんだ！　体調が悪いなんて、全然知らなかったぞ！」

「しばらくじっとしていたら、いつも治まっていたから、大丈夫だと思って……」

　女は力なくそう言うと、レアを見上げた。なおも妻を責め立てようとする夫の言葉を遮って、レアは質問を続ける。

「どんなときに痛みましたか？」

「どんな、って……ええと、海に潜って貝を採った後なんかになりましたね。後は父ちゃんの網を修繕して運んだりするときとか」

「どうすれば治まったのです？」

「なにもせずにじっとしていれば、よくなりましたよ。それに、痛みといっても、違和感っていう方がぴったりな感じで。まさかこんなにつらくなるなんて」

　レアが頷くと、女は恐る恐るといったふうに口を開く。

「私……もうだめなんでしょうか？」

　女の言葉に、夫も子供も息を詰めて、レアの顔を穴があくほど見つめている。

「大丈夫ですよ」

　レアはにっこりと笑うと、持ってきた籠の中からいくつかの粉末を取り出した。

「これは、シリンといって、心臓の病に効果のある薬草を粉にしたものです。これを朝と夜に飲むようにしてください。それから、しばらくは重労働は禁止です。重いものを持ったりしないように。もちろん海に潜るのも厳禁ですよ」

　レアの心からの笑顔に、周囲の張りつめた緊張感が一気に和らいだ。

「ありがとうございます!!」

　女の目尻からほろりとこぼれた涙を見て、子供たちが母親である女に抱きついた。




　何度も頭を下げる家族を後にして、レアが家へ戻ると、今度は珍客が出迎えた。

「よっ！　元気か？」

　浅黒く日に焼けた肌から覗く健康的な白い歯は、男を年齢以上に若く見せる。

「あら、半年ぶりですね。ロカさん。お元気そうでなによりです。どうぞゆっくりなさってください。散らかっていますけど」

　レアが部屋に置いてある植物の方をちらりと見やると、ロカは口の端を吊り上げた。

「ああ、まったくだ。相変わらず、本当に散らかっているな！」

　レアが頬を染めるのを見て、げらげらと大声で笑った。

「それにしても、ナナスのやつはでかくなったな。子供ってのは、あっという間に大きくなる。なんか特別なものでも食ってんじゃねぇのか？」

「今におじさんより大きくなって、見下ろしてやるさ！」

　ふたりのやり取りを聞いていたナナスが、隣の部屋から顔を出した。

「ナナス！　ロカさんに、なんて態度なの！」

　甲高い声を出したレアを見て、ロカはまたげらげらと笑う。

（幸せそうで、なによりだ。だが……）

「ナナス！　お前、ちょっと外で遊んでこい！　俺はお前の母さんに、大事な話があるんだ」

　ナナスは首を傾げながらも、素直に外へと向かった。石蹴りをして遊んでいた仲間が、まだその辺にいるだろう。

　ナナスの足音が遠ざかるのを確認すると、ロカはレアに向き直る。

「レア」

　ひと呼吸置いた後、ひとつ低い声でレアに話しかけた。先ほどまでとまったく違う、真剣な瞳。レアはそれがよくない知らせなのだろうと直感して、心の準備を整えた。

「落ち着いて聞いてくれ。マルスが……倒れた」

「なっ!!」

　自分の体が自分のものではないような感覚がした。心臓の音がだんだんと速く、強く打ち始めるのが自分でもわかる。生涯でただひとり、愛する男の名前。

「マルス様……」

　唇によくなじんだその音は、この十年の間、一度も発することがなかったとは思えないほど滑らかにこぼれ出た。

「どうして倒れたのですか？」

「詳しいことはわからん。俺もたまたまウェスタ国の商人に会って聞いたんだ。だが、この十年間、あいつはかなり無茶をやっていたようだから、倒れたのも不思議ではないがな」

　レアの土色の顔が、さらにひどく歪んだ。

「無茶って、どういうことですか？　ここで聞く限りでは、マルス様の評判はとてもいいという話ですが」

　実際、平穏を取り戻したウェスタ国でマルスが今も王の地位にあるのは、退位することを民衆が強く反対したからだと聞いている。

　ロカは天井を見上げながら、ぼそぼそとつぶやくように話す。

「まあ、な。確かにあいつの改革は、民衆には受けがいいさ。税制の改革を行って、富める者からは多く、貧しい者からは少なく税の取り立てをしている。それに、ウェスタの巫女の専売特許だった施薬を各地に広めて、たくさんの街に施薬所を設けたりもしているしな。巫女と神官の身分の差を取りはらって、今じゃ巫女出身の神官長が誕生しているそうだ。今度は貴族だけで行っていた政に、民衆を参加させるつもりらしいぞ」

　そこまで聞いたところで、レアは、はっとした。

「もしや、貴族の反発に遭っているのですか？」

「たぶんな。自分たちの利権を守るために……そう、たとえば、王の暗殺を企くわだてるとか」

「暗殺ですって!!」

　レアが泣き出しそうになったのを見て、ロカは否定するように慌てて手を振る。

「たとえばの話だ。たとえば！」

（……やばい。ちょっとやりすぎたか？）

　ロカは太い眉を八の字にして、レアの表情をちらりと見た。レアはうつむいたまま、息を詰めて動かない。

「で、どうする？」

　長い長い沈黙。レアは顔を上げず、じっとなにかを考えている様子だ。じれたロカは、レアに言わせるつもりだった台詞を自ら口にしてしまう。

「なあ。あいつに会った方がいいんじゃねぇの？　ひょっとしたら今生の別れになるかもしれないんだぜ？」

　レアは答えない。身じろぎもしない。珍しくロカは焦りを見せた。普段は自分が人を手玉に取っているが、どうもレアを前にすると調子が狂う。予定通り彼女を無事に連れていかなければ、妻に半殺しにされるというのに。

「そりゃな、あんたが会いに行ったら、ナナスの命だって危険にさらされることも考えられるさ。でもナナスだって、父親の顔も見ずに一生を送るなんてかわいそうじゃないのか？　もしものときは俺がこの剣で守ってやるし」

　ロカは腰にさげた剣を持ち上げ、笑おうとして……失敗した。レアはなおも動きを見せない。ロカは半笑いのような間抜けな顔で頭をかく。

（あちゃ～。どうすりゃいいんだ？）

　両手を上げて思わず本当のことを言いかけたとき、レアが静かに顔を上げた。迷いのない、碧の瞳に力を込めて言う。

「ウェスタ国へ、戻ります。マルス様に会うために！」




　その夜、食事の片づけを終えたレアは、ナナスの隣に腰を下ろした。

「ナナス。大事な話があるの。お母さんの話、よく聞いてくれる？」

　本当はもっと大きくなってから話そうと思っていた。でもどういう事態になっているかわからない今、話しておかなければならない。ナナスも、もう十歳。そういえば、自分が巫女見習いになったのと同じ年齢だ。

「いいよ。なあに？」

　いつもと違う母の気配を察してか、ナナスはほんの少し硬い表情をして、背筋を伸ばした。

「ウェスタという国を知っている？」

「もちろん、知ってるよ。隣の国だもの」

「そうね。ウェスタ国はチェルシー国の西にある国。お母さんの生まれ育った国よ」

「え？　お母さんは、この国の人ではないの？」

　レアの首がゆっくりと下に傾くのを見て、ナナスの空色の双そう眸ぼうが大きく見開かれた。




　治療を継続している患者に充分な量の薬草を手配し、留守にする間の服薬指導をするのに三日を要した後、レアとナナスはウェスタ国へ向けて出立した。ロカが手を回してくれた商人の一行に交ざり、ふたりは荷馬車に揺られ、国境を越える。

　天候のよさも相まって、思った以上に旅は順調に進み、三週間で王宮近くの街までたどり着き、そこでロカと再会した。

「おい、ナナス！」

　ナナスのそばに来たロカは、レアを気にしながら小さな声で彼に呼びかけた。

「お前、母さんからなんて言われたんだ？」

「ん～。僕の本当のお父さんが病気だから、会いに行こうって」

「それだけか？」

「どうしてお母さんがウェスタ国を出たのかってことと、ひょっとしたら危険があるかもしれないってことは聞いたよ。怖いけど、お父さんには会ってみたいし」

　ナナスは恥ずかしそうに「それに」と付け加える。

「お母さんさ、今でもお父さんのことが好きみたいだから、会わせてあげたいなと思って」

　ロカは溶けてなくなりそうなほど細い目になって、大きな掌でナナスの頭をがしがしと乱暴に撫でた。

「やだ。やめてよ、ロカおじさん！」

「嫌だね！　お前は、ほんっとにかわいい！　食っちまいたいくらいだな」

　嫌がるナナスを胸に引き寄せると、背中から抱きつくような格好になって、自分の顎をナナスの頭にぐりぐりと押しつける。

「もうっ、ロカおじさんってば！」

「あははは」と空へ突き抜けるような笑い声を上げた後、ロカは急に神妙な顔つきになった。

「なあ、ナナス。お前、男同士の約束、守れるか？」

　男同士の約束と言われて、ナナスも引き下がるわけにはいかない。

「当たり前だろ!!」

　元気いっぱいに返事をした。ナナスの空色の瞳がぐっと引きしまって、真剣な表情になる。その男の子らしい態度に、ロカの口元がほころんだ。

「よし。じゃあ、ちょっと耳を貸せ。母さんには内緒だからな」

　ロカはナナスの耳元になにか囁いた後、「どうだ？　嫌か？」と、ナナスの顔色を窺った。

「いいよ。お母さん、ずっとひとりで苦労してきたんだ。お母さんが幸せなら、僕も幸せだから」

　その言葉にロカの目尻は目いっぱい下がり、ナナスは再びロカのおもちゃと化した。




　この夜、レアたちは久々に野宿ではなく、ロカも含めた三人で宿に泊まることになった。ロカはときどきこの宿を利用しているらしく、宿屋の主人はレアとナナスを見た途端、「へえ。あんた、妻子持ちだったのかい」とつぶやいた。説明するのが面倒だからと、家族ということにして部屋を借りることにした。

　月がほのかにかすんで、夜の空をぼんやりと照らしている。レアは隣に眠るナナスに布団をかけ直すと、自分は起きて部屋から露台に出た。そして朧おぼろ月づきを眺めながら、高鳴る胸の鼓動を抑えようと、大きく息を吸う。

　十年間、一度も会っていない自分を、果たしてマルスは受け入れてくれるだろうか。あんな別れ方をして、裏切ったと思われ、恨まれているかもしれない。

　王宮の近くまで来ているというのに、マルスの容態について街の人間は誰も知らなかった。それどころか、王が倒れたという噂ひとつ耳にしない。

　王の健康状態は、国家を左右する事項だ。箝かん口こう令れいが敷かれているのかもしれない。だとしたら、命に関わるような重じゅう篤とくな病である可能性がある。ロカの言うように、暗殺されかけた可能性も。

　やはりナナスを連れてきたのは、間違いだったのか。ロカに甘えて息子とふたり、ここまで来てしまったが、それが正しかったのか。ウェスタ国に来れば、もう少し手がかりがあるだろうと考えていたのだが。

　レアは自分の見通しが甘かったことを反省し、今からナナスだけでもチェルシー国に戻そうかと思い始めた。

『ウェスタ神殿の神官長様が新しくなったんだよ。なんでも史上最年少ってことだ』

　昼間、街で王宮の話を聞けないかと、商人についていった先で小耳に挟んだ噂話。もしもマルスと対立する人間が神官長になっていたら、王の暗殺を企てるのはたやすいだろう。マルスの施薬に毒を混ぜればいいのだから。

「眠れないのか？」

　ふいに闇から浮き上がった言葉に、レアは心臓が止まりそうなほど驚いた。振り向くと、ロカが立っている。

「ロカさん！　驚いたわ。ロカさんこそ、こんな時間に起きてくるなんて、どうしたのですか？」

「いや、ちょっと緊張して眠れなくてな」

「まあ。ロカさんが緊張するなんて」

　いつも飄々として、雲のように生きているこの男にも、怖いものがあるのだろうか。

「もしや、私のせいでしょうか？」

　王宮を訪れたりして、下手をすれば命に関わることになりかねない。ロカはいまだに自分が何者なのかをはっきり口にしないが、いつも当たり前のようにレアのことを助けてくれた。だからなんとなく今度も、当たり前のように守ってもらえるような気がしていたが、それはロカにしてみれば非常に迷惑なことかもしれなかった。

　そんなレアの気遣いに反して、ロカはレアの質問の意味がすぐには呑み込めないようだった。少ししてその意味に気づき、慌てて否定する。

「ああ、違う違う。あんたのせいじゃねぇよ。ちょっと、妻がな」

「奥様？」

「この前は息子にだけ会って、あいつにゃ会っていかなかったんだよ。少しばかり急いでいたからな」

「まあ！　それはひどいわ！」

「やっぱり、そっかぁ？」とロカは苦笑いした。

「奥様を愛していらっしゃるんでしょう？」

「ん～、そうだな。信頼してるかな」

「信頼って……愛ではないのですか？」

「そうだなぁ。広い意味では愛って言えると思うけど、俺の心はひとりの女にやっちまったからなぁ」

　ロカは遠い目をして空を眺めた。それはいつも本性を見せないロカが、長い付き合いになるレアに初めて見せた、彼の真実のようだった。夜空を横断するように、細い雲がたなびいて流れていく。

「あんたは、どうなんだい？」

　ロカは青い瞳に灰色の雲を映したまま、レアの答えを待つ。

「私は……」

「今でも、王が好きか？」

「……それを答えられる立場ではありませんから」

　レアは寂しそうに微笑んだ。

「立場ねぇ。気持ちに立場が関係するのか？　マルスが王だから、体を許したのか？　貧乏人だったら拒んだわけか？」

「違います!!　私はマルス様がどんな立場だったとしても、彼を愛しています!!」

　しんと静まり返った夜空が、レアの告白をどこまでも遠くへ運んでいく。ロカのにやりとした口元を見て、レアは引っかけられたことに気づいた。

「ロカさん！」

「好きならそれでいいじゃないか。立場なんて関係ないんだよ。男と女にはな」

　レアは下を向いたまま顔を上げられなかった。自分の気持ちは、はっきりしている。しかし、それとこれとは別問題だ。理想と現実は違う。その境界線はぼんやりとしてはっきりと見えない。

　そう、まるで今夜の月のように。




　次の日、レアたちは商人に礼を言って別れ、ロカと一緒に王宮を目指した。夕方には王宮の前に着き、ナナスは初めて見る石塀に感嘆の声を上げる。

「うわぁ！　これ、どこまで続いてるの。全然終わりが見えないじゃないか」

　それは今までナナスが見たことのあるどんな建物よりも大きくて、荘厳なものだった。ナナスが小さな首をぐるりと回すと、青い瞳いっぱいに高い石塀が映し出される。

「これ、どこから入るの？」

　ナナスの言葉に、ロカは笑って答える。

「枯れ井戸からさ」

　片目を瞑ってみせるロカに、ナナスが「嘘だぁ」と食ってかかる。

「嘘なもんか」と笑いながら応戦するロカ。まるで年の離れた親子のようだと、レアは思った。

「あの、ロカさん。ここからは、私ひとりで行きます」

　ここに来るまでの道中、ずっと悩んできたことだった。もしもマルスが自分を受け入れてくれなかったら、あるいはマルスに敵対する者がナナスの存在に気づいたら、ナナスに危害が及ぶかもしれない。

　ひとりで行くこと。それがレアの出した結論だった。反対されるかと思ったが、ロカはあっさりと承諾する。

「わかった。気をつけて行けよ。王の居室は昔の場所と変わりない。充分注意してな」

　レアはナナスを力いっぱい抱きしめてから、枯れ井戸の中へと体を滑り込ませた。

　必ずマルスを助けてみせる。固い決意を胸に秘めて、踏み出す足に力を込めた。




　太陽が傾いて辺りが薄暗くなってきた頃、レアは王宮の内側にある枯れ井戸から、頭を覗かせていた。

　一面に白い花が咲き乱れる花園に息を呑む。初めてマルスと出会った思い出の場所。昔と変わらず、いやそれ以上に見事だ。美しい花々が、これでもかというくらい一面に群れ咲いている。

　レアは浮かんできた涙を振りはらった。こんなところで泣いている場合ではない。まだここに来た本当の目的を果たしていないのだから。

　慎重に井戸から出ると、周囲に気を配りながらマルスの部屋を目指す。

（どうしてこんなに静かなのかしら）

　王宮の中は静まり返っていて、人の気配が感じられない。マルスの部屋の前に着くまでに、ひとりの兵士にも侍女にも会うことはなかった。驚いたことに、マルスの部屋の前でさえ護衛の兵士が見当たらない。

　なにかおかしいと感じながらも、この機会を逃せば二度とマルスに会うことはできないかもしれないと思い、レアは音がしないように扉をそっと開いた。

　マルスの部屋の出入口は薄暗く、目が慣れるまでそこから動けなかった。窓から差し込む月明かりだけを頼りに、姿勢を低くして、一歩一歩部屋の中を進んでいく。

　部屋の奥から燭台の明かりが漏れている。その光に吸い込まれるように、一直線に歩を進めた。目に留まった寝台の上に、人影が横になっているのが見える。

　レアの心臓が、どくんとひとつ大きく跳ねた。あっという間に体温が急上昇して、心臓がせわしなく収縮を繰り返し始める。

（……落ち着いて、落ち着いて！）

　何度も自分自身に言い聞かせて、レアは最後の一歩を踏み出した。枕元まで行くと、横になっている男の顔がはっきりと明かりに照らし出されて見える。昔と変わらぬ、端整な顔立ち。しかし、尖った顎がこの十年のマルスの疲労を感じさせた。

「……スさ、ま」

　声にした途端、レアは口元を手で押さえた。はらはらとこぼれ落ちる涙は、涙腺が壊れたようにあふれ出し、もはや止める手段が見当たらない。

「……うっ。……う」

　なんとか声を出さないように我慢するが、嗚咽が漏れてどうしていいかわからなくなった。

　十年も経っているから、平気だろうと思ったのに。冷静でいられるだろうと思って、ひとりでここまで来たのに。マルスへの想いはしぼむどころか、この年月の間にますます膨らんで、もはや行きようのないところまで来ていたのかもしれなかった。

　そのとき、マルスのまつげがゆらりと動いた。長いまつげの間から、真昼の空のように澄んだ青い瞳がゆっくりと覗く。

「マルス様……」

　かすれる声で、やっとそれだけを口にした。ゆっくりと開かれたマルスの瞳は、レアの瞳と視線が重なってはいたが、焦点が定まっていないようだった。

「……レア？」

「マルス様」

　レアは夢を見ているのかと思った。昔と少しも変わらない、低くて艶やかな声。このまま死んでもいいと思えるくらいの。

「マルスさ……きゃっ!!」

　いきなりマルスに腕を引っ張られ、その胸の中にすっぽりと収まってしまった。寝ているマルスの上から覆いかぶさるような格好になる。

「マルス様！　は、離してください！」

　マルスは目を閉じたまま、レアの背中と腰に手を回し、きつく抱きしめたまま動こうとしない。病人とは思えないたくましいその腕で。

　レアがマルスの胸の中でもがいていると、震える声が降ってくる。

「レ……ア」

　それは、聞き取れないほどに小さくかすれた声。

「今日の夢は素晴らしいな。いつもはお前を抱きしめるとすぐに消えてしまうが、温もりまであるとは。ウェスタ神が、最期に俺の願いをかなえてくれたらしい」

　消え入りそうな頼りない声は、『最期』という言葉に信しん憑ぴょう性せいを持たせる。

「マルス様！　これは、夢ではありません。どうかお気を確かに持ってください。私です。レアです！」

　レアは上半身を起こして、マルスの肩に両腕をかけた。そのまま真上からマルスの顔を覗き込む。彼のまぶたが少しずつ持ち上がり、空色の瞳にレアの姿が映った。

「いったい、どうなさったのです？　弱音を吐くなんて、あなたらしくありません。病なら私が治療いたします。必ず治してみせますから。だから、だからどうか、最期だなんて不吉なことをおっしゃらないで」

　あふれたレアの涙がぽとりと落ちて、マルスの頬を伝っていく。

「本当に、治してくれるか？」

　力ないマルスの声に、レアは精いっぱいの笑顔を作った。

「もちろんです！　なんでもします。だから、早くよくなってください。あなたの息子のためにも！」

　言うつもりのなかったナナスのことまでも、思わず口にしてしまうほど、マルスは弱々しく見えた。

「息子？」

「はい。私たちの息子です。十年前のあのときに授かった子供です。そのおかげで、私はこの十年を生き抜くことができたのです」

　レアは少しでも、マルスに生きる気力を取り戻してほしかった。

　いまだマルスに妃がいないということは聞いていた。当然、跡継ぎもいない。ナナスを権力争いに巻き込みたくはないが、今はマルスを回復させる方がはるかに重要なことに思えた。

　こんな状態のマルスを放置して、皆はなにをしているのだろう。それとも、わざと放置して、マルスの死を待っているのだろうか。決してマルスの敵の思い通りになどさせはしない。全身全霊でマルスを守ってみせる。

　レアは涙の奥に強い情熱の炎を見せた。それに気づいたのか、マルスが少し微笑んだような気がした。

「昔、俺が言った言葉を覚えているか？　いつか王として、お前が俺を認めてくれる日が来たら、俺の妃になってほしいと言ったこと」

　マルスの首にすがるように抱きつく。

「もちろん覚えています。忘れるわけがありません！」

　わっと泣き出しそうになって、唇を噛みしめた。

「答えが、聞きたい」

「えっ？」

「俺は、まだお前が認めるに足る王にはなっていないか？」

　レアがもう一度体を起こすと、マルスの真剣な瞳が自分を捉えていた。

「いいえ。立派な、偉大な王におなりです」

　嘘でも情けでもなく、レアは心からそう思っていた。遠く離れたチェルシー国にさえとどろくほどの賢王の噂。どれほどの努力を重ねてその名声を手にしたのか。政を知らないレアにでも、それが簡単なことではないと想像がつく。

「では、俺の妃になってくれるか」

　マルスの情熱的な熱い瞳に絡め取られ、レアははっきりと口にする。涙で揺れる瞳に、最高の笑顔を浮かべて。

「はい。喜んで」

『喜んで』の言葉が言い終わらないうちに、マルスはレアを強く抱きしめた。そのまま頭の後ろに手を回すと、乱暴にレアの唇を奪う。

（……マルス様）

　レアはマルスの首に手を回して、きつく抱きしめ返す。

（この瞬間をどれほど夢に見たことか。ずっとこうしたかった）

　ついさっきまで心に重くのしかかっていた不安の塊が、マルスの熱に溶かされて小さくなっていく。たとえ本当に妃になれなくても、マルスが元気になってくれれば、それでいい。マルスの体調が戻れば、また自分が消えればいいことだ。身を引き裂かれるようにつらくても、自分にはナナスがいる。マルスがくれた、人生で最高の贈り物が。

　マルスは何度もレアと口づけを交わすと、やがてレアの体を抱きかかえて反転した。自分の体の下にレアを敷く体勢になり、なおも飽きることなく口づけの雨を降らせ続ける。角度を変えて何度も何度もついばむ。愛おしむように、存在を確かめるように。

「ん。マルス様……」

　たまらずレアが声を上げると、それを待っていたかのように、マルスはさらに深い口づけを落とした。レアの体を痛いくらいに抱きしめて、口中を貪る。まるでほんのわずかの隙間ができるのも許せないとでもいうように。

「んんっ！」

　息が苦しくなって、レアは身をよじりながらマルスの胸を叩いた。だが、マルスはレアを離すどころか、ますます強く抱きしめる。胸を押すレアの両腕を捕らえると、指を絡ませて寝台に押しつけた。

　レアの意識が朦もう朧ろうとなりかけたとき、ようやくマルスは唇を離した。レアがほっと胸を撫で下ろすと、マルスの唇が今度はレアの首に触れてくる。

「マ、マルス様！」

　慌てたレアは、上ずった声になった。マルスの情熱に危うく流されそうになったが、ここへ来たのは彼の体を治療するためだ。必死で抵抗してみせる。

「こ、これ以上は、だめです。マルス様！」

　上がった息をなんとか整えながら、レアはぎゅっと目を閉じて叫んだ。

「なぜだ？」

　マルスは顔も上げず、レアの耳元に息がかかるくらいの距離で低く囁いた。

「なぜって！　マルス様は、お体の具合が悪いのでしょう？　私はそれを治しに来たので、こ、こういうことをしに来たわけでは……」

　レアはしどろもどろになりながら、頬を赤く染める。

「こういうこと？」

　マルスは意地悪く笑うと、楽しそうに彼女の耳をついばんだ。

「お前は、俺の病を治しに来たのだろう？　忘れたのか？　これは恋の病だ。お前にしか治せない」

　マルスの口の端が三日月のように持ち上がるのを見て、レアははっとした。この感じ。いつかも同じようなことがあった。

「マ、マルス様！　また私を騙しましたね！」

「あははは」とマルスは声を上げて笑う。

「騙してなどいないさ。俺の病は恋の病だ。父がそう言わなかったのは、俺のせいではないぞ」

　マルスの言葉に、レアは目を丸くした。なんだか、おかしな単語が交ざっていた気がする。

「父？」

「ユピテロカ前王。俺の父だ。王宮から出るのに手助けしてくれたろう？　今日も、一緒にここまで来たんじゃないのか？」

（ユピテロカ、って。ロカさん!?）

　開いた口が塞がらなかった。確かに、ただ者ではないと思っていた。王宮への秘密の抜け道を知っていたり、マルスのことをあいつ呼ばわりしたり。でも、まさか父親だったなんて。

「はあ～」とレアは深いため息をついた。なんという非常識な親子だろう。仮病を使って、わざわざ自分をチェルシー国から連れ出すなんて。

　そこまで考えて、はたと気づく。

「もしや、ロカさんと連絡を取り合っていたのですか？」

　ふたりで自分を騙したのなら、王宮に入ってからこの部屋に入るまで誰にも会わなかったのも頷ける。

「少し前に突然、父がやってきたんだ。そろそろお前を連れてきてやろうかって。だから、俺は恋の病に倒れたから治療しに来いって伝言を頼んだ」

　無言のレアを見て、「怒ったのか？」とマルスは声をかけた。

「怒ったというより呆れたのです」というレアの返事に、大きな声で笑う。マルスの屈託のない笑い方はロカにそっくりだ、とレアは思った。

「そういえば私、ロカさんを見て思ったことがあったのだわ。マルス様に似ていると」

　ひとりごとのようにつぶやいた。

「俺に？　それはないな」

　マルスは眉間にしわを寄せて、そっぽを向く。いかにも不機嫌そうな顔をしている。

「なぜです？　瞳の色も同じだし。それに、王者の風格があります。いたずら好きなところもそっくりだし、ひとりでいるのが好きなように見せかけて、とても寂しがり屋なところも」

　なぜ今まで気づかなかったのかというくらい、マルスとロカは似ていると、レアは思った。

「血は繋がっていないんだ」

「えっ？」

　マルスは今まで、この話題には極力触れないできたのに、なぜこうもすんなり話せてしまうのか不思議で仕方がなかった。レアの真剣な顔を見て、マルスの口元がふっと緩む。

　他人の痛みを自分の痛みとして寄り添うことができるレアだから、こんなにも自分の心の奥深いところまで入ってこられるのだろう。そして、マルスはそれが少しも嫌ではなかった。

「俺の母は神官だった。あるときウェスタ神殿に男が侵入して、母は乱暴されたんだ。そのときに身ごもったのが、俺だ」

「まさか！」

「どこまで本当かはわからないがな」と前置きして、マルスは続ける。

「父は死のうとした母を偶然助けて、恋に落ちたのだそうだ。王が母を助けてから俺が生まれるまでの期間は短かったから、俺が王の子供でないのは確かさ。中には、神官だった頃に王のお手つきになったと噂する者もいたようだが、父は母の名誉のために一切弁解しなかった。……泣くなよ」

　マルスはレアを抱きしめる。レアの瞳にはすでに大粒の涙が溜まっていて、今にもこぼれ落ちそうだ。

「たとえ血が繋がっていなくても、ロカさんはマルス様のことを愛していますわ。だって、本当に似ています。犬だって、愛情を込めれば飼い主に似るものですわ」

　マルスは犬にたとえられたことが、腹が立つどころか素直に嬉しかった。両親に愛されていたかどうか、マルスはいつも自信がなかった。だが、レアがそうだと言うならば、きっとそうに違いない。

「そういえば、ウルウも彼女の育ての親にそっくりだな」

　マルスはいつだったか、そう思ったときのことを思い出して微笑んだ。

　レアは涙に潤んだ瞳で、じっとマルスを見つめていた。たったひとりで孤独に耐えてきたこの王を支えてあげたい。いつかと同じように、騙されたことなどすっかり忘れ、マルスに柔らかく微笑みかけた。

「さて、と」

　マルスはそんなレアを見つめて、口角を目いっぱい引き上げる。

「続けるか」

　意味がわからずレアはきょとんとしたが、すぐにマルスの意図をつかんだ。

「きゃっ！　マルス様！　なにをなさるのですか！」

　自分の服の下に潜り込んでくるマルスの手に、抗議の声を上げたがすでに遅く、マルスは彼女の素肌に触れてきた。

「なにって。なんでもすると言ったろう？　あれは、嘘だったのか？」

「そ、それとこれとは、話が別です」

　マルスの掌がレアの柔らかい膨らみに触れると、「はっ」とレアのくぐもった声が上がった。

「他の男にも、そんな声を聞かせたのか？」

　マルスの言葉にレアは首まで真っ赤にして、目を合わせないまま返事をする。

「私は……マルス様のものでしょう？　誰にもやらないと、そうおっしゃったではありませんか」

　恥じ入って消えてしまいそうなレアの声を拾って、マルスの心臓が早鐘を打つ。

「レア……」

　マルスの囁きが闇に溶けると同時に、ふたつの影が重なり合った。




　愛し合う恋人たちが、十年ぶりの再会に胸をときめかせている頃、宮殿の一角ではナナスが驚嘆の声を上げていた。

「すご～い！　本当に広いね。ここは、おばさんの家なの？」

「いいえ。ここはウェスタ国の王、つまりあなたのお父様のお住まいよ。私は義母だから、お部屋をいただいて住まわせてもらっているの。あなたのお母様が王の妃になったら、あなたもここに住むのよ」

　おばさんと呼ばれた女……ニュクスは、目を細めてナナスを見ていた。目尻のしわがほんの少し目立ってきたくらいで、その美しさは健在だ。

「おばさんだってさ」と、ナナスの隣でこっそり笑っている夫に冷たい視線を向けると、その視線に気づいたロカが慌てて真顔を作る。

「すごいね、ロカおじさん!!」

「ですってよ？　ロカおじさん」

　ニュクスは『おじさん』を強調して、うっすら微笑んだ。ナナスは「うっ」と言葉に詰まったロカを不思議そうに眺めながら、くりくりとした瞳を目いっぱい開いて、嬉しそうに大声を出す。

「そっか！　お父さんのお義か母あさんってことは、ひょっとして、僕のおばあさんになるってこと？　わ～、僕、嬉しいな!!　これまで家族はお母さんだけだったから、おばあさんができるなんてすごい！」

　ロカはナナスの『おばあさん』発言に、たまらず吹き出した。自分が『おじいさん』と呼ばれることを忘れて。

　ナナスの言葉に笑顔を向けながらも、ニュクスはロカを睨むことを忘れなかった。

　まったく、十年ぶりに会いに来たのに、相変わらず性格の悪さは変わっていないらしい。もう少しほったらかしの妻に優しくしたらどうなのかと、心の中でつぶやいた。

「ところでナナス……」

　ニュクスは、ほんの少し真剣な表情になる。

「お母様がお父様と結婚しても、あなたは構わないの？　もし嫌だったら我慢せずにそう言ってもいいのよ？」

　十歳といえば、微妙な年齢だ。突然できる父親に対して、どんな感情を抱くかわからない。レアにとってマルスと結ばれるのがいいことでも、ナナスにとってそれが最上の選択とはいえないかもしれない。

　だがナナスは、ロカの方をちらりと見ると断言する。

「僕は、お母さんが幸せになれるならなんでもいいよ。ロカおじさんとも約束したから。男なら、女を幸せにするべきだって。今までお母さんが苦労してきた分を、取り戻してほしいんだ」

　きらきらと輝く瞳で、「それに」とナナスは続ける。穢れを知らない宝石のような、強いその瞳。

「僕、お母さんから、お父さんの話をいっぱい聞いてるから。お母さんはお父さんのことを大好きなんだ。まだ会ったことはないけど、僕もお父さんが大好きなんだ！」

　強い子に育ったものだと、ニュクスは感心した。

（それに比べて……）

　ロカにちらりと視線を送った。目が合った途端、慌てて視線をはずすロカ。

（なにが、男なら女を幸せにするべきだ、よ。口先ばかりなのだから）

　挙動不審な態度を取るロカを、呆れたように眺めた。こんな男をいまだに愛している自分が、つくづく愚かに思える。

　マルスとレアが結婚するということは、つまりナナスが王位継承権を持つことになる。その本当の意味をナナスが知るのは、もう少し先になるだろう。

　しかし、もしもそれでナナスが傷つくようならば、逃げてしまえばいいのだ。目の前にいる、前例のように。そう考えて、ニュクスは微笑む。

「では、今日はあなたのお母様が巫女だった頃の話をしてあげましょう」

　ニュクスの言葉にナナスは、ぱっと花開いたように笑う。

（本当に、素直でかわいらしい子）

　ニュクスはナナスが愛おしくてたまらない気持ちになった。

　ふたりが並んで話しているのを横目で見ながら、ロカはそっと部屋を後にした。




　ほんのりと浮き上がる月明かりが、扉を護衛しているホーエンの足元に長い影を描いた。いつもと同じように、ホーエンは姿勢を崩すこともなく、ただその場にいる。いつも怒っていると勘違いされる無表情のままで。

　ふと人の気配を察して、俊敏な動きで剣の柄に手をかけた。それは明らかに実戦を経験した者の、体で覚えた滑らかな動きだ。

「よっ！　お前も相変わらず元気そうだな。頬の傷も変わりなさそうだ」

　ロカはホーエンに近づくと、いまだ剣に手をかけたままのホーエンの肩を、ぽんと叩いた。

「ロカ様……」

　ホーエンは眉間にしわを寄せて、天敵であるロカを見下ろす。

　体の大きさでは、圧倒的にホーエンが有利だったが、ホーエンは一度もロカに勝ったことがなかった。剣の勝負でも、そして恋の勝負でも……。

「なんのご用です？　今夜は誰も通すなと王命を受けておりますので、明日顔を洗って出直してください」

　レアが部屋に入るのをこっそりと確認してから、ホーエンはいつものように扉の前で睨みを利かせていた。朝まで誰も通すなと言われた言葉を忠実に守って。

　真面目に仕事に就いているホーエンに、ロカは理解できないというふうに肩をすくめてみせた。

　本当は、ホーエンがそうやってマルスに忠誠を誓っている理由も、ちゃんとわかってはいたのだが、ほんの少しだけ面白くなかった。ホーエンがいつまでも昔のまま、あまりに変わらないから。

「俺は王じゃなく、お前に用があって来たんだよ」

「私にですか？　今は仕事中ですから、手短にどうぞ」

　そっけない態度も変わり映えがない。変わったのは、顔のしわの深さと、髪に白いものが交ざっていることくらいだろうか。

「相変わらず、つれないやつだな～。そんなんじゃ女にもてないだろ」

　ロカの軽口に、ホーエンは黒目だけをぎょろりと動かし、見下すように睨みつけた。

「お～、こわっ！」というロカの言葉に、ホーエンのこめかみがぴくりと反応する。掌が剣の柄に吸いつくと、腰を低くして身構えた。

「わ～、待て待てって！　悪かったよ。冗談だ、冗談」

　ロカはホーエンから一歩距離を取るように、後ろに下がった。足が地面に着いたときには、それまで軽口を叩いていた陽気さは消え、鋭い目つきになる。

「子供をな、ナナスっていうんだが、十歳になる男の子を連れてきたんだ」

「それがなにか？」

　ホーエンの声は抑揚がなく、そこから感情を読み解くのはひどく困難だ。感情がないというのが正解に近いのかもしれなかった。ロカは困ったように、せわしなく頭をかきながらホーエンを見つめた。

「レアと、マルスの子供だ」

　刹那、ホーエンの瞳がはっとしたように光彩を放った。瞬きするほどの短い間に、それは点滅するようにすぐに消え失せた。ロカでなければ、そのわずかな変化に気づくことはなかっただろう。

　一切の感情を表に出さないホーエンは、無論、言葉を発することもしなかった。沈黙を破ったのは、ロカのつぶやくような声だった。

「どうする？」

「どうする、とは？」

「会いたくないのか？　お前の……孫に」

　ホーエンの顔は、ロカの言葉になんの変化も見せなかった。もはや心の入口に蓋をして、どんな些細な言葉もその中へは入り込めないかのようだ。

「なんの話か、わかりかねますが」

　普段なら面倒がって、ロカはこの辺で引き返しているだろう。だがすでに、自分たちは老い先短い。このまま墓場まで真実を背負っていくのかと思うと、なんともやりきれない気がする。

　第一、ナナスはかわいい。血の繋がっていない自分がそう思うのだ。本当の祖父なら、さぞかし……。

「マルスに名乗っても構わないんじゃないのか？　あいつももう子供じゃない。ヴェローナとお前が恋仲で、俺がお邪魔虫だったってことくらい、話してやってもいいんじゃないのか？」

　ロカの言葉に、ホーエンは初めて笑みを浮かべた。明らかに小馬鹿にしたような軽蔑の笑い。

「とんだ夢物語ですな。狂王の名は、やはりだてではない」

　ロカはため息をひとつ落とすと、踵きびすを返した。

「お前は貧乏くじばかり引くな、ホーエン」

　立ち去るロカの後ろ姿に、ホーエンはゆっくりとお辞儀をした。

　姿が見えなくなっても、そのまま頭を上げようとはしなかった。

（ヴェローナは、あなたを愛していたのですよ。ユピテロカ王）

　ホーエンは、自分とヴェローナはお互い愛し合っていると思っていた。だが愛していたのは自分の方だけで、彼女は幼馴染みとしての愛情を感じていたに過ぎなかった。

　親の命令で神官になったヴェローナを諦めきれず、神殿に忍び入った若き日の自分の姿を思い出して、ホーエンはまぶたを閉じた。

　自分を受け入れてくれると思っていた彼女に拒まれたあの日。感情を制御できず、激怒したまま大きな罪を犯してしまった。それを救ってくれたのは、間違いなくユピテロカだ。ホーエンはそっと自分の頬の傷に触れる。

　三十年経っても癒いえることのない、その傷。

　あのとき、なぜユピテロカは自分を殺さなかったのか。ヴェローナだけでなく、本来なら打ち首にされても仕方ない自分までも助け、愛する女と息子を守る役目にまでつけてくれた。

　一生をかけてこの罪をあがなう。マルスを守ることで。

　それはホーエンの立てた、ひとつ目の誓いだった。そして、決して自分の口から真実を語らないことをふたつ目の誓いとして、これまでマルスを見守ってきた。

　今なら、ヴェローナがユピテロカ王を愛した理由がわかる。愛し合っていたはずのふたりは、その純粋さゆえにお互いの愛を知らぬまま破局を迎えてしまった。

　だが、悔しいから、あの自由人にそれは教えてやらない。

　ホーエンは床に落ちた己の影を見ながら、「ふっ」と微笑んだ。それを見た者がいるとすれば、夢でも見たのだろうと思うほど、柔らかく……。




　緊張から解放された安堵感と、愛する男に抱かれた幸福感でレアが穏やかな眠りから目覚めたとき、太陽はかなり高い位置にあり、部屋の中はすっかり明るかった。

（いけない！　寝過ごしてしまったわ。ナナスは!?）

　飛び起きようとして、背中から自分の腹に回されたたくましい腕に気づく。

（そうだったわ。昨夜は）

　振り返って、マルスが自分の隣にいるのを確認すると、そっと頬に手を伸ばした。温かい人肌は、昨夜の出来事が夢ではないことを物語っている。

　マルスを起こさないように注意しながら、彼の腕をどけて体をずらした。

「きゃあ！」

　その途端、マルスの腕がレアの体を寝台に引き戻し、前よりもぴったりと体が重なってしまった。

　背中に感じる温もりとともに、うなじにかかる吐息。一気に上がる体温に負けないように、レアは大きな声を出す。

「マルス様！　起きているなら、そうおっしゃってください！　私、息子の様子を見に行かなければ。街に置いてきたままなんです」

　聞こえているのかいないのか、マルスはレアの背中に唇を落とした。顔を赤くしたレアが何度も自分の名前を呼ぶことに気をよくして、口元を緩めたままレアの体をまさぐる。

　抗議の声が次第に嬌きょう声せいに変わりかけたとき、「失礼します」と、唸るような迫力のある声が扉の外から聞こえて手を止めた。

「申し訳ありませんが、前神官長のウルウ様と、神官長様がお越しです。レア様にお会いになりたいと申しております」

　がちゃりと扉が開く音がして、声の主が姿を現した。「ちっ」と舌打ちして、マルスは寝台から飛び下りる。

「ホーエン！　俺がいいと言うまで、誰も通すなと言ったろう！」

「申し訳ございません。しかし、レア様に会わせないなら考えがある、とウルウ様にすごまれまして」

　どんな考えがあるのか、それともただの脅おどしなのか。ホーエンには、別にどちらでもよかった。

「まったく、誰からレアの話を聞いたんだ！　すぐ行くから待たせておけ」

　吐き捨てるように言うと、マルスは着替えをしに出ていく。ひとり残されたレアが、恥ずかしそうに毛布から目だけを覗かせると、思いも寄らぬ人物と目が合った。

　恐ろしいほどの無表情。顔中の筋肉という筋肉を、一切使ったことがないのではないかというくらいの。

　だが明らかに、その目は自分に向けられている。レアが口を開きかけたとき、ホーエンの体に似合わぬ小さな声がレアの耳元に届く。

「どうか、マルス様を、よろしくお願いいたします」

　巨躯を小さく縮めて一礼すると、ホーエンは何事もなかったかのように踵を返した。

　レアは驚いてホーエンの背中を見つめる。てっきり疎まれていると思ったホーエンに、まさかこんな言葉をかけられるとは。

　マルスが生まれたときから護衛をしているホーエンは、民衆の反乱が起きたときも決してマルスのそばを離れようとはしなかった。そんな彼もまた、レアと同じように、マルスの幸せを望んでいるに違いなかった。

　レアはホーエンが信頼を寄せてくれたことを嬉しく思いながら、岩のような背中にそっと頭を下げた。




　身支度を終えたレアが、寝室から続く扉をくぐって隣の部屋へ入ると、そこには懐かしい顔ぶれがそろっていた。

「ウルウ様！　サラ!!」

「きゃ～、レア!!　久しぶり～！」

　一瞬で過去へと遡る。まるで十代の少女たちのように抱き合ってはしゃぐふたりを、ウルウは咳払いひとつでたしなめた。

「申し訳ございません」

「あははは。レアも神官長も、ウルウの前ではたじたじだな」

　うつむくふたりを見て、マルスは大げさに笑い声を上げた。

「『神官長』も？」

　レアが驚いてサラの顔を見ると、親友は片目を瞑ってみせる。

「まあ！　サラ！　すごいわ。この年で神官長だなんて!!」

　ウルウでさえ、神官長になったのは四十歳になってからだ。そのことを思えば、サラが神官長になるのは異例の出世といえよう。

「まだまだ半人前の神官長ですがね」

　ウルウの嫌味を、「は～い。頑張ります」とサラは軽くかわした。どうやら先ほどの言葉とは裏腹に、ウルウとサラの関係は良好のようだ。

　レアは、じっとウルウを見つめた。ほとんどの髪が銀髪に近い白髪になり、顔のしわも相当に深くなっている。思えばもう六十近い年なのだ。

「レア」

　ウルウの口からぽつりとこぼれた自分の名前に、マルスの前だということも忘れ、レアは思わず駆け寄ってウルウに抱きついた。

「ウルウ様！」

「おかえり。待っていましたよ」

　レアはもちろんウルウも、そしてサラも、目に涙を溜めて再会を喜び合った。マルスの顔にも笑みが浮かぶ。

　十年。長いようで短く、短いようでやはり長かった年月。

「皆、元気にしていますか？　そうだ、マリカは？」

　涙を拭きながら、レアは幼かったマリカのことを思い出した。彼女もすでに二十歳。立派な大人だ。

「元気よ。施薬の腕も、とてもいいのよ！」

　サラの言葉に、ウルウも満足そうに頷いた。レアは素直に嬉しかった。自分を慕ってくれた妹のような存在のマリカが、大きく成長した姿を見ることができるのだ。

　ふと、レアの心にもうひとりの人物の顔が思い浮かぶ。

「あの……シギネア様は？」

　窓から入る光が、ちょうどウルウの顔を照らしている。ウルウは一瞬目を細めたが、それがシギネアの名前に反応してなのか、光がまぶしかったからなのか、レアにはわからなかった。

　やはり聞くべきではなかったのだろうか。レアはせっかくの楽しい雰囲気を壊してしまったことを悔いたが、それでもどうしてもシギネアのことは気になった。シギネアもまた、ウェスタの巫女のひとりに違いないのだ。

「十年前の反乱以降、父であるアニウス様とふたりで、トーラの街に移り住んでいたのですよ」

　ウルウの声は落ち着いている。さっき顔つきが険しくなったのは、光のせいだったのかもしれない。

「トーラって、最初に民衆の反乱が起きた、あの南の地ですか？」

「そうだ」と答えたのは、ウルウではなくマルスの声だった。

「反乱を起こしたのは自分だから、その罪を償うとアニウスが言い出してな。シギネアは嫌がっていたが、父親と一緒に移り住んで、畑を耕して暮らしていた」

「そうだったのですか」

　あの誇り高いシギネアが畑を耕すとは。相当の我慢を強いたに違いない。

「三年前にアニウスが死んでからは、各地を転々として、民に無償で施薬をしていると聞いている」

「素晴らしいことです。誰にでもできることではありませんね」

　十年という時の流れが、シギネアに変化をもたらしたのかどうかを知ることはできないが、マルスの話が真実なら、おそらくシギネア自身にとってそれは幸せな変化であるはずだ。

　直射日光が王宮の壁に当たっているのだろう。部屋の中は次第に気温が上がり、暖かく感じられる。

「ところで」とサラがおずおずと切り出した。

「おふたりは、いつ結婚するの？」

「なっ！　サラったら、なにを急に」

　突然のサラの質問に、油断していたレアの顔は、瞬く間に真っ赤に染まる。

「あら、急じゃないわ。ナナスのためにも早く結婚しなくては」

『一刻も早く』と答えようとしたマルスは、サラの言葉に別の疑問が湧いてきた。

「ナナスというのは、俺の息子の名前か？　どうして神官長が知っている？」

　レアが自分に会いに来るよりも先に、ウェスタ神殿に足を運んだのだと勘違いして、マルスはむっとしたように口を尖らせた。

「昨日、会ったのです。ロカさんとおっしゃる方が、レアの息子だと神殿に連れてきたので」

「なんだと!!　俺もまだ会っていないのに、どうしてお前たちが先に会うんだ!!」

　そんなことを言われても、とサラは不満に思ったが、マルスは一気に不機嫌になり、部屋の中に険悪な雰囲気が流れた。そのとき――。

「あ～、悪い。お前がレアとの愛を育むのに忙しそうだったんで、子供は邪魔だろうと思ってな。後回しにして、先に他のところに回ってきたんだ」

　いかにも適当な口調で、のっそりと部屋へ入ってきた男は……。

「ロカさん」

　レアがロカの名前を口にして、マルスはむっとした。なぜだかわからないが、無性に腹が立つ。レアを守り、息子を守ってくれたのは、確かにこの父だ。感謝すべきところなのだろうが。

「行くぞ！」

　マルスはレアの手を取った。

「え？　どこへです？」

「決まっている！　俺の大事な息子に会いにだ！」

　わざと派手に足音をたてて、ロカから遠い場所を通ろうとするマルスに、間延びしたやる気のなさそうな声がかかる。

「その必要はねぇよ。ほら～、ナナス。お前の父さんだぞ～」

　ロカの背に隠れるようにして、いや、ロカがわざと隠していたのか、ちょこんと顔を出して覗き込むようにこちらを見ている、青いふたつの小さな瞳が見える。マルスはごくりと唾を飲んだ。

「……ナナス、か？」

　小さな丸い顎が、こくんと上下したかと思うと、まるで女の子のようなかわいらしい声がする。

「はじめまして。お、とう、さん？」

　マルスの震えが、握られた手を通してレアの体に伝わる。レアは放心したように動かないマルスの腕を引っ張って、ロカの前まで連れてくると、ナナスの後ろに回り込んだ。

「マルス様。ナナスです。私たちの息子です。ナナス、あなたのお父様よ」

　レアが言い終わらないうちに、手の届くところにある小さなその体を、マルスは力いっぱい引き寄せた。

　ごつごつとした厚い胸板に、たくましい腕は、確かにナナスの母のそれとはまったく違う。

「……お父さん」

　ナナスは、こそばゆいようななんとも言えない気持ちを抱いて、恥ずかしそうに微笑んだ。

「苦労をかけたな、ナナス。皆、お父さんが悪いんだ。これからは寂しい思いは決してさせない。だから……一緒に暮らしてくれないか？　俺は、お前の父親になりたいんだ！」

　マルスは膝をつき、自分の目線をナナスの高さに合わせると、まるで愛おしい女に愛をねだるように懇願した。窓から差し込むたくさんの光を浴びて、ナナスの瞳がきらきらと輝く。

「男同士の誓いを守れるなら！」

　無邪気なナナスの声に、部屋の中の空気が一気に和らぐ。

「なんだ？」

「絶対に、お母さんを泣かせないこと！　男は、女を守ってやらなくちゃ、いけないんだ」

　レアは我が子の言葉に、思わず目を瞑った。

　いつの間に、こんなにたくましく成長したのか。あまりに近くにいすぎると、見逃してしまうものなのか。それともいつまでも子供のままでいてほしい願望で、自分が目を塞いでいたのだろうか。

「ああ、必ずだ。約束する！」

　マルスの力強い言葉に、ナナスは満足したようににっこり笑うと、自分の隣にいるレアの顔を見上げた。

「よかったね、お母さん！」

「ええ。本当に。幸せすぎて、どうにかなってしまいそうよ」

　レアの大きな瞳からじんわりと染み出した涙に誘われるように、ウルウとサラも思わず涙した。




　それからひと月後のこと。歴代の王としては類を見ない小さな結婚式が、ウェスタ神殿で執り行われた。

　王の初婚の年齢が三十代だというのも歴代最高であれば、その相手が奴隷出身の巫女ということも例がなく、王が神に一夫一婦制を誓ったことに至っては、特に前代未聞であった。

　そしてその後、十歳の跡継ぎがいたことが世に知れ渡り、国中が祝福の雰囲気一色に沸き立った。

　その話は遠くレアの父の耳にも入ったが、彼は相変わらず酒に溺れていて、王妃になる女が自分の娘などとは思いも寄らないようだった。ウェスタ国の王と王妃を出会わせた最高の功労者は、そのことを知らぬまま朽ち果てることになりそうだった。それもまた、運命づけられた、なにかしらの意味があることなのかもしれない。

　同じ頃、ウェスタ国の北の地でも祝福の祭りが開かれていた。大勢の者たちが、無礼講で食事や酒にありついている中で、マリカがラウススに話しかける。

「本当に、レア様に会いに行かなくていいのですか？」

「君こそ、レアに会いたいんじゃないの？」

「私は……まだまだ半人前で、やることが山のようにありますから」

「うん。僕も同じさ。今はこの地を豊かにすることが、レアを幸せにすることだと信じているからね」

　地方官に任ぜられたラウススは、寒さに強い果樹の栽培に力を入れ、庶民派の地方官としてこの地の人々に愛されていた。マリカが施薬師として赴任してきたのは、つい先日のことだ。

「いつか胸を張って、レアたちに会いに行こう」

　ふたりは同じ決意を胸に秘めた者同士、顔を見合わせて微笑んだ。




　月明かりが差し込む部屋の寝台の上で、ナナスは自分の隣に横たわって、大きなあくびをしているロカの顔を不満そうに眺める。

「ねえ。なんでお母さん、じゃなくて、お母様とお父様と一緒に寝ちゃだめなの？」

「そりゃ、お子様は邪魔……。いいから、今日は俺と一緒に寝るぞ！」

「どうして？」

　無垢なナナスの質問に、ロカは片方の眉を吊り上げる。

「どうしてって……。お前、母さんが好きだろ？」

「うん」

「いつか、母さんよりも好きな女ができるときが来る。そしたらわかるさ」

「ふ～ん？」

（ま、子供には、ちと難しかったかな）

　ナナスの納得がいかないといった返答を聞いて、ロカが頭をかきながら次の台詞を思案していたとき。

「ねえ。ロカおじさんは、おばさん……おばあ様に、ちゃんと好きって伝えてあげたの？」

　突然の鋭い突っ込みに、ロカは「げほっ」と咳き込んだ。

「なにを言っている！」

「だって、男は女を守るんでしょ？　おばあ様はきっと、ロカおじさんに、ちゃんと好きって言ってほしいんだよ？」

　なんの含みもない、ナナスの無邪気な声。大きな瞳に見つめられて、ロカは窓の方に視線を逸らす。

「そうだな。ちょっと考えてみるか」

（ヴェローナ。そろそろあいつを幸せにしてやっても、いいか？）

　ロカの問いを肯定するように、星がきらきらと瞬いた。




　国主の質素な結婚式が行われた日の晩、新婚のふたりは雄大な月を眺めながら、初めて出会った花園の中でそっと寄り添っていた。白い花が月の光を受けて輝く様は、まさにあの日と同じ。その中でマルスは、妻となった愛おしい女の顔を見つめて甘く囁く。

「レア。ちゃんと俺を見張っていろよ。いつかまた俺が、誘惑に駆られて道を踏み外さないように」

「はい。そうなりかけたら、マルス様の頬を思いきり引っぱたいて差し上げます」

　レアはマルスの目前で、掌を軽く振ってみせる。マルスは少し微笑んだように見えたが、すぐに真摯な顔つきに戻ると、レアの視線を絡め取った。

「俺はお前に、お前ひとりだけに俺の愛を捧げることを誓おう。その代わり、決してお前を俺のそばから離しはしない。泣いても喚いても、俺のことが嫌になってもだ！」

　レアはマルスの瞳を正面から受け止めると、凛とした声でつぶやく。

「ひとつだけ、条件があります」

「なんだ」

　レアのためなら命も惜しくないマルスにとって、たったひとつの条件を呑むことくらい造作もないように思えたが、レアの条件を聞いて、それは無理だと思う。

「あなたはもはや一児の父なのですから、その子供っぽいところを、なんとかしてくださいませ」

　マルスは、まさか自分の性格について注意を受けるとは予想もしておらず、すぐに反論する。

「うるさい！　これは性格だ。お前は、こういう俺に惚れたのだろう」

「まあ！　確か、いつかは成長してみせるとおっしゃっていたのに」

　開き直ったマルスの態度に、レアは子供を見守るような優しい笑顔を浮かべた。

「そのおしゃべりな口を、どうやって塞いでやろうか」

　マルスの人差し指が、レアのほっそりとした顎を引っかけるように上を向かせると、その言葉とともに彼の唇が包むように降ってきて、レアは自然にまぶたを閉じる。

「レア。愛している」

　ゆっくりとまぶたを上げた。長いまつげは涙で濡れて、きらきらと光っている。

「幸せすぎて、怖い……」

「なら、俺にしがみついていればいい」

　マルスの腕の中で再び涙があふれたレアの黒髪を、今宵の月が美しく照らし出した。




〈完〉










あとがき




　美しすぎるイラストと装丁に魅せられ、思わずこの本を手にしてしまった皆様。こんにちは。星野あたると申します。このたびは、『国王陛下は純潔乙女を独占愛で染め上げたい』に興味をお持ちいただき、ありがとうございます。




　この作品は「努力をすれば人は変わる」というテーマで書いたファンタジーです。この作品を書き始めた頃、私は現実の壁にぶち当たって悩んでいました。努力が結果に繋がらず、むしろ努力しただけ損をする、そんな心境でした。だから、せめて物語の中だけでも努力が実を結んでほしいと思い、イメージを膨らませました。




　実は、以前にもこの作品を発表させていただいているのですが、今回はそれをさらに改稿してベリーズ文庫としてお届けしております。小説サイト『Berry's Cafe』上には、ロカとニュクスの若い頃の話もあるので、ご興味のある方は遊びに来てくださいね。




　書籍化のお話をいただいたとき、今回も本当に迷いました。ちょうど個人的に忙しい時期と重なり、タイトな作業でした。そのため、特に編集の三好様、矢郷様には大変ご迷惑をおかけしました。相変わらず自分の未熟さを痛感し、いつになったら満足できる物語が書けるのかなぁと感じながら、なんとかお披露目させていただきます。

　この本を手に取っていただいた皆様の心に、なにか少しでも残るものがあれば、これ以上嬉しいことはありません。




　最後になりましたが、本作を発表できる貴重な機会を与えていただいたことに感謝いたします。書籍化にお力をいただいた関係者の皆様、読者の皆様、そしてこの本を手に取ってくださったあなたへ。この場を借りてお礼申し上げます。

　この作品を読んでくださった皆様が、ほんのちょっぴり幸せな気持ちになれますように。
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